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序章

研究の目的と背景



近年、 『国 際 J と い う 3~距が頻繁に使われている。 r 国際化 J r凶際社会 J r同際貢献 j

f国際交流 J r国際感覚 Jなどである.事実、日本の経済 ・社会の発展とともに「人Jの

凶際化の流れはめざましく、海外八 U1かける日本人、入国する外国人が:cl.mし、また、日

本に定住する「在日外国人 J r外凶鯖住民Jも地えている 。法務付入国管思応の統計によ

ると、 1992Jf.、海外に出かけたrI本人の数は 1200万人、入国した外同人は400万人に述し

ようとしている，)0 また、 本)11における外国人登録者数は約 128万人で、総人円の 1%を

紐えている ，) 外務省の統計によれば、 1991年の海外在関邦人は約 66万人で、この数年、

特に長!日j滞在者の地却lがめざましく、この数年で約 2倍となっている.日系人を合わせる

と200万人以上の日本人が海外で務らしている，)交通手段、情報の飛t躍的な発展により、

位界の距厳は狭くなったといわれ、今後ますます、国籍、人施、民版、 宗教の違いを超え、

相互に日IJけ合い、共存しなければならない時代が到来して くるであろう 。

日本囲内においてもそれらは例外でなく、 「人 Jの国際化は確尖に急激に進んでいる。

特に注目すべきは、 1986lドから日本経済が長期の好況局面に入 った 後、戦前、戦中からの

在日磁図・朝鮮人、中国人とその子孫 「永住者 j 等は、むしろ減少しているにもかかわらず、

『新しい外国人Jニューカマ ーが急速に噌加していることである。しかし、その変化に社会

が十分に対応しているとはいえず、足元である『内なる国際化社会Jには、さまざまな課

題がのこされている 。具体的には法的艶備とともに、外国人の基本的人権の保障、福祉、

保健、医療の改善などである 11!i 161 0 19925f.、総務庁行政監察局は「国際化時代 外国人

をめぐる行政の現状と課題 Jという報告曹の中で「国際的視野での検討が不可欠な問題で

あり、これらの検討にあたっては外国人の基本的人権を保障し、問内の新制度の下におい

ては公正、平等を旨とするとの制点も欠かせない。」と述べている， )

l時代の変化とともに、在 日「外国人」の形態が変化し、保健 医療・福祉の分野でもさま

ざまな問題が起こってきている拠 o 特に、母子保健・医療の分野ではill'l¥!ii!I!題となってい

る9い0)妊娠・出産 ・育児に関連する問題は、その対応の遅れが深刻jな影響を与えかね

ず、次世代にもわたるものである。しかし、まだ充分な医療、福祉、保健の対策がなされ

ているとはいえず、本邦における在日外国人の母子保健研究は、まだ研究の数も少なく、

始まったばかりである.移民の際史が艮〈、多民悠国家を形成している米国では、 elhnic

groupに閲する研究は、 ill裂な研究テーマとしても位置づけられており、数多くの調査研

究が行われている 11 ) ~ 川

筆者の先行研究では Jt;1、日本における在日外国人の保健 医療に閲する研究は、 1970
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年代ぜlから始まり、 1980JI'.代前半ま で、 ヒに (I.I-IM図、制邸入 に|刻す るもので 、内科は健

日』調査と内科jJ;足H特 にJJF1雌)にl到する縦約等 161 10Jで文献数も少なか った.し か し、

1980年代の後半からは、急激に文献数がJtlhllし、その対象国節、 主題もさ まざまと な った。

特に、料相1
'
保健 211 z川 、母子保健、結紘 Z!) J J ~ 1にl刻する研究が、 1990JI'.前後から急m

している。在日外国人に関する研究が急則した -，''11去には、 「新 しい」外国人の急mが-iJえ

られる. このl時期、 マスコミ 等でも毎日のように外国人労働在のl問題が取り よげ られてい

た。医療、福祉、保健の分野でも例外ではな く、い くつ かの学会で、外 国人医療問題がシ

ンポジュウム等でとりあげられた。料品11保健、母子保健、結核の問題は、;急即1する 1)新し

い外国人」の健康問題の '1'でも特に、 rt日すべきと ころであ った。

在日外国人母子保健研究は、 1980年代にはわずかしかな く、1990代から始 まっ たばかり

といえる.そのほとんどが、各医療機関における調査報告、 事例報告で、研究 I~ I)()は急m

する外国人妊産婦及び児の尖態報告と、その対応万法、問題点についてであ った'"。

1989Jloから 3年間おこなわれた、厚生行心身附3研究 rrl山脈化社会を迎えるに 当た っての母

子保健事業策定に l則する研究JrHr在日外l司人の母子保健の現状と対策に|到する研究jが設

定されたことで母子保健研究が本絡がJとな っていった lf>1 ]111 

現在、母子保健医療の税ぬから、外同人の妊娠 1l¥i8i.育児についてさまざまな問題が

提起されているが、それらをまとめると、在日外国人の対象は大きく次の 4つに分けられ

る. ①従来からの(I.日悦凶・朝鮮、中間人等の 「永住者 j 、② この数年に米目した 『新し

い外国人 j ニューカマ 一、③ いわゆる欧米人、 ④「 不法夜筒 J r資格外就労 J (以下、オ

ーパースティ)のグループである 3!)lo r永住者 j のほとんどは日本で生まれ行 った二世・

三 l!tの者で、 言葉、文化、医療制度の過m等に/I-¥j泌がないため、母子保健よの問題は提起

されていない . r新しい外国人 」ニ ュー カマ ーのグループに対しては、吉岡らの桜告によ

ると、 「夫婦とも外問で生まれ、来日後まもなく妊娠・分娩を経験し、日本訴理解も十分

でない人たち、及び、 CI匝|に帰って分娩をする人たちは、母子保健サー ビスを受ける機会

が少なく、母子保健対策の重要対象とすべきである。 Jと述パている"，。桑山は料相11科

医の立場から、近年急J何した 主にアジアからの 「外国人花嫁 j の異文化適応の問題を提起

している・ 01 次に、いわゆる欧米人のグループに対しては、 r，'1水が西洋人女性の医療現

場での要望をまとめ椴告しているが、ヒに、医療従事者とのインフォームドコ ンセントが、

重要課題となっている，， ' オーパーステイのグループに|到する報告は、その問題の程度

が深刻lで、かつ緊急性、救命性の必い事例制告がほとんどであ った"2.1 /;叫
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「在日外国人Jといっても、そのおかれている硯状は、さまざまで、在日の形態や生活

基盤も全く違っており、 -l1iして問機に議論はできないであろう。現在、在日外国人の母

子保健・医療対策を考えるにあたっては、その同際化の現状を踏まえた広滅的、包f苫的な

研究が必要であり、又、その背景に応じた例別の対策が求められている。しかし、これま

で、各医療機関からの調査桜台、地域を限定した実態淵査は行われているものの 51)._ 601、

全国規校での研究はほとんど行われておらず、個別グループの比較検討も少ない .全国腕

絞での調査では、 1993年、中村らによってはじめて、新生児飽及、陣'JI児飽設における在

日外国人陣容児および新生児のニーズに|刻するアンケー卜淵査が行われたのみである引 }。

又、全国的な在日外国人母子の現状を示す健康指標となる統計は作られていない。厚生省

の「人口動態統計 Jに、外国人の出生、死亡、死産、妨畑、雌鮒等の件数が付録としてJ苗

餓されているだけである。

本研究は、以上の理山から、本邦における在日外国人の現状と推移を統計上から抱l1llし、

「人 Jの国際化の現状を切らかにするとともに、在日外国人の母子保健統計を作成するこ

とによって、その現状と問題点を明らかにし、今後の施策の基俊資料と資するものである。

その方法として、国際人流に関する統計の分析、人口動態統計の分析を行い、在日外国人

の同館(出身地)別健康指糠を作成した.さらには、全国福祉事務所を対象とし、在日外

国人児童及び妊産婦の保健・福祉の尖態を調査し、図鮪(山此地)別 年次別基本統計を

作成した.
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第 1章

国際人流に関する統計及び人口動態統計の分析

ra
 



1 .研究の目的

近年、交通手段、約似の飛躍的な発展により、世界の距継は狭くな ったと 3われ、国際

経済、国際物流、国際的な人口移動いわゆる国際人流の頻繁な l時代となっている。日本も

例外ではなく、この数年、海外へ山かける日本人、入国する外国人数は急激にm加してい

る"又、日本に定住する、 f外国鯖住民 JもI曽え 「人Jの国際化が進んでいるといえる

であろう"しかし、急mする外国人に社会が卜分対応できているとはいえず、福祉、保

健、医療の緒施策、法的整備が求められている川 川 。

母子保健・医療の分野でも、外国人の受診者が泊hllし、さまざまな問題が提起されてい

る9110)。中でもこれまでになかった 「新しい外国人 I、すなわちニュ ーカマーに対する

対応と、 「不法在官{J r資絡外就労 J (以下、オーパ ーステイ)の問題が特にクローズア

ップされている~ 2 ) '" 5 6) 

現在、在日外国人の母子保健・医療対策を考えるにあたっては、その国際化の現状を踏

まえた広減的・包括的な健康胞策の研究が求められている.しかし、これまで、各医療機

関からの調査報告、地上長を限定した*態澗査は行われているものの白 川町'0，、全国脱線で

の研究はほとんど行われていない。さらに、全図的な在日外国人の現状をあらわす母子保

健の健康指標となるものはほとんどない。在日外国人の全般的な母子保健統計・指標を得

るのは一般に困難で、「国民衛生の動向 jには外国人の統計指傑が山されていない'" 厚

生省の「人口動態統計 Jに1955年から、外国人の出生、死亡、死産、婚姻、縫姉tFの件数が

付録として掲載されているだけである 6:11

本邦における外国人には、海外からの移住に伴う生活環境の変化、民政、沼慣、 言語の

相違などからくる心理的、身体的ストレス、さらには社会的、経済的影響によって、健康

生活への影響がでていることが推定される.特に、女性や子ども、妊娠、分娩に関わる事

象には、その影響が強く反映されているものと予測され、母子保健の指標である、妊産婦

死亡率、死産率、乳児死亡率等に影響をあたえているとJjえられる。

母子保健統計について、外国人と日本人、外国人の中でも、居住年数の良い外国人と、

移住後、日の浅い外国人との比較をすることは、健康障害・疾病発生と環境製図の関連性

を探求するための母子保健研究、疫学的研究として、又、保健、医療、福初等の健康施策

行政面でも貴重な資料となり、重要な示唆を与えることができるものである .

-6 -



以よの兄地から、本研究においては、化 1-1 外凶人のほ f~他統計指標を刊成、分析する

ことによって、国 筋別の倣w水礁の l'l'u聞を行うことがrI(i(Jである。

論文の構成は、まず、本郊における国際人流、在日外同人の現状と推移を統計とからre

彼し、国際化の現状、在 n外国人の国鯖別榊成J1、移住の歴史、定住性、在筒形態の特性

をIVJらかにした。次に、それらによって裳付けられた外国人の国鮪別侍 f保健統計指標を

作成、日本人とともに比較検討をおこなった.それらによって、在日外国人の時 F保健の

現状と課題を検討するものである。

[1.研究方法及び資料

1 .国際人流、在日外同人統計

1 )日本人出国省・外1司人入国者、外国人登録者

日本に居住する外国人は「出入国管理及び難民認定法 Jによって在留資格が定められて

おり、 「外国人登録法 Jによって 、9011をす ぎて日本に滞在する 外国人は笠似をしなけれ

ばならないことになっている.現在、これらの統計資料として、主に、毎年発行される法

務省大臣官房 司法法制tlJ.!査部編 『出人凶管理統計 J"と、 2年毎に発行される入管協会発

行「在間外国人統計 J" (法務省保管の外凶人登録記録に必づいて作成)とがある。

本研究では、戦後.Qも古いものから、 I泣新の資料を使丹jす ることとした.外国人の出入

国者についての統 JIは、 1950年に r:U入国管理庁 Jが設泣されたH与点から、外国人登録者

数については、 「外国人登録令 j の施行された 1947年からとした.但し、 「在留外国人統

計 j は1959年をm11"1とし、 1974年まで 5年ごとに発刊し、 1984年以降は 2年毎となって

いるため、 1950，(1'以降、 「在留外国人統計 Jで把l涯できない資料については、法務省入国

管理局作成の資料を JTJいた。 r在留外lil人統.Jj-J が現在(1995年 6月現住)入 手できる、

i詰も新しい資料は 1992il'、平成 4年(平成 5年版)の統al-21であるため、本研究では、

1992年までの統計・資料 JI 2 I 6 ~ J 6 9 1を使川し分析するものとした。

現在、出入国管理統計は、本郊に人問、出[-"[するすべての外国人が対象とされ、出入国

の際に LB 入国カードが従 /l~ 、作成、 j'官n:~，j[されており、かなり厳格に集計されていると
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思われる。しかし 、正胤の入国をとらない不法上陸もわずかではあるが11αする引}。 し

かし、これは統計 011に許容されよう。

外国人登録者については、 90日をすぎる滞在者の記録であるため、入国後90円以内に出

国する局合などは登録されていない。又、入国の際に観光ピザなど、 90日以内の期限で入

国し、 JUJ限を過ぎてもそのまま滞在し、外国人登録されていないオーパーステイ外国人も

存在する.法務省入国管理局は、外国人の入国・出国記録から処理し、オーパースティ人

数、国鯖、性別等を舵測しているが、かなりの数に上っていることが報告されている H υ 

外国人の人口統計の分析には、オーパーステイ外国人の数値を考慮して検討する必要が

ある.しかし、彼らの居住地を含めた生活災態の統計的把{屈は不可能である.正規に在留

している外国人については、居住地の市町村長に登録中却をする義務があり、山生、死亡、

居住変更等について、 14日以内に登録、巾請をしなければならず、これに違反した局合に

は、 l，!f.以下の懲役、五しは禁銅または 20万円以下の罰金(外国人登録法第 18条)など、

かなり厳格な罰則が認せられている。又、届け出によって、生活上の務権利が発生する現

状から、不申告、失月jはかなり少ないことが予測できる.但し、 1950年代初頭、外国人の

管理!統計が作成されはじめた頃には、かなりの混乱が忽像され、 rp告漏れ、不 qJ告、失期

遅延 r!r告などが多数存在してたことも考えられる.

以上、在日外国人統計・資料を用い、以 Fの方法で分析を行った。

r.外国人入国者数、日本人出入国者数の推移には 1950l:jから 1992年までの統計を用い、

外国人登録者数の般移は、 1947年から 1992年までの統計を用いた。

1I. 国籍(出身地)別外 国人登録者数の舵移を、よ位 10位までに整理し、 1950年から 10年毎

及び1987年、 1992ll'の 6期lに区分し、 4持成要員割合を算出した.

山.国籍(出身地)、在留資格別に、特に外国人の変動の激しかった 1986年から 1992年を

中心に比較検討し、法務省入国管理局の沼鉾統計記録から 1990年 7月から 1993年 5月の

オーパーステイ外国人の推移を分析.又、都道府県別外国人資録者数の推移と総人口に

占める割合を算出した。人口統言|資料には総務庁統計局の「人口推計資料」を!日いた"I。

iv. 1992年の年齢、性別、外国人登録者人口惜成を 5歳毎、国籍 (ili身地)別に調べ、さ

らに年少人 口、 生産年輸入口、老町~人口を算出した。従来からの在日鴨国 朝鮮人と

「それ以外の国鮪(出身地)の者 Jとでは、在日の歴史の長さからして IljJらかに人口分

布が逃うことが予測されたため区別して統計をだした。

。。



2 )帰化者の惟移

外国人の帰化者数については、 一般資料として発刊されておらず、 fU鰍 J (大蔵省印

刷局発行、週報) 711に川化/'1-の住所、氏名、生年月日が伺載され、法務省の1'i庁内部資

料として発行されている「法務作鐙 J721に年間の帰化人数が記載されているのみである。

さらに国鯖別の帰化人数に ついては、公点されていない。本研究においては、 「法務年~J

にG按あたるとともに、法務省民事課m当nに1m吉取り JHfを行った。川化./Jについての

年代は 1952年のサンフランシスコ講和条約発効以降の資料とした。川化者の数については、

法務大臣の許可によって発生するものであり、統計に過少、過大巾告はありえない。

「法務年鑑 j 及び法務省民事Jl!担当nの聞き取り調査によって以下のことを行った。

1. 帰化許可(図鮪取得)省の国籍別推移を 1952年から 1992年 11.1 国籍見却Jによる日本

人人口の泊加を 1970!1ニから 1992年までの統計を用い分析した川。

2.母子保健統計

1 )在日外国人に関する人口aJJ@MJI

本111における人口動態調査は「戸締法及び死産の届け出に 1到する規定 Jにより届けれら

れた出生、死亡、婚則及び離婚を対象としている.これによって市町村で人口動態調査票

が作成され、集計は厚生省大臣官房統計情報部で行われている。日本における外国人につ

いても日本の法律が適用されるのが原則であり、外国人登録法によってもこれらの申告が

義務づけられている。これは原)l'Iとして在官{)~J I自に関係なく全ての外国人に適用されるこ

とになっている。

しかし人口動態統制上では従米から、 f 日本における日本人に係る人口町~ 1軍事象 j を基

本部J本来分として集計、分析がおこなわれており、客体は日本人に限られてきた。よって、

外国人に関する統制は、補完的な集計が行われるのみとなり、 『付録 j として取級われて

いる "1。外国人に関する人口動態統計は、 1955年以降、各五l'の年報に 「付録 j として統

nl-:表が掲載されている"I 

人口動態統計集計の客体原則が円本人である ことから、 「国民衛生の動向」、厚生省児

意家庭局発行「母子衛生の主なる統計 J'川など公的行政機|創刊行物からは、外同人統計

は除外されている.外国人に閲しては新生児死亡率、妊産婦死亡率、死産率など、基本的

な母子保健健康指糠についても作成されていない。 1993年に初めて、 j手生省大臣官房統計

9 



ll'J縦部発行の「平成1[~Iô 人 υ Ji)J!窓統，11- (li/I!:.i:放)の慨況 J'川 に外liiJ人のはi生、婚姻、死

亡~に|刻する統計表がm載されたのみである " I 

2 )人口動態統計による母子保健統計・俄民指標の作成 資料の評価

1. 外国人人口動態事象届出

人口:IiIJ態統計は、外国人の届出に基づ いて、調査票 (W生ー死亡 死産 姉剣 難妨)

を市区町村で常時作成し、これらの提出を受けて厚生省で*3十されているものである。

外国人の届出については、戸籍法ffi25条 2瓜に 「外国人に|則する届出は、応山人の所夜地

でこれをしなければならない。 Jと規定されている。又、外国人登録法、出入国管理法に

基づく届山義務もあり、さらに、外国人の困鯖が所属する駐日大使館または領事館に届出

が必要である。これらのAIiLHの従山JVJ阪は厳格に定められている。本邦に生活の居住本拠

地があり、外国人登録されている者であれば、これらの動!軍事象は、在留に伴う Ji'J権利純

手続上、市区町村の手続演証明が必要不可欠なことから、かなり厳絡におこなわれている

ことが者えられる。しかし、在留期間が90日未満の短期滞在-li・については、これらの事象

が生じた場合、本国への申請のみとなる可能性が高い。しかし、死亡、死産については、

「死体思!火葬証明jJ が坦弊に不可欠であることから、適用中告されているとJ5えられる。

オーパースティの外国人の場合、その社会的状況からして、人口:IiIJt窓事象の内容によって

は不利鋒な状況を生じうることから、出生、婚姻については届出されていない可能性が極

めて高い。よって、人口動態統計上、u¥生、婚姻については過少申告されている可能性が

あり、死亡、死産についてはかなり適正におこなわれていると推測される。

11 外国人の国籍別区分集計

人口動態統計上の外国人国鯖(出身地)区分は、 1955年から 1991年まで、 「斡困・朝鮮 j

f中国 J、 f米国 J、 「その他の外国 Jの 4区分であった。しかし、 1992年には国際化

にI{み、 Iフィリピン j 、 f;Zイ j 、 「英国』、 fブラジル j 、 「ベルー j がJJIIわり 9区

分となった。

市区町村では、提出された国絡を人口動態統計調査京の国鱗区分で分類し、厚生省に提

出しているが、この区分集計の分類段階で不正確性が生じている可能性が考えられる。

調査課作成当初より 1986年まで、現在の「線図・朝鮮 Jの図鯖欄は、 「朝鮮 Jと記俄され
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ていた.調査票作成の官'I1J点として rWaf.Jには「緯凶 j も合まれるとあるが、尖際には、

f斡国 j を「その他の外国 j に分刻している可能性もある。又、生Jj'判は在日傍国・朝

鮮人死亡者が国籍不政で 「その他 Jの国籍に分頬されている可能性もある ことを指備して

いる。人口動態統計上の外国人の 'J;[f!を国籍別に集計、解析するには、このような調査票

作成段階における不正機性がある吋能性を身成しておかねばならない 。

山.外国人国籍別出生

人口動態統計には 1955年より、外凶人の国籍別出生児数が集計 されているが、 「外国人

出生児の国籍 j は、 1984年に国織法が父系Jfll統主設から父母両系主義に改定されたことに

より、国籍の取り扱いが大きく変化した。それまでは、人口動態統計調査票をもとに、父

鋭が日本国籍であった局長合のみを、 「日本人 j として集計してきた。しかし、 1985以降、

母観が日本国籍であれば、父jJlが外 I'EJ絡であっても、児は日本国鯖が取得可能となり、

「日本人 j として集計され、公表されるようになった。人口動態統計の淵fEEZは 1987;.j'以

降改定され、統計上母 ー外向人、父・外国人の出生児数を犯i屋できるようになった。

すなわち、人口動態統計 上の rU本における外国人の出生児数 j は 1955年から 1984年ま

では、父綬の国籍別出生児数(嫡wでない児の均合は i号籾の国鮪)であり、 1987以降は、

父 母共に外国人の母鋭の同知 ))IJW生児数である。 1985年と 1986;loは父母1両系主義の原則

にのっとって集計されているが、統 ~I-m計上の混乱があったと予想1される.

人口動態集計禁は rLH生児の国籍 Iをあらわすのではなく、国籍法からして「父 ・母ど

ちらかが日本人であれば、日本国絡が取得可能であるから、日本人としている Jにすぎな

い。中には、日本国節以外の同絡を取得し、外国人となることもあることを者雌する必要

がある。又、父 ・母)4<外国人の/Ji生児は l辻鋭の国新によって分叙されていたことから、父

i'J:の国絡が違っていた喝合、児が父娘の国鯖を取得することもあり、人口動態統計上の児

の国籍が、児の固ま苦の尖@を表しているとは限らないのである。

このように、 1987年以降、 f口本における 外国人の出生児数 j の集計法が変化、容体が

途っていることが、人口動態統計よの何処にも記載されていなか った。本研究の調査過程

の中で、 m者の担当官との直接而i淡で IljJらかになったことである。 1992年の人口動態統計

より、父・母の国籍別出生児数が(どちらか 一方が日本人の埼合のみ) 1987年にさかのぼ

って、日本人 出生児の布'tJj-fllJに記 載 されるようになり、 f付録J測 の外国人の山生児数に、

父 ー母の国籍別出生児数が集計、公表されるようになった.
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j砂野ら"，は、 1a9011'の論文の 11_1で、人 11f~J !1l\統計上円以の[l，J 知 >JIJtH 生児数を 11 :llでき

ないと延パ、付税の Li<1ti¥ ))IJにみた jltJI :1¥ el二数を J?::1¥しているが、 198711'以降、 R数の ffi.11

が可能である。すなわち、 「付録 Jに記松されている「外 1J;i人の山1.:.!}G 1/:1. Jと、 11本人柄i

に記載されている rlヨ・外凶人、父 11本人 j の出生児放を foJ?することで11山される。

本研究では、この.11Z1il、によって t:}られたり鋭の IEI知別 LU'1_:，!1~ 1/:1.をJ占に、統 J!解析する。

山生率の指標に|却しては、 Il\ :L:~の 11 山に f 人口千人 j を川いた l拍合、その全人口にし

める出産可能な婦人数の叩l合に λきく彩押される。本)11における外1'1人には、図書告別に !Jl

女;則合、出産可能な M人数の ~~J {j-にかなリな相違があるため、分 I~ には r 15政 ~39歳の火

性人口千人 J (在官l外国人統計より}?::I¥)をJfJいて、比較検討を行っている.

lV. 死M率、妊産婦死亡率のJ1:1¥ 

人口動態統計上の国籍別 IU~)IG 数は、 Ikl 締法の i必料を受け ていることを前述したが、死

産、死亡については.本人の悶加である。すなわち、母 外凶入、父 日本人の羽合、山

:E )'Gは「日本人Jにffifil';されており、死産、死亡の渇合は「外国人Jにffi，lIされている.

これまで、人口動態統計を川いて、日本人の死産率 死産数 7 (:U生ト死産) X 1，000、

妊産婦死亡率 妊MM死亡'!d.:lL¥elミXIOO，OOOのJ?::Uが行われ公点されているが、統計上

の不合理IIが生じている.すなわち、 1984年以前、国籍法が父系 Ullk:!t主義をとっていた統計

では、父 外国人、1lJ:.日本人のぬ合、日本人の母の出生児は「外国人 Jに集計されてお

り、その死産、死亡は r11本人Jにffi"1されている。父母 J111j;系主義となってからは、 I号・

外国人、父 日本人の上場合、その11¥1:.)'(.数は「日本人 Jに、死産、死亡は「外国人 j に集

計されている。すなわち、死必本、妊 ~'É 焔~亡本の分 l品、分子を U 本人に世，:;tし算定する

ことは統計上の不合理がlじる.

これまで、日本における外凶人の妊産婦死亡数 、妊産婦死亡ボは J1山されていない。

死産車については、平山"1をはじめ、幾つかの研究'川 実"で外国人の死産取のTr山が、

人口動態統計 一上の資料をそのまま JIJいて行われているが、日本人と同織の論耳IIで、分母、

分子を外国人に限定することは統日|よの不合理が生じている.

木研究においては、前述したごとく、母鋭の国土高別:l¥生児数をn山しそれを分母とし、

母 131 の国籍別~M数、妊M婦死亡数を分子として、死産率、妊産婦死亡率を n: 山した。

よって、これらの母子保健税引を J1山寸るのは、人口部IJW統計上品丸山:1IJ?が可能となった

1987年以降のみとした.
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V . 母子保健統計健康指標の作成

本研究においては、人口動態統計を汗jい、前述したごとく、その資料としての評価をも

とに以下の方法によって、母子保健統計健康指標を作成した。

1 日本人の外国人との婚姻件数の舵移を、国籍(出身地)別、妥 外凶入、夫 外国人

別に 1965年から 1992年までの統計を!日い分析した。

11. 国籍{出身地)別外国人の山生児激の推移は、 1955年から 1992までの統計を用い、 1987

年からは外国人{父母どちらか 一方を合む)出生児数の総出生児数に占める割l合、母貌の

国籍別出生児数の推移を算出した.

山. 1958年から 1992~ までのお伴 r:日を 5 年毎の 7 期に分け、 5 年/I日毎各々の図餓(出身地)

別出生児数、乳児死亡数、死産数、妊産婦死亡数の総数を求めた.又、山生児数と乳児

死亡数によって乳児死亡率を n:J.:した。 7)切(1988年から 1992年区分)については死産

車、妊産婦死亡率を算出した@

iv. 1955年から 1992年までの、死亡数を国筋別、年齢別 (0~ 4歳、 5~ 14 歳、 15~64歳、

65歳以上)に集計し、死亡数の年次J世移、総死亡数に占めるそれぞれの割合を算出した。

v. 1992年について、新たに追加lされた国籍(出身地)別に死産率、乳児死亡率を算出し

た o 15歳から 39歳の女性人口を求め、女性千人あたりの出生児数、死産数をn出した。

総死亡数中に占める乳児死亡の割合を算出した。

皿.結果

1.国際人流、在日外国人統計

1 )日本人出国者 ・外国人入国有の推移

1992年、 日本人の山国信数は 11，790，699人、外国人入固有数は3，926，347人で共に過去

段高の人数となっている。日本人/J~因数は前年に比パ、 10.9% のJ{') jJII となっているが、外

国人入国者は過去 5年1mで段低のI白川率1.8%となっている。外国人入国.(l数には再入国

者を合んでいるが、新規入国占のI目加は0.4%にとどまっている.新腕入国者の内91.8%
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は短期滞在者で、 3ヶ月以内の山国.r，は94.6%となっている。

1965年の日本人出凶-dl&と外国人入国省数はほぼ同数であったが、日本人出回数は 1970

年代から噌加し、 1970年には936，205人であったものが 1980年にはその約 4倍となった。

1986年には500万人を超え、 1986年からはさらに急地し 1990年に 1000万人を超えている。

1992年には対 1986年、 6，274，506人 (113.7%)の別加!となっている。外国人入国占は 1970年

代後半から徐々に則加しているが、 1980年代後半から急泊し、さらに 1988年以降著しく、

1986年から 1992年で 1，904，897人 (94.2%)1曽川lしている(図 1) • 1955年から 1987年まで

は米国からの入国者が厳も多かったが、 1988年には韓国が肢も多くなった. 1992年、アジ

アからの入国者2，651，559人 (67.5%)が段も多く、 1986年 1，014，787人と比べ 1，636，772人

(161.3%)培加している。

2 )在日外国人の推移

1. 外国人登録者数のJtt~

1992年の外国人登録者数は 1，281 ， 644人で、総人口に占める割合は1.03%となっている.

日本で外国人登録令が初めて施行された 1947年の外国人登録者数は、 639，368人であった。

1950年598，696人、 1960年650，566入、 1970年708，458人、 1980年782，910入、 1990年には

1，075，317人となっている. 1980年代後半のI目加が著しく、 1986年867，237人から 1992年に

は1，281，644人となり、日年n日で、 414，407人 (47.8%)の地加となっている(図 2)。

ll.国籍(出身地)日IJ外国人登録者の挑移

外国人登録者の内訳を 1950年から 10年毎に区分して構成袈只をみると、線図・朝鮮人の

占める割合が、 1950年には 91.0%であったものが、 80年代後半から急激に減少し、 1987年

には 76.2%となり、 1992年には53.7%となった。 1950年から 1970年の外国人椛成要員は、

戦前から居住する線国 .WJ郎、中国人を除くと、米国、英国、カナダ、ドイツ、フランス

等の欧米人である. 1970年後半から東南アジアの登録者数がI由加し、 1980年代後半からの

櫛成要員の変化がめざましくな っている。 1950年から 1988年までの約40年間は、第 l位、

純国 朝鮮、第 2位、中国、1Ii3位、米国であったが、フィリピンが 1989年に米国を抜き、

1992年にはブラジルが1Ii3位となった。 1992年末における地域別情成は、アジア 78.1%、

南米 14.6% 、北米 3.9% 、ヨーロツノ~2 . 3%、オセアニ 70.6%、アフリカ 0.3%、その他

0.1%である。対 1990floのI白川l率はアジア 8.2%、南米 161.8%、アフリカ 88.2%で南米、
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アフリカからの登録者が:包別している(ぷ 1) • 

出.在留資格別外国人の推移

1992年の在留資絡別、外国人1f似百数をみると、 「永住者Jが49.6%を占めている、次に

「日本人の配偶者等 J16.3%、r}E{.工I1'J9.6%となっている。対 1986年のm減率でみると

f永住者 j の数は 3.1%減少している。 r永住者 j の94.1%は桃園・朝鮮の国餓(出身地)

の者であるが、足も減少率 (4.7%)が大きい。 r日本人の配偶者等 J407.2%、 「定住者 J

125.9%、 I留学生 J175.3%、 「就学生 J208.0%1曽加している.なかでもブラジル人の

「日本人の配偶者等」は、 122.4倍の激mとなっている. r日本人の西日似者等 Jは1988年ま

で、中園、斡困、フィリピンが多くを占めていたが、 1990年からブラジルが最も多く占め

るようになっている。 1993年 5月のオーパースティの総数は、 298，646人で、女性が

106，532人 (35.7%)を占める。 1990Jド7Jlから 192，149人(180.4%)別加lしており、女性は

66，886人(168.7%)1白川lしている。".，でもうヨイの女性が著しく 29，759人 (298.9%)の地加と

なっている(表 2) 

lV. 邸道府県別外同人笠録在数

都道府県別外国人登録者数、総人口に占める割合、 I曽加率は各自治体によってかなり違

っている. 1992年、外国人登録在放の段も多い都道府県は、東京都で247，446人(19.3%に

次に大阪213，935人 (16.7%に 愛 知 県 105，336人 (8.2%)である。総人口に占める外国人登

録者数の割合は大阪府 2.45%、見1京都2.08%、京都府2.14%となっている。 i韮も外国人登

録者の少ないのは徳品県 で 1，236入、総人口に占める割合の少ないのは鹿児島県で0.14%

である。 1986年からの外国入賞録者数の附加皐では栃木県351.5%、群馬県 318.4%、静岡

県251.5 %が著しく m加している(表 3)。

V . 帰化許可(国籍取得)者の推移及び国籍呉却jによる日本人人口のm却l

1992年の帰化許可者は9，363人、 「国籍取得の届出 j による日本国燃の取得者は 1，993人

である。国籍離脱者は 173人となっている。 1965年から 1992年までの帰化者総数は 183，349

人で、原因絡が韓国 朝鮮 134，559人 (73.4%)、中国 39，809人 (21.7%)、その他の国籍

8，981人 (4.9%)となっている。 1973年に中国人の帰化者がfi;.ttMし、過去I忌日の 13，629人と

なっているが、帰化者は、年々 1('1加傾向を示している(表 4). 1970年から 1992年までの図
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鰯YI<動による日本人人口純j目放の総数は 183，596人である。 1985年から 198711二までの 3年

間に「図鯖取得の届出 j による円本同籍取得 15が急i思し、 3年間で30，553人となっている

ため、この時期の日本人人口の純地数が集中して多くなっている(図 3) • 

VI. 性別、年齢別、[i:[節目Ij外出l人17:似占数

1992年末の性別総数は男性651，150(年齢不 IIJJ1人を含む)人、 k性は 630，191人で男性

が女性をわずかに上回っている(ぷ 5)。しかし、性別、年齢別、困籍別外国人登録者は、

国鰭(出身地)によって IYjらかに人口榊成が追っている。 r鵠図・朝鮮 j と 「それ以外の

国籍(出身地) Jとの総数で比較すると、 fそれ以外の国籍(出身地) Jが児女ともに 20

代、 30代の登録数が f韓凶朝鮮 Jを大きく上回っている。 20歳から 30成までのタ牲は

「韓国 ー朝鮮」が65，244人、 「それ以外の国筋(出身地) Jが 126，336人で「斡国 ・朝鮮 j

の約 2倍となっている。イ也の ']o代ではすべて「獄図朝鮮 j が多く、 65歳以上の年齢層は

80%以上を「緯国・朝鮮 Jが占めている。 rそれ以外の国鮪(出身地) Jでは、 15歳未満

の年齢人口が 5歳毎にI由加し、 0歳 -4歳までの人口が最も多くなっている. r勝国 朝

車下 j では若年層が減少 し、 0歳-4緩までの人口が最も少なくなっている(図 4、 5)。

性別ではブラジル(図 6)、米国は友性より男性が多く、フィリピンは圧倒的に女性

(86.6% )が男性(13.4%)を上回っている(図 7)。フィリピン女性は 25歳から 40歳までの人

口が総数の87.6%を占めている.

1992年の外国人登録者の椛成は生産年齢人口に集中しており 81.6%で、日本人の69.7%

を上回っている。老齢人円は5.8%と日本人の 13.1%の約半数とな っている。年少 人口は

12.6%、日本人 17.2%より少な くなっている。 r斡困 ー朝鮮 j の人口榊成は日本人と大き

く変わらないが、 「それ以外の|司絡(出身地) Jは年少人口 8.6%、生産量l'防人口 89.5%、

老年人口1.9%と生産年齢人口八の集中が著しい(表 5)• 

無国籍の者は 1，502人で、 15歳未満が218人(14.5%に O歳か ら4歳が 138人 (9.2%) 

5歳から日歳が48人 (3.2%)である(図 8). 1990年の無国籍者は 1，476人で、 15歳未満は

133人 (9.0%)、 O歳から 4歳が74人 (5.0%)である。 15歳未満の無回新児が、わずか 2年

で64%1曽加し、なかでも 5成未満の児が86.5%と著しく i目IJlIしている.

2.在日外国人の母子保健統計
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1 )外国人との婚姻1'1数の般砂

1992年、夫 ・妻とも日本人の妨則件数は、 728，579件で、夫}1どちらか-Jiが外国人の

婚姻件数は25，862件である.日本人の総納期件数に占める割合は3.4%で、)1.外国人

19，423件2.6%、夫・外国人6，439件0.9%となっている.都道府県別では、見!J;t/ffi7.2%、

~I' 純県4.9% 、千葉県 4.8% 、大阪府 4.7% となっている。 1965年の火 兵とも日本人の婚

姻件数は 950 ， 696件で、犬.~どちらか 一方が外国人の婚姻件数は 4 ， 156件 (0.4%)、:M・外

国人 1，067件 (0.1%に夫・外国入札 089件 (0.3%)であった。この27年間で日本人の総婚姻

件数に占める夫・妥どちらか一方が外国人の割合は8.5倍、妻 外国人の占める割合は 26倍

の閣加となった。

日本における外国人の妨則件数の般移を夫妻の国籍別にみると、 1965年、犬・外国人の

ほうが、妥 外国人より多かった o~ ・外国人と夫・外国人が 1974年にほぼ同数となり、

1975年には逆転した。その後、~・外 111 人の件数が i自加l し、 1983年には妥・外凶人が 7 ， 000

件、夫・外国人が3，451件と郁12 li1となった。さらに 1990年には兵・外国人20，026件、夫・外

国人が5，600件と約 4倍の22となっている。夫・妥共に外国人の納期件数は、ほぽ横ぱい

で変わっていない(図 9) • ~.外国人の国籍別婚姻件数をみると、従来 「韓国朝鮮」が段

も多く、 「米国」が少なかった。しかし「その他の外国 jとの知則件数が80年代後半から急

地し、 1985n:2，096件、 1991年には 8，013件と約 4倍になり、国籍別婚姻件数の中で最も多

くなった(図 10).夫・外国人の国籍別灼姻件数は、 1965年から 1970年まで「米国 Jが段も多

く、 1971年から 1990年まで、「甲車l亙朝鮮」、「米国」、 Iその他の外国 J、「中国 jのJIi，{であっ

た。しかし 1988年以降、「その他の外国 Jとの州剣件数が「米国 Jより多くなった。

2 )国籍(出身地)別外国人の山生児数の推移

日本における外国人の出生児数は、 1955年の 15，607人が位向で、 1984年 11，789人まで徐

々に減少していたが、 1985年には5，798人と前年の 50.8%減となった.これは、 1984年に

国籍法が、父系血統主義から、父母両系主義に改定されたことによるものである。その後、

外国人の出生児数は経年的にJl')}Jll傾向にあり、 1992年9，276人となっている(図 11) 。

国鮪(出身地)別では「綿因・削車下J;が 1980年まで、総出生児数の約 9;1仰を占めていた。又、

日本人と同織に 1966年の丙午に Il~ 生数が減少している。経年的に減少傾向にあり、 1984年

9，363人が 1985年には4，838人と 48%減少している。しかし「その他の外国」の山生児数は 19

60年代後半から地加し、 1985年に下減しているものの 1992年には過去段尚の 2，650人とな
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っている. 1955年「鴎図・朝鮮 jのLU生児数は全体の92.4%、「その他の外国 JO.7%であっ

たが、 1992年、「幌国・朝鮮Jの出生児数は全体の 53.0%、「その他の外国 J28.6%となった.

1992年の対 1987年からのI目減卓をみると、 「その他の外国」の出生児放が2089人 (372.4%)、

「中国]781人 (119.6%)、「米国 J77人 (38.7%)の耳目加で、「隣脳 ・朝鮮Jは 1，215人 (-20.2%)

の減少となっている。

1987年以降、母の国籍別出生児数が統計上抗~I!ilすることができるようになったが、父・

母どちらか一方が外国人の出生児数は、母・外国人の出生児の別加が著しく、 1987年

5，538人、 1992年 11，658人と 110.5%のm加となっている。 1992年の外国人及び父・母どち

らか一方が外国人を合む出生児数は 27，016人で、総出生児数に占める割合は 2.22%となり、

年々期加している(表 6)。母観が外国人の出生児総数は 1987年 13，112入、 1992年20，934人

である。「その他の外国 jの母線の出生児数は 2，258人から 8，600人と 280.9%別加している

(図 12)。

3 )在日外国人の母子保健統計

，.在日外国人母子保健統制指糠

国籍別出生児数、乳児死亡数、死産数、妊産婦死亡数の准移を 1958年から 1992年まで 5

年毎の l期から 7J切に分け、各出1毎の総数を求めた結果、 「緯国 ・朝鮮」はその全てにお

いて l期から 7J切まで減少しつづけ、 7期が過去最低の数となっている。 一方、 「その他

の外国 Jは全てにおいて過去段高とな っており 、 7J切における地加が若しも¥. r綿国 朝

鮮jの妊産婦死亡数は著しく減少しており、 「米国 Jの妊産婦死亡数は Oであった。

乳児死亡率はこの 35年間に、 「日本J30.8から 4.6、「韓国 ・朝鮮J26.8から 5.4、「中国 J25. 

8から 4.0と急速に減少している。「米国 jは他の外国よりも高率であるが、 6JliJまで顕著に

減少していた (31.3から 3.0)、しかし、 7JOJにおいて再び上昇(II.O)している. rその

他の外国 Jは 2期まで他の外国の中でも低率であり、年々減少傾向を示していた (20.9か

ら7.4)が、 6期から上昇している(IO.5). 7 J切における「その他の外国 J r米国 j の乳児

死亡率は「日本」の約 2倍となっている(図 13、 14、 15)。

7期{1988年 1992年区分)における外国人の死産率 (LU産千対)は 57.8で、 「鴨国・朝

鮮 J45.2、「中国 J44.5、 「米国 J48.2、 「その他の外国 J82.9となっている。「日本 jの

死産率は41.6で、外国人の死産車のほうが、日本人よりも商事となっている.特に 「その
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他の外国 Iでは約 2/菖とな っている .妊産婦死亡率(出生 i万対)は外国人1.7で 『幌国・

朝鮮 J0.5、「中国 J2.6、 fその他の外向 J3.3とな っている o ru本jは1.0で、 f悦国 初

SI'Jの妊産婦死亡率は、 「日本 Jよりも低率となっているが、 「その他の外向 jでは約 3倍

となっている(表 7) 

11. 国籍別、年齢別死亡数及び死亡;甲l合 の年次推移

1955年から 1992年までの、国知別、iF愉別 (0~4 歳、 5 ~ 14 歳、 15~64歳、 65歳以上)

死亡数の年次推移、総死亡数に占めるそれぞれの割合を算出した結果、国籍(出身地)別

によって顕著な違いがみられた .

「斡国 朝鮮」では O~4 歳までの死亡数が 1955年 690人から、 1992年 36人、総死亡数

に占める割合が 19.4%から 0.8%ハと著しく減少している。 5~ 14歳までの死亡数は 1955

年157人から、 1992年 17人、総死亡数に占めるが割合4.4%から 0.4%八と著しく減少して

いる o 15 ~64歳の死亡数は 1955 1]ö 2 ， 339人から、 1992年 1 ， 445人、総死亡数に占める割合は

65.6%から 33.2%へと減少している。 65歳以上の死亡数は年々別加lし、 1992年には過去最

前の2，856人となり、総死亡数に占める;'IJ合は 1955年 10.5%から 1992年65.6%となり、又、

総死亡数も過去段高となった(図 16、17) 0 

f その他の外国 J では O~4 臓の死亡数は 1955年 6 人から、 1992年 30人と i目加し過去愚

日となっている。総死亡数に占める叩l合は8.5%から 8.1%へとほとんど変化していない。

15~64歳の死亡数は 1955年 37人から、 1992年 260人、総死亡数に占める矧l 合は 52 . 2% から

69.9%へと地加してい る。この 5iF Ji U で、。 ~4 歳、 15~64歳の死亡数が著しく%.~J目し、

特に、。 ~4 歳の死亡数は 1988Jjö 7人から、 1992年30人と、 4倍以上の.Ii'l}JIlとなっている

15~64歳の死亡数は 1988年 100人から、 1992年 260人と 2 . 6倍の I目加となっている

(図 18、 19) 

1992年の国鯖(出身地)別総死亡数に占める 15~65繊の割合をみると、 『その他の外国 1

69.9%が段も多く、 「米国 J46. 1%、 「中国 J35.2%、 「韓国 ・朝鮮 J33.2%、 「日本 1

24.2%の順となり、 「その他の外国 J と 「 日本 」 とでは、総死亡数に占める 15~65歳の割

合は、 約 3 倍の差となっている。 O~4 歳の割合では、 「その他の外国 J8.0%が最も多

く、 「中国 J2.6%、 「米国 J2.0%、 「日本 J0.9%、 「敵国 ・朝鮮 J0.8%のMとなり、

「その他の外国 j と「斡図 朝鮮」とでは、総死亡数に占める O~4 歳の割合は、 10倍の

差となっている。 O~4 成の外同人総死亡数に占める国籍(出身地)別割合も、 「その他
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の外国 j は1988年 10.4%から 1992年38.5%と急地し、過去鼠Jbとなっている(図 20)。

山.国籍(出身地)日IJ母 子保健統計指標 1992年

1992年の妥外国人夫口本人の国籍(出身地)別婚姻件数はフィリ ピン 5，7711'1・(29.7%)、

斡国 5，537件 (28.5%)、中国 4，638件 (23.9%)である。この 3カ凶で 82.1%を占める(表 8) 

15歳から 39歳の女性千人あた りの、倒鰐別出生児数は f日本 J56.6、「税関・朝鮮J55. 3、

「担イ J103.4、fフィリピン J96.9， [ブラジルJ30.2， [ベルーJ39.5、となっている。

死産卓は「日本J39.2に対して、 [51イJ171. 3、fベルー J84.0、fフィリピン J76.8， [ブラ

ジルJ53.9となっている 。 15歳か ら39歳女性千人あたりの死産数は「日本 J2.3に対して、

『タイ J21. 4、 「フィリピン J8. I、IベルーJ3.6となっている .乳児死亡率は「日本 J4.6に対

して、「フィリピン J33. 6， [担イ J25. 6となっている。又、外国人出生児総数(父母共に外

国人)に占める出生児割合は、 「フ ィリピン J3.2%、「担イ J1.7%、「ベルー J3. 3%に対し

て、 外国人乳児死亡割 合は「フ ィリピン J16.4%、[51イJ6.6%、「ペルー J6.6%となってい

る.総死亡中に占める乳児死亡数の割合は「フィリピン J21.7%、「ベルーJ25.0%となって

いる。 [日 本 j 、「韓国 朝鮮Jは共に 0.6%である。

N.考察

I 在日外国人の歴史的舵移と 「新しい外国人」ニ ューカマ ー

外国人登録者総数の推移をみると、 1970年代から年々地加傾向にあるが、 1986年からは

激増している。 1986年から 1992年のわずか 6年間で40万人以上のl盟加!とな っている。 1992

年の外国人登録者数は過去段高となり、総人口に占める割 合は 1%を超えた .都道府県別

外国人登録数、地加準、総人口比卓では、各自治体によってかなりのばらつきがみられる 。

東京都、大阪府、愛知県の 3県で、外閑人登録者数全体の44.2%を占めている。 1986年以

降、 関東地域周辺での 外国人笠録者が帯しく i由加しており、外国人地却I!放の半数以上がこ

の地域で地加し ている。従来から在日外国人の多かった大阪府、京都府、兵庫県などの関

西地域では増加率は少なくな っている。総人口に占める割合では、大阪、東京、京都では
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約50人に一人が外国人となっており、さらに都市部での人円比単は布くなっている.地方

自治体の住民として f外国鯖住民Jの仔在は"I、無視することのできない人口比率となっ

ている。

国籍(出身地)別外国人登録省の川成割合をみると、 1947年から 1986年の40年1m、在日外

国人のほとんどが歴史的背既を待つ従来からの幌国 初鮮人であった。しかし、このわず

か数年で、東南アジア、南米からの「新しい外国人 Jニューカマーの激上自によって、外国

人登録者の約半数となった。在日幌国・朝鮮の「外国人Jは、そのほとんどが 「特別永住

者 j で日本で生まれ育った 二世、 三 位で、四世が生まれる l世代となっている.その生活実

態は、ほとんど「日本人 j とかわることがなく、実質的に日本社会の織成品となっている

制。日本で生まれ育った世代が多くなるにつれ、帰化省が年々 j曽川lしている.帰化者の約

8 訓は原因絡が「韓国・ ~}1 鮮」で、 1950年以降、約 17万人となっている. 1973年に中国人

の帰化者が急増しているが、これは 19721手、日 lt国交正常化に関連して在日台湾系中国人

からの帰化申請が殺到したためである"J。

日本における「外国人 J問題を議論するには、 一括して問機に取り上げるべきではなく、

従来からの在日勝国・朝鮮、中国人と、近年急I曽した f新しい外国人」ニューカマーとは、

さまざまな蘭で区別して考察する必要性があるであろう。さらに、次のような特殊な歴史

背景をもっているからである.外国人登録令は 1947年に施行されているが、その当時の

『外国人」のほとんどは、朝鮮半ぬ出身f町一で、 1910年(日韓併合)から続いて「日本国籍J

を有していた。しかし、その当時「外国人Jとみなされ登録義務が謀せられ、その際の国

鯖欄には「朝鮮」と記献された。 1952年、サンフランシスコ講和条約発効と同日をに朝鮮半

島出身の者は、 「日本国鰭Jを一方的に政1えすることとなった。すなわち 1947年から 1952年

のI旬、「日本国籍」でありながら外国人登録を行っていたグループであるれ¥

1986年以降、 「在日 外国人」剖会は、「新しい外国人Jニューカマーの出現によって、

「国際人流 j の激しい大きな転換JUlを迎 えているといえるであろう.ニューカマーの増加

の背庇には、日本企業の海外経済活動の進出と拡大、 1985年からの円高と諸外国との経済

格差、 1986年末から 1990Jドまでのバ ブル経済l時代の好景気に、特に製造業、建設業を中心

とした労働力不足がしきりに l叫ばれたことが者えられる。又、日本の出生率が年々減少し、

将来大規綴な労働力不足が予測されることもその理由となった~ 5 I 1'. 6 1 又、地方hl村での

花嫁不足が深刻lとなり、国際高!i舶が斡綻されたことによる 。しかし、政も大きな影響を直

接的に与えたのは、 1990年の入国'u'J~\ 11、の改定にともなう在留資絡の変更である。外国人
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には単純労働を認めない としな が らも、ブラジル等の 日系人については 「日本人の配偶者

等 J r定住者 j の資格が認め られ、就労制限がな くなり単純労働 につ けるようになった"

¥ これによって、 1990年以降、南米からの 日系人が一気 にI世加 し、 製造業を中心と した

労働分野に就労している!I~ J 0 

オーパースティの外国人労働者の11')))11の社会背景は、多くの ニューカマー の背景と大き

くはかわらない、ただ f在留資格Jが認められているか、いないかの違いだけである 。現在、

永住者を除く外国人労働者は約65万人で 日本の労働力人 口の 1%を超えて いる。 内訳は就

労目的在留資格者 8万人、南米日系人 18万人、就学・留学生 7万人(約 7由lが働くとして)

、オーパーステイ約四万人であ る.

1992年末の国籍・年齢・性別外国人登録者をみると、『御国・朝鮮jと「それ以外の 国籍

(出身地 )Jでは大きく年齢構成が追っている。老齢人口の80%以上は斡国 朝鮮であるこ

とからも歴史的な在日の長さがうかがえる。 「それ以外の国籍(出身地)Jでは生産年齢に人

口が極めて集中し、 「労働 」目的の入国であることが裂付けられる。又、女性ではオーパ

ースティの外国人を含め、 20歳から 35歳の妊娠 ・出産年齢に極めて集中して地加している。

フィリピンでは圧倒的に女性が多いが、 「興行j、 「日本人の配偶者等 Jピザがほとんどを

占めているためである.フィリピン国籍者を、外国人の総数に占める割 合で比較すると、

:M・外国人/夫・日本人では第 1位 (29.7%)を占め、母叙の国籍別出生児数では第 2位

(23.5% )、 15~39歳女性人口では!n 3 位( 13.9%) 、外国人登録者割合では第 4{，立

(4.9% )となっている(図21) • rそれ以外の国籍(出身地)Jでは 15歳未満の子どもの人

口が 5歳毎に 増加し ているが、これは 1980年代後半に来日した創が児を日本で山生したと

考えら れ る。段も注目すべきは、。歳から 4歳の 無国籍の児が急激にI国訓lしていることで

ある。全国乳児院でも到~国鯖児の m 却l が報告されて い る 89 ) 0 これらは登録された 「無国籍J

の児であ り、登録されていない 「図絡のない児 j の数は、性産業にかかわるオーパーステ

イ女性の急閣と 、それにともなう妊娠・出産によってかなりの放にな っていることが予想

される " 1 無国籍であること、それ自体が児の生存権を奪う可能性があり、極めて深刻

な問題と いえるであろう。
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2. 在日外国人母子保健統計

1 )出生児の国籍について

日本人と外国人との婚姻件数は、 11;々 I目加し、 1986年以降、英 外国人との婚姻件数が

急熔した. 1992年、口本人の国際結婚は約30組に l組となっている。肢も多いJI!京では、

約 l4組に i組となっている。国際t'i!lllの中には偽装結灼も合まれると 2われているが 6円、

その実態は不明である。国際結姉のI羽)JIIにともなって、父 母どちらか 一方が外同人の出

生児数も年々地加し、過去五立高となっている.特に妻・外国人の出生児数は 1987年からわ

ずか 4年で 2倍近くにI('))JIIしている.鮒姻 {I十数と出生児数がほぼ同じ繁いでI目えているこ

とから、ほとんどの国際結婚は「其 Jの結婚といえるであろう.

人口動態統言|上の外国人の山生児数は、 1984年から 1985年に、 一気に半減しているが、

これは、 1984年に国鮪法が父系血統主必から、父母両系主義に改定されたことによる

a川 90'。すなわち、それまでは、児は山生の I時に父が外国人であれば、 l立が日本国鰭を所

有していても、「日本国民」とはされず「外国人jとなっていた。 1985年以降は、児は出生の

l時に父又は母どちらか 一方が日本国鰯を所有していれば、日本国絡を取得できるようにな

った(国締法第二条)。さらに、 『国織のl説得の特例 J (国籍法附則第五条)により、 20歳

以下の『外国人Jについて、出生のl時にほが日本国絡を有していた者は、路行日(1985年

1月 1日)から 3年以内に、法務大国に届け出ることによって、 『日本人Jとなることが

できるようになった。この、「図鮪取得の届け出 Jによって、 1985年からの 3年間に日本国

鮪取得者が激I曽した。 一方、生ま れた 子どもの多く は出生と同H与に日本国知を取得すると

考えられているが、中には出生と同 11与に外国籍も併せて取得し、 22緩までにはどちらかを

選択しなければならないが日本国籍との二重国籍者となる者もいる。又、わずかではある

が、父の国絡を選沢し、日本国絡を離脱する者もいる。その大半は斡図・朝鮮である"，。

同じ人物が国籍法によって、その選択により、 『日本人 j にも「外国人」にもなっている。

この数年、父・母どちらか一方が外国人を合む、 「外国人J児の総出生児数に占める割

合は約50人に 1人となり、医l給、文化的背景、人.fillも多緑化してきている.確実に「子ど

もの国際化 j が進んでいるといえるであろう引け叫。

又、これまで常識と思われた「口本人 J r外国人 Jの慨念を 1[¥]I、泣す必袈があるように思

われる。単に「日本国鮪」を有するか、どうかだけでは語れない多織化した 「人 j の国際

化時代となっている.
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2 )母子保健統計指僚の算出

死産率、妊産婦死亡準の~'):山には母の国籍別山生児数が氾 J躍できるようになった、 1987

年以降の 7JUJの区分のみとした級拠を、本研究の死産率、妊産婦死亡卓のIT:.l¥ i去で述パた

が何られた結果を考察する。従来どおりのJ?::lJr};"， 拠"によ って、死産帯、妊産婦死亡

率の算出に、分母に 「外国人」のtH生児数のみを用い、分子に 「外国人 j の死産数、妊産

婦死亡数を用いた場合、その分母にはRj・外国人(夫・ 日本人)の出生児数が含まれない

ため、かなり高率に算出される . 7 J切における 「その他の外国 j の死産率を、 f外国人 j

の出生児数で算出した地合、 265.9となり、母の国籍別外国人の出生児数(母ー外国人、

父 ・日本人を含む)で算出したぬ合. 82.9の約 3{l}となる .妊産婦死亡率は、 l3.1となり、

本研究の計算、 3.3の約 4m高率と計算される。しかし、死産数、妊産婦死亡数の中にオ

ーパーステイ外国人女性が合まれている可能性もあり、出生児激が分母に含まれていない

可能性も考慮しなければならない。

外国人死産数、妊産婦死亡放の!大l、11・外国人、夫・日本人の数は、統計よとられてい

ない.よって、妻・夫ともに外国人の死産数、死産率、妊産婦死亡数、妊産婦死亡率の算

出は不可能である。(厚生省大臣官房統計情報部死亡統計担当官によると、 1995年の死産

の調査票より、父母の国鰯別統計をとる予定ということである。)

国際結婚の数が、約30組に l組、 「外国人JIl:i生児が約50組に l組となった現状を考える

とき、公表された日本の母子保健統計指標の算出に 「外国人」を除くのは、統計上の不合理

を招吉、問題となるであろう。脳的"，らは、「人口動態統計の公表 I.U生数は日本国籍のも

のに限定され、外国籍の出生が|除外されている。これは日本における山生数の代表値とし

て問題があるばかリでなく、 Il\~!巨の分母人口を日本人人口とするのも、外国人を含む総

人口とするのも不合理になる。 jと指摘している。又、国連人口年鑑(1990年版)の日本の

組出生率の算出に、分子を円本国籍に限定していることに対して f分子 にこのような限定

が付けられている国はない Jと指摘している。本邦における、母子保健の国際化の現状に

対応した、統計指標の作成、改選が!1lまれる，.，。

在日外国人の健康指傑;P:1l1には、在留外国人の中で、無視できない割合を占めているオ

ーパースティ 外国人の届出の確保。出生率、死亡率算出に用いる分母、分子に何を用いる

のか、外国人の年齢別、性別人口川成は国餅(出身地)によって IYJらかに巡っており、 -

tl!に全人口を用いて、出生準、死亡率を国籍別に比較することは妥当ではなし¥など、外
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国人の国餓別他政指標の符山には問題が少なくない。しかし、 一般に入手可能な 「国 民衛

生の動向 Jなどに、外国人に|則する基本統計・資料を掲載されること.日本国内における、

人 u:l!IJl軍事象に関しては、日本人、外凪人を合む総事象に対して、総数を川いた算定が望

まれる。

3 )周鰯<::1:¥身j也)別母子保健統計

乳児死亡車、妊産婦死亡率、死産端は、その図、地域の母子保健、 I司産JijJ医療のレベル

を反映する指標とされている 。ひいてはタ性の社会経済状況、生活水準を示す指標といわ

れている.これらの指僚を用いて在日外国人の困箱別健康指糠を解析したと ころ、国籍

(出身地)別によって、かなりの i)i!Wがみられた。

乳児死亡率、妊産婦死亡数、死産放の 1958年から 1992年までのお年 1mの推移では、「幌

国・朝鮮」は「日本 Jと同様に、，tt述に減少していた。これは、日本への定住性の深まり

とともに、生活水準、経済・社会状態、母子保健・医療・福祉の改善に伴って、急、激に減

少したものと考えられる。しかし、 一万、 「その他の外国 Jでは 1970年代まで、減少傾向

であったが、 1980年代以降j曽川傾向に転じている. 0 ~ 4歳までの乳幼児の死亡について

も、 「韓国・朝鮮 j は、ほぽ 「円本 Jと同じ傾向で減少していたが、 「その他の外国 j で

は 1980年代後半から急地し、 1992年に過去段高となっている。 1992年の 5歳未満の外国人

登録者国籍(出身地) )JIJ割合と死亡数の国籍(出身地)別割合を比較すると、 「その他の

外国 」は外国人登録者数割合が25.5%に対し、死亡数割合は 38，5%とな っている。一方

「僻国・朝鮮 Jは外国人11録者数制作が 59，1%に対し、死亡数割l合は46.2%である

(図22) 

「その他の外国 Jの年齢別死亡数の挑移をみると、 1986年と 1987年に統計的な矛盾がみ

られる. 1987年の死亡数が前年に対し、 15 ~64歳では約半減、 65歳以よでは約 3 分の l に

減少している.外国人登録音ーのjft砂か らして、死亡人口 数が 1年でこれほど激減すること

は考えられない。これは、人口動態統計の淵査裂の国籍区分が 1987年に改定されたことが

影響していると考えられる。人口動態統計の資料の評価で論じたが、それまで、国籍区分

は「朝鮮 j 、 「中国 j 、 「米国 J、 「その他の外国 Jであったが、 1987年より、 「朝鮮 」

が「勝因・朝鮮 j と改定された 。従来「朝 鮮Jには 「純国 Iを合むと注な 21きがなされて

いるが、市区町村の調査票作成段附で 「悦図 Jを「その他の外国 Jとしてミス jjLlIしてい

たと考えられる(図 18). r線図・朝鮮 Jの死亡数は 1955年以来、年 1m3000人を超えてい
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るが、 1986年以前では、 「その他の外国 j に集計されていた可能性のある数卜人程度を 15

~61歳、 65歳以七の死亡数に加算して考慮する必要があるであろう.

1991年まで人口動態統計の図絡が 4区分しかなされていなかったため、 「その他の外同 j

に属する者の国筋(出身地)は不 IljJであったが、外国人会録 15"からして「その他の外国 jに

属する外国人の多くは、 1980'1'代以降、京市アジア、南米からの者である。いわゆる「新

しい外国人 jニューカマーである. 1992年、外国人登録省の上位 8{:立までの国籍が調査奴

に追加されるようになり、ニューカマーの統計が把|庄できるようになった。 rフィリピン J

「タイ J、 「ベルー j の死産率、乳児死亡率が、他の外国人及び日本人よりもかなり高

率である。 rベルー J rフィリピン j の総死亡者の肉、約 4人に l人が、乳児と妊産婦の

死亡 であ る。 ( r英国 j の乳児死亡率は、 12.1と必曜にでているが、乳児死亡の伊l数が少

ないため、参者値であり、 「其 j の値とはいえない。) 15成から 39歳の Iフィリピン J

r"イJ女性の外国人1l録者比率が、 「フィリピン J13.9%、 r"イJ1. 1%に対し、死

産数の比率は「フィリピン J31.3%、 r"イJ9.9%と、死jJJj数の比率が数倍向くなって

いる.又、出生児数割合に対して、乳児死亡数割合も高くなっている。

"イ、フィリピン国籍のオーパーステイの女性が、近年急I脅し、段も多くなっているが、

そのグループの、人口動態統計に!刻する届け出の完全性に問題がないという保証はない.

その社会的状況からして、オーパーステイの暗合、出生、婚姻に関しては、ほとんど届出

られていない可能性がある。しかし、明らかになっている死亡については、届出がなされ

なければ「死体埋火葬荘 IljJJ がf!}られないことから、かなり厳格に;i.f行されているように

思われる。吉岡らによると新府区の外国人の医療機関婦人科受診調査において、"ィの登

録籍比率がわずか 1%に対して、婦人科受診数の図館別比率が 13.2%であることを指摘し、

これは受診者に非登録の占が多いためではないかと推測している"1。本調査においても、

問機の傾向がみられ、死亡、死産の届出の中にオーパースティの者が合まれている可能性

が高い。妊底的死亡数についても 1J切の「その他の外岡Jの妊路婦死亡数は 9人で、過去段

高となっている。そのすべての国籍は不明であるが、 1992年の国籍では「フィリピン J 2 

人、 「担イ J 1入、 r11
'
国J 1人となっている。その泣かれている社会的状況、生活原岐

95'からしてオーパースティの友性が合まれていることが推測される。 r米国 j の妊産婦

死亡者は 、35年間に i人もいなかったが、関ね乳児死亡率が高率であった。

本研究で得られた在 IJ外国人の 1992年の乳児死亡率を本国のデ-?t!I61と比較(本国の

人口動態統計 解析の妥当性、統計的に処息した数値の桁の途いがあるためあくまで参与)
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すると、 『中国 J (本凶35一本研究5.6)、 fブラジル J(本国54 本研究3.9)、 「ベルー J

(本国46一本研究 13.1)では本国よりもかなり低くなっている。悦図(本国8 4>:研究5.3) 、

米国(本国9一本研究7.2) 、英国(本国7一本研究7.2)は他の同よりも低率で、本国との

i:Qがそれほどみられない.フィリピン(本国 46 本研究33.6) 、担イ{本国 27 本研究

25.6)は、本国よりも低率ではあるが大きな差はみられない。しかし、本)11における他の

図よりも高率である。本研究においては、在日外国人についての国籍別他民指僚の比較検

討を行ったが、本国との比較検討は行っていない。本固との比較検討には、民族衛生学、

人口学、文化人査員学、保健・医療行政制度論、国際関係論、政治・経済などさまざまな兄

地からの調査が必要とされる。今後の研究課題として発展させていきたいとイ号える。

人口動態統計の分析によって、ニューカマーの女性グループが、本JlIにおける母子保健

統計上、健康水準が低く、極めて高いハイリスクゲループであることがi切らかとなった.

近年の死産車、乳児死亡事、妊産婦死亡率は日本人の 2倍以上である。米国においても、

マイノリティグループの新生児死亡率"I、妊産財死亡率 9州、低出生体重児の出生事"I 

が、一般より高率であるとの報告があるが、それらと同級の傾向を示していた。彼女らの

劣悪な生活・労働環境とそれに伴う人権侵害は従来から指摘されている 100)、それらが、

母子の健康に大きく彫響していることがうかがえる。

ニューカマーに対する母子保健、医療、福祉の充実と、社会経済原嶋の改善が重要な課

題といえるであろう。そして、この在日外国人母下の問題は、今後、ますます母子保健分

野における血袈課題となってくるであろう。

1993年の出入国管理統 JI']0 J I をみると、日本人 /l~ 困者は過去般向の 11.933 ， 620人(対前

年比+l. 2%)となっているが、外国人入国者は3，778，680人(対前年比一2.3%)で、 1986年

以来はじめての減少となっている.これは日本におけるバブルの崩右翼、景気低迷と関連し

ていることも舵測されるが、母子保他に 1刻する人日現'1(，軍事象 1021では、さらに国際化が進

んでいる。日本人の外国人との鮒剣件数は、夫 .21とも過去i孟日となっており、ニューカ

マーの出生児数のI曽加は著しく、外国人出生児(父母共外国人あるいは父母の一方が外国

人)の総出生児数に占め る割合も 2.36%(対前年比0.14%1目)で過去段苅となっている.

V.結31t
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4<)11における母子保健の国際化の現状と諜題を険討するために、 国際人流に|則する統計

及び人口動態統計の分析を行った結果、以 Fのことが切らかとなった.

1 .本)11において、 1980ij:代後下、アジア、南米から 「新しい外国人 Jニューカマーが急

別していたとともに、国際結州、外国人山生児数も急憎し、母子保健上の対象グループ

として、員!~説できない人口割合を占めるようになった。

2. r新しい外国人」ニューカマーの、妊産婦死亡率、乳児死亡率、死産率は、口本人の

約 2倍となっており、母子保健上のハイリスクグループであった。

3.従来からの在日除匡J.朝鮮人の、入門学的性格は日本人と m似していた 。
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第 2章

全国福祉事務所における在日外国人母子の実態調査
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I 研究の目的

近年、本:j11における「人 Jの国際化の現状はめざましく、 1992年、在日外国人は総人口

の 1%を越えた。従来、 1980年代半ばまで、在日外国人のほとんどは、戦前からの歴史的

背景を持つ、在日続国・朝鮮人であったが、この数年、東南アジア、南米からの 「新しい

外国人Jすなわちニューカマーが:cl..tt1した.在日外国人の在留資絡は、約半数が 「永住者 J

であり、次いで I日本人の配偶者等J、 「定住者 j となっている。これらのまま格で 8~J を

占める"すなわち、在日外国人の多くは、日本社会に I外国籍住民 」 として定住し、生

活基鰹が本邦にあるといえる"，一方、 f資格外就労者 J r不法在留者 J (以下オーバ

ーステイ)の問題が、マスコミ等でも大きく取り上げられ、社会問題化している状況もみ

られる"，。

在日外国人の中でも「日本人の配偶者等」の在留資格をもっ者が忽泊したことによって、

国際結婚は約30組に 1組、出生する児の約50人に 一人が父・母あるいはどちらか 一方が外

国人を含む「外国人」児となっている.当然、外国人妊産婦及び児童が、医療・保健・福

祉の現場でみられる機会も多くなっている.しかし、急激な国際化の新たな状況に、現状

は十分対応しうるものとなっていない‘ ，"母子保健 ー医療・福祉の改着、充実が重要な

2提起gとなっている 9) ]0) 特に、 「新しい外国人 j ニューカマーの乳児死亡率、妊産婦死

亡率、死産率は、臼本人の約 2f古とな っており、母子保健上のハイリスクグループとなっ

ている。これらの健康水準の改善には、医療聞のみならず生活・社会環焼の改善、福祉面

での援助が必要不可欠である。

医療現上品で起こっている問題、特に、社会的・経済的問題の多いケースの渇合は、臨床

上の医師、看護婦だけでは問題解決が緩めて囚雛である。医療ソーシヤルワーカ一、保健

所、福祉事務所など地域との述錦、福祉制度の利用などが必要不可欠である.田内は 1031、

Nl CU入院中に社会的 ・経済的問題を生じた外国人母子の問題解決には、病院関係者のみで

なく、保健所、福祉事務所を合めて十分な検討が必要であることを述べている .伊藤は

10'オーパースティ妊婦ケースに ついて、出産 費用の支払いができず医療施設側に大きな

負担をかける場合、住所地の福祉事務所で入院助産の制度が利用できる ことを 一般の医療

者向けの雑誕で紹介している。母性保強医協会の報告{lr'1でも、 「周産 j切に係る ~ti 制度は

母児の救命という見地から、ピザなし妊婦でも適用できることが多 1¥，ただし、実際の日
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fif臨床ではこれらへの対応はそれほど容易ではな く手続も而倒である。したがって、ピザ

なし妊婦が突然に繊送されて来た際にはできるだけ速やかに担当窓口である住所地の絹祉

事務所や保健所に相談するのが望ましい j と挺 召している.又、住友 1041や、 IT山10&1 も

行政機関の立渇から妊娠、出産、育児に!則する ~r. 1M 1Stの外国人への適用について、福祉事

務所へ相談することをすすめている 。すなわち、社会的・経済的問題の多い外凶人母子が

安心して治療を受けられるためには、医療者間の凋獲とともに、生活保護法をはじめ各種

公的制度の活用について、福祉、行政機関とのJA絡を密にとる必要があるといえよう 。

福祉事務所を通じた緩助は、医療現地における 医療問題の解決とともに、地域社会にお

いて生活の破綻をきたした者にと っても、生活の維持、 改善に重要な存在とな っている.

しかし、福祉事務所においても医療機関と同線、急激な国際化に困惑し、外国人の受け皿

は人的、体系的、法的に整備が遮れていることが予測さ れ、医療現場からの依頼に、総合

的に相談、支tl!できる体制は諮っていないのが現状のように 11.lわれる。母子保健の分野で

は、福祉事務所は主に児抵福祉法に定める保護、育成、援護~;に !到する、地域の中での第

一線機関であるといえる 。福祉事務所の本来業務{第十八条の 二 )には、 「児童及び妊産

婦の福却に関し、必要な*怖の抗~!.症に第めること。児童及び妊産婦の福祉に関する事以に

ついて、相談に応じ、必~な調査を行い、及び個別的に又は集団的に、必要な指導を行う

こと並びにこれらに付随する業務を行うこと。 Jとあるが、外国人児童及び妊産婦の福祉

に関する事項については、尖1ì1の抗~援が十分に行われていないことが推測される。

これまで、福祉事務所における調査はほとんど行われていない.外国人女性の笑情調査

として「女性の家 HELPJ (NGO)が、 「来日アジア 出様ぎ女性労働者 Jについて、

アンケート剥査報告を行 って いるのみである 1061 どのくらいの、どのような外国人が福

祉事務所を訪れ、福祉従/1¥側がどのような対応をし、どのよ うな点で対応に困難があるの

かといった 外国人の福制内容に関する災態報告は行われていない。

よって、本研究は、全国の福祉事務所を対象とし、外国人 9~抵及び妊産婦樹談ケースの

対応実態を犯i濯するとともに、外国人相談ケースの基本統 ~I ・ 資料の作成によって、福祉

事務所にお ける国際化の現状と総泌を検討する こと を目的とし、今後の福祉・行政施策の

基礎資料とままするものである 。

日 研究対象及び方法
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1 .調査対象と方法

調査対象は、全国福祉事務所i9!.覧・91(厚生省社会見庶務課監修)級新版 1071をもとに、

支所及び出張所を含む、全国すパての福祉事務所 1220 ヶ所を対象とした.調告は調査 ;~I[ を

!日い郵送 JB.ti:去によりお こなった。

2 調査内容

淵査~は次の 2 つの目的により作成した 。①アンケート形式により、調査 l時点での福祉

事務所における外国人の対応実態を担保する。 ②過去 5年IUJ(1988年から 1992年)におけ

る外国人相談件数の基本統計の作成である。①については、外国人児童及び妊産婦につい

て、相談ケースの有無、福祉事務所管内人口、外1]1人登録者数、その対応方法、外国おで

対応できる l搬只の有無、外国語案内の有無、オ ーパーステ ィケースの有力I1とその対応につ

いて質問をした。②については、過去 5年間における相談件数の実数、妊産婦及び児盗の

国籍(出身地)、在留資絡、オーパースティケースを含む児蛍の年齢、相議内容、適用し

た制度の内容それぞれについて、こちらで作成した調査記入君主への記入を求めた。さらに

1992年のオーパースティケ ースの個別事例の記入を求めた。

3. 調査の災路状況

淵査表は福祉事務所長あてに送付した。 199311o8月中旬に、返信用封筒を添えた調査双

を送付した. 1993年 10月下旬までに 562通の記入済み凋査票、 11I1記1'， 6通が返送された。

調査票は一つ でも回答のあったものを有効回答とし、調査分析の対象とした。その結果、

本 J.jJ!tの有効回答率は46.1%であった .

本研究における調査表を郵送後、約 2週間、全国福祉事務所から、数十件のな話による

11¥] ~、合わせが相次いだ。全同規絞かつ、大規鋭な本調査が本 )11 で初めて行われたこともあ

るが、ほとんどの福祉事務所において、これまで相談ケースについて、日本人と外国人と

を区別した統計を出しておらず、又、回答するためには、被数の部局からの多岐にわたる
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資料を必要としたためである。 一部母子保健予防謀、保健所、児理相談所等からの回答も

ょせられていた。さらに、過去 5 年 11日を ;l~ べるのは、膨大な1ilとなり、調査1<の記入は、

各福祉事務所の方々の多大なる労力を要することとなった.よって、外国人相談ケースが

多い福祉事務所程、回答が困難であった。回収された調査表の結架については、記入され

た数値すパてを、各項目別に集計を行った.集計結果については、地域別分布の特徴、年

次般移を中心に検討した.

阻調査結果

l 分析対象とした福祉事務所

1 )回収率と地減分布及び設置母体

調査票の回答は全国からょせられた。都道府県別の有効回答率では、顕著な地域差がみ

られた.回答率が足も丙かったのは谷川県90%、低かったのは奈良県21.4%であった.地

域別では東北地方 (57.3%)、四国地方 (55.4%)、九州地方 (51.0%)では50%を超え、

近餓地方39.9%、沖純J1!lJJ33.3%がやや回収率が低めであったが、全図的にみると地域別

に大きな偏りはなかった.福祉事務所は都道府県が設越する郡部事務所と市(指定都市、

特別区を含む)が設置する市福祉事務所に区別されるが、郡部から 198辺、市部から 364通

の有効回答があった.設置母体別の回収率をみると、郡部53.1%、市部43.0%で、郡部の

回収率が市部よりも高かった。都道府県日Ijに郡部、rIi部をみるとかなりの偏りがみられた.

郡部で は回収率が70%を超える都道府県が 11ヶ所 (23.4%)、 30%以下が 2ヶ所 (4.3%) 

みられた.市部では回収離が70%を超える所が 6ヶ所(12.8%)、30%以下が Bヶ所(12.8

%)みられた.全国政令指定都市からの回収率は27.7%であった(表 9) • 

2 )調査対象福祉事務所における管内人口基本統計

対象福祉事務所562ヶ所の管内人口総数は60，212，603人、平均人口 107，140人、厳小

2，694人 、愚大603，318人であった。対象福祉事務所の内、管内外国人登録者を犯湿してい

る福祉事務所は374ヶ所であった.管内外国人登録者総数は398，774人、平均人口 1，066人、
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鼠小 3人、段大 12，569人であった。市部の管内外凶人登録者数の平均は 1，191入、郡部は

211人であった(表 10)。

3 )福祉事務所における外国人児麓及び妊産婦の相談ケースの有無

対象福祉事務所において、外国人児認及び妊産婦の相談をうけたことが f有り j と答え

た福祉事務所は306ケ所、 54.4%であった。外国人相談の有無について、都道府県別、地

域別、設置母体別でかなりの偏りがあ った。 外国人相談 「有り Jと答えたのは関東地方が

12.8%で最も多く、次いで近織地方65.9%、中部地方51.6%であった。逆に相談「無し」

と答えたのは九州地方65.8%、四国地方64.5%、東北地方60.5%、と外国人相談「無し J

が「有り j よりも多かった. 全国政令指定都市では相談 「有り Jが85.4%であ った。市部

郡部別では、市部は相談 「あ りJが14.2%、郡部は相談 「なし」が80.8%と全く逆の結果

であった(表 11、表 12)。

4 )福祉事務所管内外国人登録者数の規綴と外国人相談の有無

福祉事務所管内外国人登録者数の規紋は lOO~499人が母も多 く全体の 32 . 6% を占めてい

た.郡部では 100人未満の腕校が43.1%で、 82.3%が499人以下の規模であった.市部では

100人未満の規桜が 14.5 % で、 lOO~499人規模 3 l. 6% 、 500~999人規絞 18.6 % 、 l ， OOO~

久999人規岐3l.6%、5，000人以上の規絞3.1%であ った。 外国人登録者数の規絞と外国人

相談の有無では、管内外国人登録者数規校が 100人未満の福祉事務所では、外国人相談

「無し Jと「有り Jが約 7 3 の割合で外国人相談「無し j の方が多い、 100~499人規様

では外国人相談 「有り J63.1%、外国人相談 「無し J36.9%と逆転していた.それ以上の

規模では、外国人登録者の規模が大きくなるに つれて外国人相談 「有 りj の割合が多くな

って いた(表 13、図23)

2.福祉事務所における外国人児童及び妊産婦への対応

1 )外国人相談ケースの対応、外国語に対応できる職員、外国詩集内舎に つ いて

外国人児童及び妊産婦の相談ケースのあった福祉事務所の内、 「その対応について困っ

たことがありますか j の質問に対して 119ヶ所58.5%が 「有り Jと答えて いた . rことば

の問題で因ったことがありますか 」の質問に対して 184ケ所60.1%が「有 り」と答えてい
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た。

『 外国訴に対応できる l限1:1 はいますか j の~!I:Uに対して、 161ケ所32.7%が f有リ Jと

答えていた.その内、外向人相殺ケース「有リ」と答えた福祉事務所の 38.2%が外国語に

対応できる職以 「有り Jと答えて いた 。外国人相談ケ ース「 無し Jの福祉事務所では

25.1%が「有り」と答えていた。外同人相談ケース「有り j の稲祉事務所のほうが、外国

人相談ケース「無し Jの福祉事務所よりも、外国 Ji'}に対応できる)l'Hlの割合が多かった

(表 14)。対応できる外国芯の積鎖は英語72.7%、'1
'
国語 15.0%、ハングル諮5.5%、ポ

ルトガル詩 2.3% 、担ガログ JI~O. 5%、その他4.1%のlIl'iであった(複数回答) (衣 15)。

「外国語による福祉事務所に|却する案内 ;!lがありますか Jのnr::]に対して、 33ヶ所6.8

%が「有り」と答えていた。外国人相談ケース『有り j の福祉事務所では9.1%が「イIり」

外国人相談ケース「無し j の福祉事務所では3.8%が「有 りIと答え、 外 国人相談ケ ー

ス 「有り Jの福祉事務所のほ つが、 外国人相談ケ ースの「 無し Iの福祉事務所よりも、外

国語の楽内部が多かった(表 16)。外国語集内の言却の碩類は英JIi35.7%、中国語26.8%、

ハングル語 14.3% 、ポルトガル J，~8. 9%、タガログ語7.1%、その他7.1%の順であった

(複数回答) (表 17)。

「言葉が通じない外国人ケースの 場合どのよ うに 対応していますか Jの質問に対して、

224ケ所から回答を得た 。I孟も多かったの が、 「来;談者が通訳者を同伴する、あるいは同

伴してもらう J40.5%であった.次に「福祉事務所から通訳者を依頼する Jは33.3%、

『身仮リ・手仮り、筆談で対応 J17.0%、 「テキスト(外国語会話集、 手引i!}等)を使JTJ

している J2.2%、 「その他の刀法 J6.9%であ った (組数回答) (1< 18)。

2 )オーパースティ児童及び妊産婦ケース

fこれまでに在情資絡のないオーパースティの児抵及び妊産婦のケースがありましたか j

の質問に対して 58ヶ所の福祉事務所が 「有り Jと符えている。これは対象福祉事務所の

10.3%にあたり、北海道地方、東北地方、関東地方、中部地方、近織地方、九州地方から

回答があった.

fこのような相談ケースがある潟合にどのように対応していますか 」の質問に対して

144ケ所から回答があった。オーパースティケース「有り j と答えた福祉事務所は、 「福

祉事務所のできる範囲で健助 対応している J73.1%、 I在留資絡のない 「不法在留 Jの

局合は福祉事務所として援助・対応していない J7.7%、 「その他 J19.2%と回答があっ
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た.オーパーステイケース f!ll(しj と符えた福祉事務所は、 fll，¥祉 事務所のできる範囲で

援助・対応している J63.0%、 「 在 1百íHlIのない 「不 法 (E 留 」の地合 は福祉 ij~ ，f;1 J9rとして

媛見IJ・対応していない J19.6%、 「その他 J17.4%で、相談ケース『有り Iよりも、相談

ケース「無し Jの福制事務所のほうが、オーパ ースティケー スの均合、 「福祉事務所とし

てU!J!lJ・対応していない j と凶答していた割合が多かった(表 19)• 

オーパースティケースの 「相談ケースの解決にどのような公的機関と協)Jしますか j の

質問に対しては83ヶ所から回答があ った。 他の細川施設(助産出品E没、母子梨、婦人相談所、

乳児院、児童相談所等)29.3%、市町村(市区町村・県の窓口、，11m相談室、市の国際諜

等) 18.4%、保健所 15.6%、入国管理局・法務省 10.9%、大使館・領事館7.5%、警察6.8

%、その他の機関 6.8%、IIII院4.8%、の )!IIであった(点20) (複数回答)

「相談ケースの援助に個人的なボラン ティア 協)Jを得たことがありますか j の質問に対

して、相談ケースのあった福祉事務所の 17.2%が 「布 りJと答えている。その内容は I通

訳 J57.1 %、 「品IJ:Jや相談 J35.7%、 r ~"国の tli 助 J 7.14%であった(複数回答)。又、

「相談ケースの援助に NGO (民問機関)の協力を得た ことがあ りますか j の質 問に対し

て、 17.2%が 「有り j と答えている。その内容は 「緊急保護 J23.8%、 「施 E没への入所 J

28.6%、 「助 言や 相談 J33.3%、 「帰国の援助 J14.3%であった(復数回答) . f就職の

紹介 j 、 「住宅の紹介 J、 「経済的援助 j はなかった 。

3.全国福祉事務所に おける外国人 )IZJii及び妊産婦相談件数基本統計

1 )児童及び妊産婦の相波件数と年次 jlE移

児童及び妊産婦相談件数の年次別、日本人、外国人別推移についての質問には、全国

426 ヶ所の福祉事務所か ら回答があった。 1988年 ~ 1992~" までの日本人総相談件数は

1，730，334件、妊産婦391，252件、児 liil，339，082件であ った。外国人総相談件数は3，734件、

妊産婦 1，674件、外国人児抵2，060件 であった。 5年間の年次別舵移では、日本人相談件数

は、妊産婦は88年 69，430件、 92年85，389伶(対88年23.0%地却J) 、児蛍88年230，288件

、92年278，160件(対88年20.8%噌加)であった。一方、 外国人相談件数は、妊産婦88年

169件、 92年560件(対88年231.4 %別加J) 、児盆88年 133件、 92年980件(対88;ド636.8%Jtl

加)と急激に I自却lしてい た. (表21、図 24)。
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2 )外国人妊産婦相談人数の国籍 年次別権移

外国人妊産帰国籍別相談人数の年次別般移についての質問友には、全国 167ヶ所(外国

人ケース『有り Jと回答した福祉事務所の54.6%)から回答があった。地域別回答数は、

北海道地方 7 (1百158.3%)、東北地方 14(同50.0%) .関東地方52(同57.1%)、中部地

方31(同54.4%)、近畿地方28(同51.9%)、中国地方 11(同47.8%)、四団地方 6 (同

54.5% )、九州地方 16(同59.3%)、沖縄地方 2 (同66.7%)であった。回答率の地峻別

~は少なかった。

福祉事務所における外国人妊産婦の国籍は、全世界的地域にみられた。 1988年 -1992年

の 5年間の総相談人数は 1，589人であった。出身地の地域別人数では、アジアが 1，100人

(69.2% )でI在も多〈、 I背アメリカ 211人 (13.3%)、北アメリカ 32人 (2.0%)、ヨーロ

ツパ24人(1.5%)、アフリカ 16人(1.0%) 、オセアニア3人 (0.2%)、その他 12人

(0.8% )、図締不明 112人 (7.0%)であった。

外国人妊産婦を国籍(山身地)別にみると、 「瞬間 ・朝鮮 J368人 (23.2%)、 「フイ

リピン J298人 (18.8%)、 「中国 J292人 (18.4%)、 「ブラジル J119人 (7.5%) 

「日本国鰯 J (出身医及び文化的背景は外国で、結灼によって日本国鰯を得た者)79人

(5.0% )、 「ベルー J74人 (4.7%)、 r:¥lイ J37人 (2.3%)、 「アメリカ J29人(1. 9 

%)、 「ベトナム J24人(1.5%)の阪に多かった o r傍図・朝鮮 J rフィリピン J r中

国J rブラジル J rベルー」この 5ヶ国で全体の72.6%を占める。年次別推移では、位界

各地峡とも噌却l傾向を示しているが、アジア、南アメリカが著しい I曽加傾向を示していた.

対象福祉事務所を地域別にみると、総相談人数の肢も多かったのは、関東地方580人

(36.5% )で、次に中部地方316人(19.9%)、近織地方239人(15.0%に九州地方 174人

(lし 0%)、中園地方 124人 (7.8%に四国J1!J方75人 (4.7%に東北地方51人 (3.2%)、北海道

地方25人(1.6%)、沖縄地方 5人 (0.3%)の順であった。関東、中部、近畿の 3地方で、全

体の71.4%を占める。年次 ))IJ推移では、全国各地域とも地加傾向を示しているが、関東地

方、中部地方で著しい摺加傾向を示していた。

外国人妊産婦の出身地は地域別に特徴がみられた。北海道、東北、近畿、巾図、四国、

九州地方では、アジアにほとんど集中しており全体の約 9割を占めていた.中部地方では

アジア 51.5%で、 「ブラジルJ、 「ベルー j 国籍の南アメリカ山身者が31.3%を占め、又、

全国で鼠も多くなっている.南アメリカ出身者は、全体の 46.9%が中部地方、 41.2%が関

東に集中しており、この 2つの地減で全体の約日;甲lを占めている 。北アメリカ、ヨーロッ
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パ出身の妊産婦は、関J1[J也Jjに多く、全体の約 6~刊がここに集中していた(，& 22 1-ぷ22

10) • 

3 )外国人妊鹿島首相談ケースの在留資絡 ー年次別J世移

外国人妊産婦ケ ース在官l資絡 ー年次別般移に つ いての質問災には、全国 159ヶ所(外国

人ケース『有リ Jと回答した福祉事務所の51.9% )から回答があった。地域別問答に大き

なiEはみられなかった。 5年間の総数は、 1，476人で、段も多か った在留資mは 「円 本人

の配偶者等 J519人 (35.2%)で、 「官l学 就学 J376人 (25.5%に 「永住省 J166人

(11. 2%)、 「その他 J133人 (9.0%に 「オーパーステイ J29人 (2.0%)、 『短期滞在 J

18人(1.2%)、 「興行 J1人 (0.1%)、不 IljJ234人 (15.9%)であ った。 r日本人の配偶者

等 j 、 「留学 就学 J、 「永住 {![J のこの 3つの在留資絡で全体の 71.9%を占めていた 。

顕著な閑却lを示している在留資絡は 「日本人の配偶訂等 j で、 88年46人か ら92年233人

へと、 5.6倍のI曽加となっていた。 r間学・就学 j は、 88年43人から 92年 135人へと、

3. 1倍の増加!となっている. r永住r.'Jは88年30人から 92年43人と、それ程の噌加はみら

れなかった。

対象福祉事務所を地域別にみると、近畿地方、沖純地方を除く、すべての地方で 「日 本

人の配偶者等 」の泊加傾向がみられた。特に著しいのは、 l到来、中部地方であ った。近畿

地方では88年 4人から 92年 4人と、人数も少なく、 J甘加lもしていなかった。 r日本人の配

(両省等」は、関東 202人 (38.9%)、中部 129人 (24.9%)、東北62人(11. 9%)地方の順

に多く、この 3地プiで全体の75.7%を占めている。 r留学 ・就学 Jは、|到来 142人 (37.8 

%)、九州 122人 (32.4%)、近後 79人 (21.0%)の阪に多く、この 3地方で全体の 91.2 

%を占めていた(表23ー1-ぷ23-10) • 

4 )外国人児滋相談人数の住l 斜1 ・ ~ô 次別推移

外国人児童国籍別相談人数の年次別推移についての質問表には、全国 152ヶ所(外国人

ケース「有 りJと回答した 福祉事務所の 49.7%)から回答があった。地域別回答放は、北

海道地方 5 (阿41.7%)、東北地方 15(1司53.6%)、関東地方50(同 54.9%)、中部地方

28 (向49.1%)、近畿地万24(同44.4%)、中園地方 10(同43.5%)、凶困地方 B

(同54.5%)、九州地方 13(伺 48.1%)、 ~I' 純地方 1 (同 33.3%)であった。回答率は ~I'

純を除いて、全国的に地峡i.Qは少なかった.
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福祉事務所における外国人児設の国舗は、全世界的地岐にみ られた o 19 88年~ 1992年。の

5年IlUの総相談人数は2，728人 であった。国鮪の地域別人数では、 アジ アが 1，599人 (58.6

%)で肢も多く、南アメリカ 432人 (15.8%)、北アメリカ 191人 (7.0%)、ヨ ーロッパ

36人(1.3%)、アフリカ 3人 (0.1%)、オセアニア l人 (0.0%)、その他 8人 (0.3%) 

国鰯不明40人(1. 5%)であった 。

外国人児童を国籍別にみると、 「僻図 朝鮮 J1，089人 (39.9%)、 「日本国鯖 J (相

談に来た母線(父観)が外国人、夫(兵)が日本人で児が 日本国絡を取得している地合 )

418人 (15.3%)、 『中国 J302人 (11.1%) 、 「ベルー J225人 (8.2%)、 「ブ ラジル」

194人 (7.1%)、 「アメリカ J187人 (6.9%)、 『フィリピン J131人 (4.8%)、 「ベ卜

ナム J52人(1. 9%)、 「タイ J8人 (0.3%)、 Iイギリス J8人 (0.3%)であ った.

年次別挑移では、世界各地域とも I円加1傾向を 示 していたが、特に 「ブラジルJ rベルー 」

「フィリピン Jが急増していた。

対象福祉事務所を地域別にみると、総相談人数の段も多かったのは、関東地方 1，395人

(51.3%)で、次に近畿地方599人 (22.0%)、中部地方229人 (8.4%)、東北地方 164人 (6.0%)

四国地方 117人 (4.3%に九州地方 115人 (4.2%に中園地方81人 (3.0%)、北海道地方

27人(1.0%に沖縄地方 1人 (0.0%)の)iIiであった .関東、近級、中部の 3地方で、全体の

81. 7%を占める。年次別推移では、全同各地域とも I曽加傾向を示しているが、!兇点地方、

中部地方で著しい地方日傾向を示していた.

外国人児抵の国絡は地域別に特徴がみられた 。東北、近級、中国、九州地方では、全体

の約 8訓がアジアであった。中部地方ではアジア 51.4%で、ブラジル、ベル一国絡が38.6

%を占めていた。ブラジル、ベル一等の国絡を持つ児童は、関東289人(全体の66.9%) 

近畿61人 (14.1%)、中部54人 (12.5%)、九州 17人 (3.9%)で、この 4地域で全体の

97.4%を占めていた。北アメリカ、ヨーロッパ地域の児童は、関東地方に多く、全体の約

8由lがここに集中していた o r日本国籍Jを持つ児童は、関東地方が最も多く 205人 (49.0

%)、次いで中部79人(18.9%)、四国55人 (13.2%)であった.又、この 5年で数倍にm却l

していた(衣24-1~表24 - 10) 。

5 )外国人児1童相談ケースの在官1資絡・ 'l二次別 ltE移

外国人児意ケース在留資絡 年次別推移についての質問表には、沖純地方を除く全国

120ケ所(外国人ケース「有り Jと回答した福祉事務所の39.2%)から回答があった.地
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域別回答率に大きな偏リはみられなかった。

5年間の総数は、 1，453人で、危も多かった在留資絡は「永住占 J604人 (41.6%)で、

次に「日本人の子 J505人 (34.8%)、 「その他 J144人 (9.9%)、 「短期滞在 J70人 (4.8%に

「オーパーステイ J30人 (2.1%)、不明 100(6.8%)となっていた. r日本人の子」と「永

住者」の在留資絡で全体の76.4%を占めていた。顕著な地却lを示している在留資絡は f日

本人の子 Jで、 88年23人から 92年317人へと、 13.8mのI曽加となっている。

対象福祉事務所を地域別にみると、近畿地方、計l'純地方を除く、すべての地方で『日本

人の子 j の ~tJU傾向がみられた。特に著しいのは、関点、中部地方であった。 r 日本人の

子Jは、関東311人 (61.6%)、中部95人 (18.8%)、ごの 2地方で全体の80.4%を占め

ており、この地方では「永住者 j よりも多くなっていた. (表25-1~表 25- 9) 。

6 )外国人児蛍相談ケース年齢 ・年次別推移

外国人児童相談ケース年齢・年次別推移についての質問表には、I'1'純地方を除く全国

129ヶ所(外 国人ケース「有リ Jと回答した福祉事務所の42.2%)から回答があった。地

域別回答率は北海道 (25.0%)、中部 (34.8%)が全国よりも低めであるが、他の地方には大

きな偏りはなかった。

5 年r:n の総数は、 1 ， 942人で、。歳 9~ 400人 (20.6%)、 l歳以上 3歳未満536人 (27.6%に

3歳以上 5歳未満348人 (17.9%)、 5歳以上 7歳未満 121人 (6.2%に 7歳以上 15未満317人

(16.3%に 15歳以上 18歳以1"180人 (9.3%)であった。 3歳未満の乳幼児で約 5;MIJを占め、

5歳未満で約 7~J をしめる。 88年から 5 歳未満の乳幼児が顕著な地加傾向を示し、 88年

86人から、 92年669人と 7.7倍に泊}J1lしていた。対象縞祉事務所を地域別にみると、特に著

しいのは関東、中部地方であった(表26-1~表 26 - 9) • 

7 )オーパーステイ外国人児童相談ケース年附 ・年次別推移

オーパーステイ外国人児滋相談ケース年齢 年次別舵移についての質問表には、 14ヶ所

(:オーパースティ外国人ケース「有り Jと回答した福祉事務所の24.1%)から回答があっ

た.

5年間の総数は35人で、 0歳児22人 (62.9%)、 l歳以上 3歳未満 B人 (22.9%)、 3歳以

上 5歳未満 3人 (8.6%)、 5級以上 7歳未満 2人 (5.7%)で、 7歳以上はなかった. 3歳未

満の乳幼児が85.9%を占めていた ('}<27)。
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8 )外国人児1ii及び妊産婦ケ ースの相談内容 問題の年次別J世移

外国人児童及び妊産婦ケ ースの相談内容・問題の年次別推移に ついての質問点(複数回

答)には、全国 197ケ所(外国人ケース「イIリj と回答した福祉事務所の61.1%)から回

答があった.地域別回答数は、北海道地方，.7 (同 58.3%)、東北地方20(同 71.1%) 、関

東地方62(同68.1%)、中部地方36(同 63.2%)、近畿地方31 (同 57.4%)、中園地方

II (同17.8%)、問団地方 10(1百190.1%)、九州地jj18 (同66.7%)、 ~I' 純地方・ 2

(同 66.7%)であった。回答単は四国地万がかなり高率で、中園地方がやや低いが、他の

地方には大きな注はなかった 。

全国の 5年/1日の相談内容・問題の総件数は 3，409件(組数回答)であった。相談内容・

問題の内容は、 [ -fどもの身体的問題 J675件 (19.8%)が段も多く、次に f母線の身体的

問題 J586件(17.2%に 「山路'l.'i用の問題 J501件(14.7%に 「子ど もの，L'J!I!(j{J問題 J

330件 (9.7%)、 「母観の心理的問題 J221件 (6.5%に 「就業の問題 J129件 (3.8%に 「生

活費用の問題 J87件 (2.6%に 「離婚問題 J681牛(2.0%)、 「 養育 J~ Jljの問題 J50件

(1. 5%)、 「医療'l.'i用のr:~]組 J 47件 (1.4%に 「ピザ等の身分保障 1/1]iol!1 J 42件(1.2%)、

「住宅問題 J42件(1.2%に 「人権問題 J7件 (0.2%)、 「その他 J624件(18.3%)であった。

相談内容 ・ 問題の総件数の ~I'. 次別惟移では、 88~1， 315件から、 92年 1317件と 1.2倍に憎却l

していた。対象初祉事務所をJ1!J域別にみると、段も相談内容 ・問題の件数が多かったのは

関東地方 1，711件 (50.2%)で、次に中部地方440件 (12.9%)であった、又 5年間の件数も

急地1していた。 i也減別によって各相談内符 ー問題の占める割合が違っていた。近役、九州

地方では、全相談内容の約下数が [IUM'l.'iJTJの問題」であった.中部地方では 「子 どもの

身体的問題」と「母観の身体的問題 j で全相談内容の 55.0%を占めていた。関東地方では

「子どもの身体的問題 j と [1丘鋭の身体的問題Jで金制設内容の 35.5%を占め、顕著にI目

加lしていた(表28-1~表 28ー 10)

9 )オーパースティ外国人児童及び妊産婦ケースの相談内容・|問題の年次別推移

オーパースティ外国人児議及び妊産婦ケースの相淡内容 ・問題の年次別推移についての

質問表(復数 回答)には、全国 17ヶ所(オーパーステイ外国人ケース「有り 」と回答した

福祉事務所の 29.3%)から回答があった。

全国の 5年間の相談内容 ・問題の総件数は 95件(複数回答)であった。相談内容 問題
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の内容は、 「山i>7i質問の問題 J31 l'牛(32.6%)が段も多く、次に「ピザ等の身分保障問題 1

17flHI7.9%)、 「医療'l'iJlJの|問題」日件 (9.5%)、 rl辻鋭の身体的問題 J 81'1'(8.4%)、

『母観の心理的問題 J 1件 (7.4%)、 「生活費用の問題 J4件 (4.2%)、 「養育:I't用の問題 J

3件 (3.2%)、 「子ど もの身体的問題 J 2件 (2.1%)、 「就業の問題 J 2件 (2.1%に 「そ

の他 J12件 (12.6%)であ った。 相談内容 問題の総件数の年次別推移では、 88年 5件か

ら、 92年30件にJl'l1J11していた. (表29)。

10 )外国人の母子保健 福祉よの援助における諸制度の適用と年次推移

外国人の母子保健・福祉よの援助における母子保健法、児童福祉法、生活保護法に閲す

る制度の適用について、実際に活用した制度の件数を質問した。この質問~には全国

293ヶ所(外国人ケース 「有リ Jと回答した福祉事務所の75.8%、又、回答数には外国人

児認及び妊産婦の相談ケース 「無し 」と回答して いたが、制度の適用の記載があった福祉

事務所61ヶ所を含む)から 回答があった。 地域別回答数は、北海道地方 II(同83.3%) 

東北地方30(同82.1%)、関東地方75(同 71.4%)、中部地方57(悶84.2%)、近畿地方

43 (同64.8%)、中園地方24(1百'J69.6%)、四国地方 18(同81.8%)、九州地方31

(同85.2%)、沖純地方 4 (阿 100.0%)であった。回答率は近畿、中園地方がやや低め

であるが、他の地方には大きな差はなか った。

全国 5年間の保健 福祉制度の総適用件数は68，356件(被数回答)であった。生活保能

法にl却する適用 54，174件が肢も多く、母子保健u、に関連した制度の適用 9，426件、児童福

祉法に関連した制度の適日]4，756件であ った。 母子保健法に関連した制度の適用で最も多

かったのは 「母子手帳の交付 J4，960件で、次に 「乳幼児の健康診資 J1，471件、 「妊産婦

および乳幼児の保健指導 J1，414件であ った。 児童稲祉法に関連した制度の適用で段も多

かったのは「保育所の入所 J4，210件で、次に rl!lJi>7i施設の入所 J444件であった。

年次推移をみると、生活保護法に l則述した制度の適用件数は、 88年 10，762件から、 92年

10，856件と 5年rlUで殆ど変わ って いない.しかし、児童福祉法に関連した制度の適用は、

88年296件から、 925手2，104件と 7.1 {日に急j目していた。具体的に過JTJした制度の内容とし

て、 「保育所の入所 j が88年220件から、 92年 1，932件、 r I!IJi>7ih包設の利用 j が88年66件か

ら、 92年 124件と地加していた。母子保健法に関連した制度の適用は、 88年 1，179件から、

925ド3，322件と 2.8倍に地却lしていた。具体的に適用した制度の肉容として、 「母子手阪の

交付」が88年8121'1ーから、 92年 1，362件、 「乳幼児の健康診査 j が88年 101件から、 92年
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693件、 f妊産婦および乳幼児の保健指導 j が88年 1171午から、 92年627{'1o， r妊産婦の健

康診'i'fJが88年28件から、 92年 188件、 「新生児の訪問指導 j が88年39f'Iか ら、 92年 172件、

「妊産婦の訪問指導 」が88年38件から、 92年 111f'1'と胤 IJrIしていた。

対象福祉事務所を地域別にみると、児滋稲 IJI:'(1、に関連した制度の通J1L放び母子保健法に

l刻述した制度の適用件数が、五Eも多かったのは|刻点地方6，802件 (48.2%)で、特に 「保

育所の入所 J、 「妊産婦および乳幼児の保健指導 」、 「乳幼児の健康診査 Jが著しく I由加

していた。これは中部地方でも同級の傾向を示していた 。 (表30-1~表 30 - 10) • 

11) オーパースティ外国人母子保健・品i.ihl:上のUl助における諸制度の適用と年次維移

オーパーステイ外国人の母子保健・福祉よの俊助における母子保健法、 !J~ 重t編祉法、生

活保護法に関する事'1J.!l'の適用について、この質問点には全国 15ケ所(:オーパースティ外国

人ケース「有り」と回答した福祉事務所の 25.8%)から回答があった。

全国 5年間の保健 福祉制度の総i直月]件数は 88f'l'(復数回答)であった。母子保健法に

関連した制度の適用が肢も多く 55刊、 !N.屯福祉法に関連した制度の適用 21件、生活保護法

にI刻する適用 12件であった。児童縞祉法に関連した制度の適用で取も多かったのは 「助産

施設の入所 J11件で、次に 「保育所の入所 J 7件、 「乳児院の入院 J 1件で、 「その他 j

2 f牛であった。母子保健法に関illした制度の適用で段も多かったのは 「母子手帳の交付J

20件で、次に「乳幼児の健康診J'tJ 10件、 「新生児の訪問指導 J8件、 「妊産婦の健康診

査 J 7件、 「妊産婦および乳幼児の保健術専 J 3件、 「妊産婦の訪問指導 J 3件、 「栄養

叙取に閲する俊助 J 1件、 「未熟児の訪問指持 J 1件、 「未熟児主主fi医療の給付 J 1件、

「その他 J1件であった(表31) 

3.福祉事務所におけるオーパースティ児底及び妊産婦相談ケースの:J<態

1 )オーパースティ児童及び妊産婦ケ ース個別事例

オーパースティ児童及び妊産婦ケース個別事例に記入があったのは 16ケ所(オーパース

ティ外国人ケース「有り j と凹答した稲祉事務所の27.5%)、 17個別事例ケースの回答が

あった。地域別では北海道、関東、，t，部、関西、九州地方の福祉事務所から回答があった。

福祉事務所〈の相談ケースの来所経路は、保育園、保健所、病院、産婦人科医師、入国管

耳n局、箸察署、婦人相談所、家族の来所、近所の人が保健婦に述絡し保健婦からなど、さ
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まざまであるが、本人が直接窓口に来所したケースはなかった.児童の年齢はすべて 3歳

未満であった。母矧の年齢は20代前下が多かった.国籍は、フィリピン 7人、"イ 4人、

マリ共和国 l入、イラン 1人、コロンピア i人、ブラジル 1人、不 1!f12人であった.職業

は 2人はダンサーであったが、イ也は無臓であった。父綴の国籍(児の父観)は円本人が

9人で半数以上を占め、 4人は阿国人であった。主訴には、日本人の夫(父)との人絡に

ついて、母子手帳の交付について、出産に係る医療費、児の出生届について、未熟児の医

療費の支払い、児の養育について、児の予防接極等があった(表32)。

2 )オーパースティ児童及び妊産婦ケースの抱えている問題の特徴

オーパースティ児童及び妊産婦ケースの抱えている問題の特徴について、自由記載によ

る質問をしたところ、全国的に 57ヶ所の福祉事務所から回答が寄せられた.

オーパースティ児童及び妊産婦ケ ースの母子保健・福祉・医療よの問題として、以下の

ような怒見がよせられた.主に子どもに関しては、 「公的優助を受けていないことから、

予防接積、乳幼児健診をうけていなもリ、 「児の出生屈が未届けのため法律よ何のJ里見IJも

うけられない、教育等も受けることができない j 、 「オーパーステイの女性と日本人男性

との聞に生まれる子どもが多くなっている J等の回答が寄せられた。妊産婦ケースについ

ては、 「妊産婦健診の機会が得られず、疾病の早期発見ができにくい」、 「育児不安など

があっても相談の機会が得られにくい J、 [1問題を早期に表に出さないのでより追い込ま

れた状態に陥りやすい j 、 「経済的、社会的な問題が多い j 、 「保険証がないことにより、

医療機関にかかった時、自己負担が大きく、前'気の発見が遅れる J、 「母子手帳を持って

おらず、妊婦管理が十分なされていないため、早産、未熟児出産ケースがある J、 「内縁

関係の夫との関係も不安定で生活が安定せず、転出、転入がはげしもリ、 「言葉が通じな

いために窓思の疎通が困難、医療段、出産践をもっていない j 等の窓兄がよせられた

(表33)0 

3 )オーパースティ児童及び妊政婦ケースのかかえる解決困難な課題

オーパースティ児童及び妊産婦ケースの飽えている問題を解決する上での囚雛について、

自由記載による質問をしたところ、 40ヶ所の福祉事務所から回答があった。

問題解決よの困難な事としては、殆どが制度の適用の問題をあげていた o [法的救済が

困難であること J、 「現行法令の下では福祉の対象とすることが困難J、 [ ~11JTJ できる飽
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設がないのに、放置できないギリギリの状況が次々におきてきて対応に頑を痛める J

「受入れ体制が整っていない、現状では特例法もなく、行政の対応が図鑑である .人道的

には援助してやりたいが、予防接租~;の事依が生じたときの保障などの問題がある j

「 対象者の犯 IJilが困難、経済支 m対策がなも、 J ~ であった(表 33 ) 

「在日外国人の児蛍および妊産婦の l母子保健 福祉についてのな兄 Jを自由記載で質問

したところ、 87ケ所から回答があり、その半数以上がオーパースティ児童及び妊産婦〈の

援助についての提言 ・要望を記載していた。その殆どが現行制度の兄直しについてであっ

た. r生活保護法の適用が必要な掲合が多いと思われるので、制度的に考えてもらいたい j

「子どもが健やかに生まれffてられるためには、不法在留であっても援助が必要である

と忠われ、今後の検討を希望している J、 「外国語のできる相談員は相談機関を回のj1_任

で尖胞すべきである、人道上から不法在側外国人に対し、福祉制度を適mするよう法改正

すべきである I、 「福祉の現場はその性質上 [![J対応を迫られる、とりあえず人道的窓味で

の保護できる体制が制度として確立されればよいと思う、児遂の権利条約を日本が批准し

たl時には尖現できればと思っている Jなどであった(表33)。

W 考察

1 .分析対象となった福祉事務所

本研究の調査裂には全国各地域から、回答がよせられたが、都道府県別では顕著な回収

率の違いがみられた。本研究の目的は主にアンケー卜方式による、調査時点での福祉事務

所における外国人の対応の尖態の似11.i1と、過去 5年間の外国人相談件数の基本統計の作成

の 2つにあった.そのため前者のみであれば、質問項目も 15項目と比較的少なく回答しや

すいものであったと考えられるが、後者においては、調査票の解析項目は481項目となり、

これらに回答するには、各福祉事務所において過去の笑綴から台帳およびその他の資料か

ら、知わ品、くひろわなければならず、各福祉事務所にとってかなりの負担となったことが十

分予測される。本研究は、本Jllで初めて行われた調資であり、ほとんどの福祉事務所にと

って、初めての外国人統計 の作成であった。特に、外国人相談ケースの多い福祉事務所で
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は、すべてに回答することは膨大な作業となり、極めて困難といえる.それらの 'Jl'から、

外国人登録者が多い関東、近畿地方の都市、政令部市などからは、比較的に回収率が低く

なっていたが、外国人相談ケースの少ない県の郡部などからは、 70%を越え高率となって

いた。回答のあった矯祉事務所の内、半数以上が過去 5年間の統計表に回答をよせていた。

本調査研究の特色からして、回収率が46.1%は決して低いとはいえないであろう。しかし、

本研究で得られた結果が全体をそのまま反映しているとはいい難い。まず、各福祉事務所

が、外国人相談ケースのどの位の割合をつかめて回答しているのか不明である.これにつ

いてはJ世測の域を紐えないが、問い合わせへの反応からしてかなりバラツキがあることが

担1像される.福祉事務所からの統JIとしては、社会福祉行政報告 10111に生活保護を受けた

年rmの総数が「日本国絡を有しない被保護実世俗数・被保護人員」として掲載されている

のみで、それ以外の外国人の集計は公には仔在しない.しかし、税均の但当者、各福祉事

務所独自の資料 台帳があり資料 .f，f~~!として存在している。本調査によって国鮪別外国

人相談人数に回答がみられたのは、福祉事務所が独自の資料によって回答しているものと

忠われる.今回の調査では、外国人の人円割合が高率である政令指定都市部での回答率が

約 3却lと低率でデー担数が少なく、全体のサンプリングに偏りがみられる.管内外国人登

録者の規綴が大きくなるにつれ外国人相談が多くなっている(図23)ことから、実際の外

国人相談ケースn数はさらに多くなると思われる.福祉事務所の邸道府県別回収率にはか

なりの差がみられ、その初度にも限界があり、最先月t'(l(Jに耐えうるものではないと判断し、

本研究では主に地域別分布を集計し検討を行っている。本研究は日本全国の全数調査であ

るが、全体としてとらえるならば、回特曜は約 5;~J で、その対象福祉事務所の管内総人口

は6000万人を超えていた(表 10)。口本人総人口約 12，000万人の半数となっていることか

ら、本調査で得られた結果は日本人人口の約半数の地域を代表できていると思われる。し

かし、対象福祉事務所のうち、管内外国人登録在を犯催していた領祉事務所は66.5%で、

外国人総人口は約40万人である.これは外国人登録者の約 3分の lである。

本研究における今回の調査は初めての全国実態調査であり、回収率が約 5由lで、統計I)(J

な制度にも限界があるため、復維な統計的処理Eは行わず、記入された全ての数値を瓜目別、

地域別に単純集計を行った。それらによって全国規校での地方における特徴と年次挑移の

傾向を検討した結果、得られた数仙がすべて完全であるとはいえないが、全体的な編組事

務所での外国人相談ケ ースの傾向はrel庄で き、全国規肢での福祉事務所における外国人児

抵及び妊産婦相談件数基本統計の慨裂はつかめたといえるであろう。白山記載によって得
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られた在日外国人の母子保健 ー福祉に|到する怒兄(，&33)は、福祉事務所における、 flill 

な現上品の戸として、その実態と今後の諜題を得る参考資料となった.

本研究で得られた、福祉事務所における在日外国人母子の統計は、今後の母子保健・福

祉等の位脱施策、行政面での tl1[(な資料となり、その施策に重要な示唆を与えることがで

きるものと思われる。今後は、本調査から得られた結巣をもとに、地域を限定した制度の

高い調査を行うとともに、具体的な聞き取り調査を取り入れる必要があるであろう.

2.福祉事務所における外国人児蛍及び妊産婦への対応

対象福祉事務所の半数以上が、外国人児窓及び妊産婦の相談を受けたことがあり、管内

の外国人笠録者が多くなると、それにほぼ比例して柑設を受けたことのある割合も向くな

っている。外国人登録者が多い政令部市地域では、約日制の福制事務所が、外国人の相談

ケースを経験している。その対応について、ことばの問題や対応で困ったことのある福祉

事務所は約 6:lJlJであった。しかし、外国語に対応できる職員は全体の約 3割lで、福祉事務

所の案内啓がある所は 1:lJlJに満なかった。但し、外国人の相談ケースのあった福祉事務所

では 、 外国人相談ケースのなかった所よりも、外 [li[ 話に対応できる J[i~11.、外国語の案内 ，.!}

も多くなっており、対策がとられていることがうかがえる。又、初祉事務所から、相談者

に対して通訳者を依頼することができる所は約 3:lJlJで、多くは相談者が知人、友人、家族

など日本語のわかる人を同伴して来ている。テキスト(外国語会話集、手引書等)を使用

している所は極僅かであった.外国 J;~ に対応できる l版以の中では、茶話に対応できる l隊員

が最も多く大半を占めていたが、災l擦に現場に訪れている外国人は、アジア、南米地域山

身が最も多くなっていることを考えると、それらの言語に対応できる職員、特にポルトガ

ル諮(ブラジル)、担ガログJlt(フィリピン)への対応は、今後の検討課題といえるであ

ろう。

3.全国福祉事務所基本統計にみる外国人児蛍及び妊産婦の国際化の現状

福祉事務所における外国人児設及び妊産婦相談件数は、 1988年から 1992年の 5年間で、

確実に泊加していた。特に児童の相談件数は急激にm加している。外国人児童及び妊産婦

の国籍(出身地)は全世界的地域にまたがり、 「福祉事務所の国際化j が進んでいる。特
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に、南米、アジアからの山身 (Jが、急j目してい る。こ れは、近年 、 .1本 において 、激憎し

ていた外国人登録者の国籍(出身地)と 一政している .又、国内において、 l則束 、中部地

方に外国人登録者が著しく集中してJl'iJJIIしていたが、本調査においても、 1剥点、中部地方

の 悩祉事務所に外聞人児童及び妊沌姉 fin長件数が、:~.tt目していた。

外国人妊産財の在留資格は 「 日本人の配偶占 ~ J が段も多かったが、 こ の資絡には、 主

に、日本人と結婚をしたことによ って得る配偶11の掲合と、日本人の子 として出生した者

の均合がある。前者では近年、日本人児性と結婚したアジア地域出身の血;性が急I目し、後

者は 1990年以降、激憎したブ ラジル、 ベルー出身の円系人がその殆どを占める 。よって、

東北、中国、四国、九州地方などの f日本人の配偶昔等JのI曽}JIIは、 国際結婚によ って在

間資絡を得た、いわゆる 『外国人花嫁 j の相談ケースの泊加と考えられる 。中部地方では

ブラジル、ペル一国籍の f日本人の配偶行士事 Jが多くを占めている。関東地域においては

国際化がめざましく、さまざまな問鮪 (W身地)の者が!{'1IJIIしている 。近畿地方において

は従来からの在日税国 ・朝鮮人が多 く、 「特別永住吉 J (そのほとんどが在日時国 ・朝鮮

人の 2、 3世)が多く、 「永住者 j が約日割を占めている地域である(点31) 。近年の外

同人笠録者の地加率もわずかである .本調i主でも 『日 本人の配偶者等 Jはj由加していなか

った o r緯国 ・朝鮮 j 国籍(出身地) の児蛍及び妊産婦のケースの全体に 占める割合 は多

いものの、 5年間で噌加して おら ず、繊ぱいである 。又、全国福祉事務所において 「日 本

国籍 Jの児蛍が急t目している ことも、 注 目すパきことであろう。

福祉事務所における外国人児滋の作曲~は、約半数が 3 歳未満であり、 5 歳未満の乳幼児

が 7 制 をしめて い た。こ れは 、 1 98 0 ~ 1'代後半以降、 「日本人の配偶者等 j で来日した者が、

E1木で児 を出生したと考えられる 。人口調I}態統計の分析によっても、 「新しい外国人 Jニ

ユーカマーの 5歳未満の乳幼児が忽別していた.

外国人の母子保健 ー福祉上の援助における鴻制度の適用と年次般移では、全国 5年間の

総数 として、生活保護法の適用i'I'数が地も多か ったが、その件数は殆ど変わ っていない.

福1iI事務所ではその特質上、生活保護法に閲する制度の適用件数は、かなり厳格に抱控室し

ていると考えら れ る。本調査では、 外国人児童及び妊産婦の相談ケース 「無し j と回答し

ていた福祉事務所 61ケ所からも、かなり生活保護法に関する制度の適用については回答が

あった o r母子保健法 J r児童I福祉法」に 1刻辿した制度の適用には 、母子保健予防線 、保

健所、 児童t相談所 な ど他の 関連部:Bからの tlih)Jもみられた。 r母子保健法 J r 9U.ii絹祉法 J

に|期する制度 の適用件数は、 5年n日で急激にJl'iIJIIしていた。肢も多かったのは 「母子手帳
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の交付 J r保育所の 入所 j であった.

以上、全国福祉事務所における、外国人児蛍及び妊産婦の基本統計作成によって、近年、

地域社会における福祉 保健の現均で、 ニュー カマーが、急地してい ることが裏づけら れ、

明らかとなった。

日木における「人 Jの国際化の現状は、今後も日本で生まれる「外国人」児訟の地却lに

ともな って、進んでいくことと 予測される 。すでに、関東、近自陣地方では山生児の約30人

に l人は、父 ・母あるいはどちらか 一方が外凶人を含む「外国人J児となっており、東京

部では20人に 1人となっている(表35).外国人登録者の多い政令指定都 市地域では、さ

らに進んでいる。

今後、ますます在日外国人の母子保健・稲祉 ・医療は、本邦における母子保健・福祉ー

医療の重袈課題となっていくであろう。 r内なる国際化 j 時代に対応する施策の検討が望

まれる。

4.オーパースティ児意及び妊産婦の保他ー福祉・医療の現状

近年、医療現場におけるオ ーパースティ児童及び妊産婦への関心が高まっており、 1990

年を前後に、母子保健医療の現均でも、無視の出来ない状況となっている.この数年、い

くつかの学会で、研究報告がなされているが(表36)0 1 f>51 、問題点を製約すると、

①まず「不法 j である事が理由となり、必要とされる状悠にありながら保健、医療、福祉

の適用を受けていない、あるいは受けられない状況であること、②劣惑な生活・労働環明

下にあることがあ げられた 。

しかし、いくつかの NGOが、主1I白の澗査によって、事例報告等 " lを発行しているが、

オーパースティ児蛍及び妊産婦の全般的、全図的な犯i崖はほとんどなされていない .全国

乳児福祉協議会が、 1991年に全国乳児院における外国人の児童錯置ケースについての調査

を行い、 「無国鯖』扱いとなっている事例の問題を報告'"しているのみである.

本研究の実態調査によって、対象福祉事務所の 10ケ所に 1ヶ所はオーパースティ児意及

び妊産婦の相談ケースを経験していることが明らかとなった。年齢・年次別基本統計によ

って、 1988年から 1992年の 5年nuに35人の乳幼児、 29人の妊産婦が福祉事務所を訪れてい

たことが明らかとなった。児誌の大半は乳児であった。相談内容として肢も多か った のは

f出産費用の問題 j 、 「ピザ等の身分保障の問題Jで、他の外国人児抵及び妊産婦の問題
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の傾向とは途 っていた 。分娩の|問題がかなり切iliした 状態であ るこ とがう かがえる. 現 に、

医療の税局からは 「飛込み分娩 」の縦竹が数多 くなされている 。又、 全国か ら具体的な個

別事例 17例と、問題の特徴に つ いて怠兄が数多くよせられたが(衣32、33)、そ れ らは、現

在医療の現場で直面する問題と縛めて共通する内容であ った(衣36)。

オーパースティ児童及び妊産婦の援助に ついては、対象福祉事務所の 7割以上が、 「福

祉事務所のできる範囲で対応する Jと答えていたが、 「オーパースティケースの地合は媛

助・対応しない 」と回答した福祉事務所も約 2叩lみられた。オーパースティ児童及び妊産

婦のケースを、笑際に経験した福祉事務所では、ケ ースのなか った所よりも、 fj.l[WJ 対

応しない j と答えた割合が少なか った(ぷ 19)。又、 「援助の際にどのような公的協力機

関と協力しますか Jの問に対して、ケースのなかった所のほうが、 「警察Jと回答した留l

合が高かった(表20)。これは、現実に直面した喝合と、そうでない局合 とでは、人道的な

対応のせまられ方が違ってくる ことが考えられる 。オーパースティケースを経験した大半

の福祉事務所から、切実な意見が具体的にょせられており、現行の法制度と人道陣j対応と

のはざまで、個々の判断が悶難な状態である ことが伝わってきた.これは、医療現地から

の綴告脅からも、同織の内容が うかがえた(表33、1<36)。

オーパースティ児童及び妊産婦の援助に つ いて、実際に適用した f生活保護法 J f児蛍

福祉法 J f母子保健法 Jに関連す る制度の適用件数は、 5年間で88件であ った.妊産婦及

び児章に l刻する援助では、 「母 f手帳の 交付 j と、 「比JJ産施設の利用 j 、 「乳幼児の健康

診査 」が多かった(表31)。しかし、福祉事務所によっては、これらすパて級品JJができな

いと答えていた所もあった。かなり、作自治体、福祉事務所によって、その対応が巡って

いる聞もみら れた。ほとんどが 「外同人資録をしている者は日本人と同じく倣 っている、

区別していない Jと答えていた 。外国人相l読をうけたことのなかった福祉事務所の理由は、

すべて『これまで相談がなか った j であり、 「外国人の相談に応じていない Jと回答した

ところは皆無であった。福祉事務所での、援助の基準は 「外国人登録をしてい るか、どう

か」が、制度が適用できるかどうかの判断基準とな っていた。しかし、その適用基準に対

して制度を見直してもらいたいとのな兄も数多くみられた(表33) 

本研究によって 、福祉の現場では、オーパースティ児童及び妊産婦への問題に対して、

具体的解 決策が早急に求め られていたが、現行では困難な状況であることが、浮き彫りと

なった。

このような状況に対して、近年、関係科15而から、ざまざまな提言がされている 。住友
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氏は「母子保健法の理念は、母性と乳幼児の健肢の保持.J曽進であり、外凶人か、あるい

は、不法 (E留であるか沓かに左右されるものではない」と述べている川調.日本 i吐性衛生

保護医協会が tUした 1993年の桜台 3では、 「入院比IHf.の制度の適用は、 ピザなしの不法娘

W/fiにも叫iJliJとして適用できるはずである 。Jと述べて いる L091 日本石護協 会は 1993fl二

日灯、国際看護協会大会において、 r JI合法な滞在のために基本的人権を 5え られていな

い外国人の母子の健肢と福祉」について「 基本的人権を与えられていない不法滞庄の外国

人母子に 対して、人道的立渇から必須のヘルスサービスの供給が行われ るように、 関係機

関および団体に働きかけるように姿笠する o Jとの 要望3を提出 している， "。全国乳児

福祉協議会は、 1992年の全国乳児院における調査結果報告 Sの中で、 「児童福祉に従事す

る職員としては、外国人児蛍ケースに対しても、 Il本人の児童ケースと同織に、手厚い処

遇の災現に努力しなければならない ことは いうまでもないことである 。 Jと結論づけてい

る調"

J;¥I.状の問題解決策として、吉岡らは 「医披に|却する問題、とくに妊娠 分娩については

緊急を嬰する助合も多いため、保健 医療に関わるものとしては、母子の健版状況を肢優先

に与えるべきである。 J r生命 に関わる 緊急 医療対策については、外国人医療保険の投也、

あるいは.1.!f金、例えば国際交流福 ilJ:J.~金とい うパきものの創設等を必慮すパきではなかろ

うか o Jと提言している "'01993'1'8rJIO日付けの朝 日新聞によれば、 当時の大内厚生

大箆が「医療を満足に受けられない状況もある.杓子定規の国籍条項の適用ではいけない、

積極的な必金の創設を検討したい 。Jと述べている 。

今後、現局での関係各方面の専門家が述 J~ し、この問題を検討しあい、行政各方 l前八の

働きかけが必必ではないだろうか 。 199~ 11: 5 J J、本邦において 「子 どもの俄利条約 Jが発

効された。その基本埋念にの っとった 、在日外国人の I辛子保健・福祉 ・医療制度の改選が

~まれる 1I IIl L 2 1

5.在日外国人母子に関する福祉への総合

本研究に基づく、在日外国人母子の福祉事務所尖悠調J't結果より、いく つかの 問題が提

起されているといえよう。以下の促3をまとめ、今後の課題としたい。

①児滋及び妊産婦について、現行制度(入院助座制度、母子手般の発行、予防按組、乳幼

児健診、養育医療 ・ 育成医療、 Yl 鼓手当~?; )を可能な限り柔軟に運Jllするよう、各機関

にm知徹底を図る。
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②福祉事務所、福祉制度の適用 に閲する外国語(英語、中国諮、ハングル、担ガログ語、

スペイン諮)のガイドブックの発行と常備、外国人のための施設案内、表示を行う.

③言活よの 問題に ついては、施設職員やボランテイアを含めてその対応が可能となる体制

を樹立していく。

@外国籍相談者に対応できるよ う、 職員に制度、法tl¥の周知、徹底、研修を 行う。

⑤専門的知誠を有する指導機関、総合的相談窓 口の体制作り 。

⑥処遇困難であった事例集をまとめ 、対応マニュアルの作成を行う。

⑦民問機関(NGOl との述携と支援体制の確立。

③生命に関わる緊急医療対策に つ いては、 「国際交流福祉基金 Jというパきものの創立と

運用.

V 結語

全国福祉事務所562ヶ所における、外国人児藍及び妊産婦への対応の実態調査及び、

外国人相談ケース基本統計(1988年から 1992年)の作成によって以下の事が、切らかとな

った.

1 .対象福祉事務所の約半数が、外国人児童及び妊産婦から相談を受けたことがあり、そ

の内の、約 10ヶ所に 1ヶ所が、オ ーパースティ の外国人児窓及び妊産婦相談ケースがみら

れた.又、約 6~I の福祉事務所が、 その対応や こと ばの問題で困ったことがあると回答し

ていた.

2. t郡部と市部別の福祉事務所では、市部の福祉事務所に外国人相談ケースの割合が高〈、

管内外国人登録者が培えるにつれ、外国人相談ケースの割合が高くな っていた.政令指定

都市地域の福祉事務所では、約 9;11リが.f1H棄を受けた こと があった。

3 . 福祉事務所における、外国却に対応できる l倣貝は全体の約 3 割、外国 J;~ の柴内容があ

るのは i四lにみたなか った。 外 国語に対応できる l隊員の言語は、英語が大半を占めていた。
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2策の通じない外国人来談訂に対して、通訳古を依頼できる福祉事務所はKi，3 'mであった.

4.福祉事務所における外国人YG?ii &び妊雌帰相談ケースの国餓(出身地)は、全世界的

地域にみられたが、南米及びアジアからの相談ケースが関東、中部地 jj におしく :~WI して

いた。在官l資絡では、 「口本人の配(品目 ~J の在 J1yt 資格を持つ、妊i11iMが:gJ廿していた。

「日本m絡Jの児童相談ケースも I目却lしていた.児童の年齢は乳幼児が大下を占めていた。

5. r生活保説法 j に1到する ailJ)庄のi直JIJ件数は 51下111]で殆ど変化していなかったが r児

M福祉法 J r母子保健法 j にI刻する制度の過j日件数は忽地していた.

6 オーパースティ外国人児童及び妊産婦相談ケースの個別事例が、全国から 17例回答が

あり、保健・ 1[:'祉上の問題が明らかとなった。オーパースティ外国人児liiは、 5jlミ1mで

35人の相談があり、ほとんどが乳児であった。又、オーパースティ外国人妊産財は29人で

あった。 l号叙の問題では 「 出産 t~ JIlの問題 J rピザ等の身分保障の問題 Jが多かった。福

祉事務所における対応・佐助のあり方が、今後の検討課題であった。
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稿を終えるにあたり

この研究を行うにあたり、御Jち羽および御t互助を Ti'iき、終始l暖かい励まし

を頂きました東京大学医学部母子保弘~学教室 日芸 員教授に、深く感謝い

たします。又、教室の皆織に感謝いたします。

国際人流に |刻する統計法び人口 IJI)J態統:11の分析においては、 1'!重な資料を

提供していただいた厚生大臣官房統;n日報部人口動態統計謀、法務省民事第

五ii*のみなさまに、深く感謝いたします。

全国福祉事務所における実態調査においては、御多忙な中、膨大な資料の

作成に御協力をいただきました全国福祉事務所長をはじめ、 1住民の皆織に、

心より深く感謝致します。実態調査の統計分析にあたっては、昭和医大公衆

衛生学教室の星山佐治先生に _i'l1[[な御窓兄、制Jj旨it].をmきました。

皆織の御指導、御協力に支えられ、本研究を成し遂げることができました。

あらためて、皆織に心より、深く感謝いたします。
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図 表 付録

(第 1~I: 国際人流に 閲する統計及び人口動態統計

に関する図 ・表 ・付録)
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表 2 日本における国際人流のJll移 - 1 9 8 G 'I'~ 1 9 9 2年一

区 分 1986'1: 1992'1: 対8Gjl:Jm;~数 (J目減率% )18G，ド{古率

日本人山岳l者 5，51G，I93 11，790， G99 6，271，50G( 113.7) 2.1 

外同人入国者 2，021，150 3， 92G， 317 1，901，897 ( 91.2) 1.9 

在日外国人の総人口町l合(% 0.7 1.0 0.32 

外国人登録者総数(m!五比%) 8G7，237(100.0) 1 ， 281， G11 ( 1 00. 0 ) 111，107( 17.8) 1.5 

永住者 655， G9G( 75. G ) G3S，122( 19.G ) 20，271( 3.1 ) 1.0 

税図・朝鮮 G27 ，123 ( 12.1 ) S98，211 ( 16.7 ) 29，182( -1.7 ) 1.0 

訓永{上者 211，511( 21.1 ) G1G，222( 50.1 ) 131，G81( 205.5) 3.1 

留学生 20，15G( 2.4) 5G，309( 1.1) 35，853( 175.3) 2.8 

就学生 15，111( 1.8) 1G，G11( 3.G) 31，500 ( 208.0) 3.1 

日本人の配偶者等 11，2G1( 1.8) 209， 2G9 ( 1 G. 3 ) 168，005( 407.2) 5.1 

ブラジル 750( 0.1) 91，81G( 7.2) 91，OGG(12112.1 ) 122.1 

ベルー 218( 0.0) IO，455( 0.8) 10，237( 4G95.9 ) 18.0 

フィリピン 5，299( 0.6) 28，351 ( 2.2) 23，052( 435.0) 5.4 

中国 13，085( 1.5) 29，008( 2.3) 15，923 ( 121. 7 ) 2.2 

斡国 ・朝!r. 7，841( 0.9) 21，855( 1.7) 11，014( 178.7) 2.8 

定住者 (90)51，359( 6.3) 122，811( 9.6) 68，155( 125.9) 2.3 

欧米北米 31，235( 1.0) 50，121( 3.9) IG，18G( 17.3) 1.5 

ヨーロッノて 20，500( 2.1) 29.899 ( 2.3) 9，399( 15.9 ) 1.5 

オーバーステイ (90'1ニ7月) (93'ド5J'J)

全体数 10G，197 298， G1G 192，119( 180.1) 2.8 

男性総数 GG，851 192，111 125，2G3( 187.1) 2.9 

女性総放 39， G1G IOG，5ユ2 GG，88G( IG8.7) 2.7 

うヨイ 7，161 29，759 22，298 ( 298.9) 1.0 

フィリピン 13，041 19，531 6，487( 19.7) 1.5 

法務省 「在国外国人統計 J r山入国管理統計 Jより作成
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表 3 1:1¥道府県別外国人登録者数のJI[移及び総人口割合

区分 19861ド(村lJi比比%) 1992"1河川'll!i<比%) 対8611削減数(J円減量l'%)9211 総人1-1;lpJ合(%)9211' 10} J 1 [1 似l~AU (fA )

総政 867，237(100.0) 1.281， 6~~ (100.日) ~1~ ， ~07( ~7.8) 1. 03 12~ ， ~!J 2 

東京町1¥ 15~ ， 83~ (1 7.9) 2~7 ， ~~6(19.:l) 92，612( !J9.8) 2.08 11， 87~ 

大阪府 202， ~~9(23. 3) 213，935(16.7) 1I， ~86( !J.7) 2. '15 8，735 

愛知県 61，828( 7.1) 105，336( 8.2) ~3 ， 508( 70.~) 1. !J6 6，7G6 

兵w以 87，611(10.1) 96，716( 7.5) 9，10!J( 10.~) 1.77 5， ~66 

神奈川県 ~9 ， OIH 5.7) 9G， 6~6 ( 7.5) ~7 ， 632( 97.2) 1. 19 8， 10~ 

京r.I¥}(.f 51，899( 6.0) 5!J， 7~7( ~ . 3) 3 ， 8~8( 7.~) 2. I~ 2， G06 

均 :U;~ 18，509( 2.1) 52， 68~ ( ~ . 1) 3~ ， 175 (1 8~.6) 0.80 6，561 
千葉県 19，007( 2.2) ~3 ， ~36( 3.~) 2~ ， ~29 (1 28.5) 0.77 5， G73 

仰岡県 10，650( 1.2) 37， ~32 ( 2.9) 26，782(251.5) 1. 01 3，701 
相l司瓜 30，41H 3.5) 3~ ， 689 ( 2.7) 4， 27!J ( I~. 1) 0.71 ~， 852 

その他 181，022(20.9) 297，577 (23. 2) IIG， 555( 6~.~) 0.50 60，114 

([到来地域)

-r.s六県 257，248(29，7) 496，900 (38.8) 239，652( 93.2) 1. 27 39，047 
.tf馬県 4，918( 0.6) 20，577 (1. 6) 15，659(318.4) 1. 04 1，983 
~城県 7，262( 0.8) 19，387(1.5) 12，125(167.0) 0.67 2，895 
樹木県 3，704(0.4) 16，721(1. 3) 13，020(351. 5) 0.85 1，957 

$よ記以外の一部六県、 PJJ<.lせず

法務'(jf在i百外国人統日1J 1立び総務庁「人口j{[:1I資料j より作成
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表 4 日本における国知(山此j也) ~Jll 州化者以の J(Ë移 - 1日52'ド ~1992'ドー

総数 師Iqn!i目'11!¥llm日制・引!¥日外 ~I 総数 日l~n~IHII 臣 I~R中 I~ そ町位

52 7<1 6，825 ~， 983 1，303 539 
(100.0)1 (82.3) 1 (17.7) (100.0) (73. 0) (19.1) (7.9) 

2年 数は(195 の帰化 1 J.J 28日 7~ 13，629 5，769 7，338 522 

から 12月31日までの放) (100.0) (12.3) (53.8) (3.8) 

53 1， ~31 1，326 105 7~1 7，393 3， 97:1 3，026 391 

(100.0) (92.7) (7.3) (100.0) (53.7) (~O. 9) (5.3) 

54 2，608 2 ， ~35 173 7 8，568 6，323 1，641 601 

(100.0) (93. ~) (6.6) (100.0) (73.8) (19.2) (7.0) 

55 2，661 2， ~3~ 227 7 5，605 3，951 1，323 331 

(100.0) (91.5) (8.5) (100.0) (70.5) (23.6) (5.9) 

56 2，517 2，290 257 n 5，680 4，261 1，113 306 

(100.0) (89.9) (10，1) (100.0) (75.0) (19.6) (5. ~) 

57 2，582 2，312 270 7 7，391 5，362 1，620 ~09 

(100.0) (89.5) (10.5) (100.0) (72.5) (21.9) (5.5) 

58 2，591 2，216 318 7~ 6，158 1，701 1，102 355 
(100.0) (86.6) (13. ~) (100.0) (72.8) (21. 7) (5.5) 

59 3，076 2，737 339 8 8，001 5，987 1，619 398 
(100.0) (89.0) (11. 0) (1 UO. 0) (R8) (20.2) (5.0) 

60 ~， 156 3，763 393 811 8，823 6，829 1，572 ~22 

(100.0) (90.5) (9.5) (100.0) (77. ~) (17.8) (~. 8) 

61 3，013 2，710 303 8'1 8 ， ~91 6，521 1， 5~2 ~31 

(100.0) (89.9) (10，1) (100.0) (76.8) (18.2) (5.1) 

62 3， 6 1~ 3，222 392 8・ 7，135 5，532 1，560 313 
(100.0) (89.2) (10.8) (100.0) (H.4) (21. 0) (~. 6) 

63 4，100 3，558 542 811 6，169 ~， 608 1， 183 378 
(100.0) (86.8) (13.2) (100.0) (7~. 7) (19.2) (6.1) 

64 5，445 ~， 632 813 8~ 6， 82~ 5， O~O 1， 43~ 350 
(100.0) (85.1) (11.9) (100目。) (73.9) (21. 0) (5.1) 

Sド 総数 Iq2>>11飢! 目日中間 そ骨組 8 6，636 5，110 1， 30~ 222 
(100.0) (77.0) (19.7) (3.3) 

65 ~ ， 088 3 ， ~38 532 118 118 6，222 ~， 882 1， 131 209 
(100.0) (84. 1) (13.0) (2.9) (100.0) (78.5) (18.2) (3. ~) 

66 ~ ， 735 3，816 7S3 166 118 5，767 tl， S9S 990 182 
(100.0) (80.6) (15.9) (3.5) (100.0) (79.7) (17.2) (3.2) 

67 ~ ， 150 3，391 589 170 118 6，089 1，759 1，066 26~ 

(100.0) (81. 7) (1~. 2) (1. 1) (100.0) (78.2) (17.5) (~. 3) 

68 3，501 3， 191 114 193 119 6， 79~ 5，216 1，319 229 
(100.0) (91. 2) (3. ;l) (S.!)) (100.0) (76.8) (19.9) (3. ~) 

69 2，153 1，889 12~ 140 911 7，788 S，GGS 1，818 ;105 
(100.0) (87.7) (5.8) (6.5) (100.0) (72.7) (23.3) (3.9) 

70 5，379 ~ ， 6~6 320 ~13 921 9，363 7， 2~~ 1， 79~ 325 
(100.0) (86.1) (5.9) (7，7) (100.0) (77. ~) (19.2) (3.5) 

71 3，386 2，874 2~9 263 幻11183 ， 3~9 13~ ， 5!i~ 39，80 8，981 
(100.0)1 (86 . ~) 1(5.9) 1(7.7)1 *1(100.0) 1 (73.1) 1 (21.7)1 (~.9) 

総合~[. 221 ， 458(100.0) 日 [ijQ州・引!1168 ， 1 :， 6(76.1) 距Iqnfm. 朝 !1~~53 ， 002(23. 9) .. 

* 1965'ドから 1992'1'までの合計 ホホ 19521ドから 1992'1'までの合計

出'"化政は lFJ1日から 12月31までの数 (的成i七%)

法務省 rìl~~:;~ 11二銭 J&び法務省民:.t訣別査資料より作成
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国知{:JJ身地)

外同人総数

仰向 制!!t

併問・初m)'

以外

中国

ブラジル

フィリピン

米国

無国籍

表 5 肉料 (:H身地)))'J外国人mJ，v，の人口mJ，'i;(1992"[，::1、)

一年少人U、生産作附人仁l、老年人仁1、児女:甲l合一

年少人口(11成以下) 生産'1附人IJ(15-61) 老年人仁1(65h:t以上) 外同人令録人口

総数 161，209(12.6) 総数 1，015，555(81.6) 総数 71，879(5.8)総数1，281，611(100.0)

男 82，371(12. 6) 51 530，871 (81. 5) 'JJ 38，201 (5. 9)功 13 651，150( 50.8) 

女 78，835(12.5) 女 514，681(81. 7) 女 36，675(5.8) !，( 630，191( 19.2) 

総数 109，911(16.0) 総数 514，530(71.8) 総数 63，673(9.3) 総数 688，114(100.0)

'J3 56，335(16.6) .9J 250，612(71.0) 'J] 31，715(9.1) 'J] 338，662( 19.2) 

女 53，606(15.3) 女 263，918(75.5) !，(・ 31，958(9.1) 女 349，182( 50.8) 

総数 51，268(8.6) 総数日31，025(89.5) 総数 11，206(1.9) 総数 593，199(100.0)

13 26，039 (8.3) YJ 280，259(89.6) 児 6，189(2.1) 9J 312，787(52.7) 

女 25，229(9.0) 女 250，766(89.3) 女 1，717( 1. 7) 女 280，712(17.3) 

総数 17，109(8.8) 総数 171，507(87.8) 総数 6，718(3.4) 総数 195，331(100.0)

男 8，760(8.5) 男 90，202 (87.7) 男 3，877(3.8) 13 102，839 ( 52.6) 

女 8，349(9.0) 女 81，305(87.9) 女 2，811(3.1) Y. 92，195( 17.1) 

総数 12，326 (8.3) 総数 135，266(91.5) 総数 211 (0.1) 総数 147，803(100.0)

男 6，223(7.1) 児 81，310(92.7) 児 146(0.2) YJ 87，679( 59.3) 

女 6，103(10.2) i，J: 53，956(89.7) 女 65(0.1) i，J: 60，124( 40.7) 

総数 2，669(4.3) 総数 59，107 (95. 5) 総数 142(0.2) 総数 62，218(1∞ 0)

児 1，286(11.4) 男 6，983 (83. 6) 9] 83 (1. 0) 男 8，352( 13.4) 

もι 1， :18:1(2. 6) !，( 52，121 (97.:l) !，( 59(0. 1) i，J: 53，866( 86.6) 

総数 5，041 (11. 9) 総数 35，398(83.3) 総数 2，043 (4. 8) 総数 12，482(100.0) 

9J 2，568(10.2) 男 21，461(85.2) 3J 1，171 (4.6) 9J 25，203 ( 59.3) 

女 2，473(14.3) 女 13，934(80.6) y. 872(5.0) 女 17，279( 40.7) 

総数 218(14.5) 総数 990 (65.9) 総数 291(19.6)総数 1，502(100.0) 

.9J 116(14.7) 児 505(64.2) 男 166(21. 1) 男 787 ( 52.4) 

女 102( 11.3) 女 485 (67.8) もι 12807.9) '(J: 715( 17.6) 

人口に占める ~~?Jfì(%) 男女の総数(%)はリ~J 9.. .割合
*'1附不!日J'J31名は人ul，¥IJ正数よりl除外した

法務付 r-u:Wf外国人統計 Jより何成
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4手

， 87 

， 88 

， 89 

， 90 

， 91 

， 92 

表 6 日本における父母の国籍(11\身地)別 IJ\~ヒ児数の年次推移

- 1987;ド~ 1 992年

-町町一』州目 父.l!jJじ どちらか一方が外国人

百件目MU 外国人* m.外向 父・外岡 父母共日木人

7，571(0.56) 5，538(0.11) 1，181(0.33) 

骨目・朝!I6，161 韓[~・朝I1 2，850 3，039 

17，596 中国 653 中間 803 287 1，336，636 

(1.30) 車問 199 車問 188 611 (98.70) 

その他町田 561 そ町他町田 1，697 517 

7，613(0.58) 6，615(0.50) 1，559(0.34) 

担問・閣!I5，986 韓国・I[!I3，018 2，992 

18，787 中間 761 ~'[l 970 292 1，302，832 

(1.12) 京国 182 荒田 195 699 (98.58) 

その曲目同 681 f町曲目目 2，132 576 

7，179(0.57) 7，390 (0.59) 1，786 (0.38) 

韓国側15，426 韓[l閣!I2，931 3，039 

19，355 中団 803 中国 1，069 312 1，231，626 

(1. 51) 車問 185 車問 171 786 (98.16) 

その他師同 765 そ町融制l:l，219 619 

7，159(0.61) 8，695(0.71) 1，991(0.11) 

韓間'~!I 5，253 韓国・国!I3，184 :l，018 

21，115 'I'~ 961 中国 1，261 375 1，207，899 

(1. 72) 主目 227 t[l 161 829 (98.28) 

そ町他町[l1，018 t~曲町田 4，086 739 

8，137(0.66) 10，027(0.81) 5，391 (0.11) 

韓同ー目I15，121 韓間・制!I:l，102 :l，l72 

23，555 中間 1，040 'I'[l 1，417 123 1，207，827 

(1.91) 荒田 220 王国 196 888 (98.09) 

そ円融町田 1，756 そ町地町田 4，982 908 

9，276(0.76) 11，658(0.96) 6，112(0.50) 

韓国朝1I1，916 韓国朝1I3，672 3，107 

27，046 中国 1，434 中間 1，855 536 

(2.22) 正目 276 正面 181 1，019 1，191，219 

そ町他時間 2，650傘キ その地刷l5，950 1，150 (97.78) 

7 ィ 'J~ ン 298 7 ィリ~/ 1，630 65 

9イ 156 担イ 173 17 

E目 82 員同 51 152 

17;ル 1，020 Mル 261 68 

ペルー 306 ペルー 1:l 21 

t~曲目同 788 そ町地司~ 492 821 

総数

1，351，232 

(100.00) 

1，321，619 

(100.00) 

1，253，981 

(100.00) 

1，229，011 

(100.00) 

1，231，382 

(100.00) 

1，218，265 

(100.00) 

(梢成比率%)

* 1987年以降、人口動態統計上の「日本における外国人の:b生児数Jは父 ・母Jt外国人の母親の国館別

山生児数(鱗:bでないI辻外国人の山生児を合む)である。

*ホ 1955;1:から 1991年まで人口動態統計調査裂の「同館jは「除問ー朝鮮J r ，，~，医IJ r米医[J rその他の

外国jの4区分のみであったが、 1992年 1月分の利益架から新たに「フィリピンJ rタイ J r英国j

「ブラジルJ rベルーJの5ヶl司がill加された。

厚生省「人口動態統計」より作成
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表 7 在日外国人母子~(JJ!統制 HH:i ( 1 9 8 8 11> 1 9 9 2 JI:区分)

R国人u 師同制11 '1'同 E同 t~ß IIH 

IIR町田自自由Hd 81，019 12，909 11，607 1，991 27，539 6，170，212' 

2月J¥*目人的出H置 39， 661 26，702 5，002 1，090 6，870 

死i!H主 5， 160 2，030 5'11 101 2，188 268，138 

タep]i*' (出産1)1) 57.8 1]5.2 1}1.5 18.2 82.9 11.6 

乳児死亡数 2'15 111 20 12 69 28，500 

~~H車(出生千)1) 6.2 5.1 1.0 11.0 10.0 1.6牟.

妊産約死亡数 11 2 ユ 。 9 587 

H産~U事(出生 1 Ji)1) 1.7 0.5 2.6 。 3.3 1.0 

ホ日本人山生児数の総数は6，214，627人であるが、そのI村に合まれる

夫日本人、安外 1):1 人の山生~'~]l{Ij'l ， 385人を除いた数

ホ*日本人乳児死亡事の1'):山には日本人山生児数の総数を分母にHJいた

j手生省「人口fVJmUft川Jより作成
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図 表 村録

Of32草 全国福祉事務所における在日外国人時子

の実態調査に関する図・表 ・資料)
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基{9 全国福祉 Jl~ 1~5 j目別i'f丑(1'"内iJ.:kぴイI効回答司王のJ山成分イli

帥品川叫 」由民:.w.:!t)
h一i一n一一_j(山2F103凶五日ili一一rul一-嵯一1一t一-JJIEASMhM玉虫，11」FE2LE J.Ul 世間 lhll! 

全国 1220 373 8<7 !)ij2 1 ~8 36~ ~6. 1 53.1 43.0 

北泌in 66 25 41 2~ 。 15 36.4 36.0 36.6 

見ut. 円古 15 7 8 11 5 G 73.3 71. ~ 75.0 
手i'f 25 12 13 11 G 5 H.O 50.0 38.5 
2~'.， 21 7 1 ~ 10 4 G 1¥7.6 57.1 ~2. 9 
松山 16 7 9 12 5 7 75.0 71.<¥ 77.8 
山眠 20 7 1;1 12 5 7 60.0 7 L ~ 53.8 
叩f! 27 15 12 15 9 6 55.6 60.0 50.0 
合計 12~ 55 6~ 71 3~ JJ 57.3 61.8 53.6 

岡県正以 28 8 20 15 5 10 53.6 62.5 50.0 
国本 20 8 12 " G 8 70.0 75.0 66.7 
J!fJfi 21 10 11 12 6 6 57.1 60.0 5 U  
埼玉 ~8 8 ~O 23 3 20 1¥7.9 37.5 50.0 
千郊 '0 9 31 15 4 11 37.5 1¥<1.4 35.5 
JltJ.i J7 5 '2 33 3 30 ~2. ~ 60.0 7 J. ~ 
神市川 50 6 ~， " 2 12 28.0 33.3 27.3 
合計 28' 5' 230 126 2~ 97 4U  53.7 42.2 

中:u lJii勾 35 15 20 18 8 10 51.' 53.3 50.0 
官山 12 3 9 6 2 4 50.0 66.7 4U  
石川 11 3 8 7 3 4 63.6 100.0 50.0 
!日I1 12 5 7 5 2 3 ~ J. 7 ~o. 0 <2.~ 
I!J到 12 5 7 4 3 33.3 60.0 1<.3 
1<'1J 28 10 18 16 G 10 ~1. 1 60.0 55.6 
敏氏1 26 12 1 ~ 1 ~ G 8 53.8 50.0 57.1 
1)同 26 5 21 7 。 7 26.9 。。 33.3 
X:'H 5< 9 <5 22 6 16 1j0.1 66.7 35.6 
合1ト 216 67 ，，~ ~~ 36 63 1¥5.8 53.7 <2.3 

近叫三町 20 ? 13 12 5 7 60.0 71. ~ 53.8 
星l){ 13 E 7 G 5 1¥6.2 16.7 71.<¥ 
Mt.5 33 9 2' 15 8 7 .j5.5 88. ~ 29.2 
大阪 66 3 63 13 12 19.1 33.3 I~. 0 
HI市 '8 13 35 27 7 20 5G.3 53.8 57.1 
出良 " 3 11 3 2 21.4 33.3 18.2 
和歌山

" 7 7 7 3 4 50.0 '2.9 57.1 
合5ト 208 48 160 83 26 57 39.9 5'.2 35.6 

中国 鳥取 7 3 4 3 2 42.9 66.7 25.0 
ぬIQ 15 7 8 7 3 4 ~6.7 ~2.9 50.0 
岡山 25 9 16 12 3 9 <¥8.0 33.3 56.3 
広品 28 8 20 I~ 3 11 50.0 37.5 55.0 [I[口 21 7 " 8 2 E 38.1 28.6 ~2 . 9 
合計 96 3~ 62 4~ 13 31 45.8 38.2 50.0 

四国 砧品 10 6 5 2 3 50.0 33.3 75.0 
暫川 10 5 5 9 5 4 ~o.o 100.0 80.0 
~股 21 9 12 7 3 4 33.3 33.3 33.3 
~~JI 15 6 。 10 5 5 66.7 83.3 55.G 
合計 56 26 30 31 15 16 55. ~ 57.7 53.3 

九州 問問 46 10 36 21 4 17 45.7 40.0 47.2 
佐)( 10 3 7 8 2 6 80.0 66.7 85.7 
民叫 18 10 8 11 8 3 61.1 80.0 31.5 
11，* 22 11 11 12 E 6 5.j.5 5U  5<¥.5 
大分 17 B 11 2 4 35.3 33.3 36.4 
宮崎 " 5 9 8 4 4 57.1 80.0 .1<1.4 
血~'Jtn 28 " " 13 7 6 -16.-1 50.0 42.9 
会11 155 59 96 79 33 46 51.0 55.9 47.9 

仲同 15 5 10 5 3 2 33.3 60.0 20.0 

:; A企脱却白L且立旦Ii:!l!.u
札幌市 9 
仙台市 5 
!I!京区吊¥ 46 
t高iHiIi 17 
川崎市 9 
名古目。1i lG 
京同市 13 
大町i!j 24 
仲戸iIi 10 
lt向ili 8 
北九州，!i 9 
1;¥岡市 7 
:n ~t 173 

型組血年L一一」刷庇乱立正L
J 33.3 
1 20.0 

11 37.0 
3 17.6 
1 11.1 
1 6.3 
4 30.8 
2 8.3 
5 50.0 
2 25.0 
4 H.~ 
5 71.4 

.1.!1...一一ー一一---'l.，
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表 10 調査対象福祉事務所における管内人口基本来iftfil

全域 i!iml l¥Ilml 

管内総人口

合計 GO，212，G03 11，212，311 19，000，289 

平均 107， 110 113，220 95，9Gl 

1量小 2，691 18，700 2，691 

忠大 603，318 G03，318 512，371 

データ数 562 361 198 

管内外国人登 録者

合計 398，771 381，911 13，830 

平均 1，066 1， 191 271 

I証小

応大 12，5G9 12，5G9 1，138 

デ-;z数 371 323 51 

(単位)人数
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全I1H日111:')¥務所における外i1J 人制J~ のイï !J!lに|到する j由成分布

士3免
r・'マ百7」4U11仇lド % " 血血KlI~ 1m  (F_U____jH i:~あり ff6) m!'".~ ，，" % ~，)1. 韮i.t (早川川:<1ぁ円 f") 111 :1'~!i し(%)

全!日 559100.0 306 5~. 7 253 45.3 361 100.0 268 H. 2 93 25.8 198 100.0 38 19.2 160 80.8 

北絢;n 24100.0 12 50.0 12 50.0 15100.0 12 80.0 3 20.0 9100.0 o 0.0 9100.0 
100.0 JfHt 内r: 11 100.0 ~ 36. >¥ 1 63.6 6100.0 3 50.0 3 50.0 5100.0 1 20.0 4 80.0 岩手 11100.0 2 18.2 9 81.8 5 100.0 2 40.0 3 60.0 6100.0 o 0.0 6100.0 };:峨 10 100.0 6 60.0 4 40.0 6100.0 5 83.3 16.1 4100.0 1 25.0 3 75.0 駄111 12100.0 6 50.0 G 50.0 1100.0 6 85.1 1 I~. 3 5100.0 o 0.0 5100.0 lll/~ 12 100.0 G 50日 (j 50.0 7100.0 5 71. ~ 2 28.G 5100.0 I 20.0 4 80.0 出向 15100.0 4 26.1 1I 73.3 6100.0 >¥ GIi.1 2 33.3 9100.0 o Q.O 9100.0 合計 71 100.0 28 39.4 43 60.6 31100.0 25 67.6 12 32.4 34100.0 3 8.8 31 91.2 
100‘。阿見e ;HI. IS 100.0 11 13.3 >¥ 26.7 101日0.0 9 90.0 10.0 5100.0 2 40.0 3 6目。栃木 14100.0 10 71.4 4 28.6 8100.0 5 62.5 3 37.5 6 100.0 5 83.3 I 16.1 CI1再 12100.0 6 50.0 6 50.0 6100.0 6100.0 。。。 6 100.0 o 0.0 6100.0 埼玉 23 100.0 20 87.0 3 13.0 20100.0 19 95.0 1 5.0 3 100.0 1 33.3 2 66.1 千!Il 15100.0 9 60.0 G 40.0 11 100.0 8 72.1 3 21.3 4 100.0 1 25.0 3 75.0 JI!jj{ 33 100.0 26 18.8 1 21.2 30100.0 26 81i.7 4 13.3 3100.0 。。。 3100.0 紳奈川 131目0.0 9 69.2 <1 30.8 11100.0 8 12.1 3 27.3 2100.0 1 50.0 1 50.0 合計 125100.0 91 72.8 34 27.2 96 100.0 81 84.4 15 15.6 29100.0 10 34.5 19 65.5 
100.0 '1'1.0 '}jiQ 18 100.0 10 55.1i 8 44.4 10100.0 1 70.0 3 30.0 8100.0 3 37.5 5 62.5 ?宮山 6 100.0 4 66.1 2 33.J <¥ 100.0 4 100.0 o 0.0 2 100.0 o 0.0 2100.0 石川 1 100.0 14.3 6 85.7 4 10日日 1 25.0 3 75.0 3100.0 。。。 J 100.0 1:IJf 5 100.0 4 80.0 1 20.0 3100.0 3100.0 o 0.0 2 100.0 1 50.0 1 50.0 山車l 4 100.0 2 50.0 2 50.0 1 10目。 1 100.0 o 0.0 3 100.0 1 33.3 2 66.7 /;;野 16 100.0 9 56.3 1 ~J. 8 10100.0 7 70.0 3 30.0 6 100.0 2 33.3 4 66.7 lij:f，¥ 14100日 9 64.3 5 35.7 8100.0 8100.0 。。。 6 1目。。 1 IG.7 5 83.3 "問 7100.0 51¥.4 2 28.6 1100.0 5 7!.~ 2 28.6 0 100.0 o 0.0 o 0.0 畳間 22 100.0 13 59.1 9 40.9 16100.0 13 81.3 3 18.8 6100.0 o 0.0 6100.0 合計 99100.0 57 57.6 ~2 42.4 63100.0 ~9 77. 8 14 22.2 36 100.0 8 22.2 28 77.8 
100.0 近Il!. 三Ifi 12100.0 5 41.7 7 58.3 1100.0 4 51.1 3 42.9 5 100.0 1 20.0 4 80.0 IsJI 6100.0 5 83.3 1 16.7 5100.0 <1 80.0 1 20.0 1100.0 1100.0 o 0.0 京師 15100.0 9 60.0 6 40.0 1100.0 G 85.1 I 14.3 8100.0 3 37.5 5 62.5 大阪 13100.0 11 8~. G 2 15.4 12100.0 1I 91.1 I 8.3 1100.0 o 0.0 1100.0 兵'" 26 100.0 20 76.9 6 23.1 19100.0 18 94.7 I 5.3 7100.0 2 28.6 5 71.4 l:Ill 3100.0 1 33.3 2 66.7 2100.0 1 50.0 1 50.0 1100.0 o 0.0 1 100.0 111司~l iJ 1100.0 3 42.9 4 57.1 4100.0 2 50.0 2 50.0 3100.0 I 33.3 2 66.7 合計 82 100.0 54 65.9 28 34.1 56100.0 46 82.1 10 17.9 26100.0 8 30.8 18 69.2 
100.0 ~I!I .Mt 2100.0 。。。 2100.0 。100.0 o 0.0 o 0.0 2 100.0 o 0.0 2100.0 1>1. 7 100.0 3 42.9 4 57.1 4100.0 3 15.0 t 25.0 3100.0 o 0.0 3 100.0 岡山 12 100.0 6 50.0 6 50.0 9 100.0 G 66.1 3 33.3 3 100.0 o 0.0 3100.0 Ii:r‘ 14 100.0 8 57.1 G 42.9 11 100.0 7 63.6 4 36.4 3 100.0 1 33.3 2 66.7 山口 8 100.0 6 75.0 2 25.0 6 100.0 5 83.3 1 16.7 2 100.0 1 50.0 1 50.0 合 I1 43 100.0 23 53.5 20 46.5 30100.0 21 70.0 9 30.0 13 100.0 2 15.4 11 84.6 

四llJ I~(! 5100.0 3 60.0 2 40.0 3100.0 2 66.7 1 33.3 2 100.0 1 50.0 1 50.0 曽川 9 100.0 3 33.3 6 66.7 ~ 100.0 2 50.0 2 50.0 5100.0 1 20.0 <1 80.0 置限 7100.0 2 28.6 5 11.4 <1 100.0 2 50.0 2 50.0 3 100.0 。。。 3 100.0 偽創1 10 100.0 3 30.0 7 70.0 5 100.0 3 60.0 2 40.0 5 100.0 o 0.0 5100.0 合計 31100.0 11 35.5 20 64.5 16 1日0.0 9 56.3 7 43.8 [5100.0 2 13.3 13 86.7 
九州 抽岡 21100.0 12 57.1 9 42.9 17 100.0 11 64.1 6 35.3 4100.0 1 25.0 3 15.0 佐1( 8100.0 <1 50.0 <1 50.0 6100.0 4 66.7 2 33.3 2100.0 o 0.0 2 10日目

lHー
11 100.0 2 18.2 9 81.8 3 100.0 1 33.3 2 66.7 8 100.0 1 12.5 1 87.5 問本 12 100.0 2 16.7 10 83.3 6100.0 2 33‘3 4 66.7 6 100.0 o 0.0 6 100.0 火分 6 100.0 I 16.1 5 83.3 4100.0 1 25.0 3 15.0 2 100.0 o 0.0 2100.0 'H附 8 100.0 3 37.5 5 62.5 4100.0 2 50.0 2 50.0 4 100.0 1 25.0 3 75.0 血児島 13100.0 3 23.1 10 76.9 6 100.0 3 50.0 3 50.0 7 100.0 o 0.0 7100.0 合 11 79 100.0 27 34.2 52 65.8 46100.0 24 52.2 22 47.8 33 100.0 3 9.1 30 90.9 

川市首 5100.0 3 60.0 2 40.0 2 100.0 1 50.0 1 50.0 3 100.0 2 66.7 1 33.3 

制合(%) 線長:名 3を綜〈且企阻止FtsiIi
品 "N.'. lHt 司 f f*U内 AIIlt長あり・ f~同}am読むしq {p%p 】

-9~ -

2 66.7 
o 0.0 
2 11.8 
1 33.3 
o 0.0 
o 0.0 
1 25.0 
o 0.0 
o 0.0 
o 0.0 
1 25.0 
o 0.0 

L___[ι且

1 33.3 
1100.0 

15 88.2 
2 66.7 
1100.0 
1100.0 
3 75.0 
2 100.0 
5 100.0 
2 100.0 
3 75.0 
5100.0 

.1.I__!U 

3 100.0 
1100.0 

17 100.0 
3100.0 
1100.0 
1100.0 
4100.0 
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5100.0 
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5 100.0 
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何人m.am

50JJ~ 

50'¥-99'¥ 

100Jd99，¥ 

500，¥司999人

1000，¥-4999'¥ 

印00，¥-9999，¥

10000Ml-

合計

点 12 焔 IJI:'j'J;jiJiにおりる iljm~ ，m~ ;11~ Wl外1五l人制1;1員のイ111民

件目 Á!I~h\h'l 品目人目~h\なし 合計

lli m~ 268(71.2) 93(25.8) 361(100.0) 

lll~ [~~ 38 (19.2) 160(80.8) 198(100.0) 

合計 306(51.7) 253(15.3) 559(100.0) 

χ'= 15G. :18G2 df=1 1'<0.001 (%) 

事， 13 全国初祉 事務所における m.j¥I¥BI¥別匂内外国人登録者の附紋別

外国人相談ケースのイTIli( 

全tま 司i5， 百日i!l

間人間h'l *1'\唱~IJL 合II 間人目uリ 間人間なし 合計 野目MUiI *wm  合計

1O( 31.5) 19(65.5) 29(100.0) 10( 50.0) 10(50.0) 20(100.0) 。(0.0) 9(100.0) 9(100.0) 

12( 30.0) 28(70.0) 40(100.0) 12( 44.4) 15(55.6) 27(100.0) 。(0.0) 13(100.0) 13(100.0) 

77(63.1) 45(36.9) 122(100.0) 71( 69.6) 31(30.4) 102(100.0) 6( 30.0) 14( 70.0) 20(100.0) 

47( 70.1) 20(29.9) 67(100.0) 4S( 76.7) 14(23.3) 60(100.0) 1( 14.3) 6( 85.7) 7(100.0) 

91( 87.5) 13(12.5) 104(100.0) 89( 87.3) 13(12.7) 102(100.0) 2(100.0) O( 0.0) 2(100.0) 

9(100.0) 。(0.0) 9(100.0) 9(100.0) O( 0.0) 9(100.0) 。(0.0) O( 0.0) 0(100.0) 

3000.0) 。(0.0) 3(100φ0) 3000.0) 0(0.0) 3(100.0) 。(0.0) O( 0.0) 0(100.0) 

249( 66.6) 125(33.4) 374 (100. 0) 240( 74.3) 83(25.5) 323(100.0) 9( 17.6) 42( 82.4) 51(100.0) 

;明合(%) 
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表 14 福祉 lH，f~i JiJiにおりる外 [k[;Uiに対)，L;できる 11，li.f1のイ1M

外国 ~)I応目 ilh り 再 I~~)I応目 il なし 合日|

持目人!I証'r-Hリ I 112(38.2) 181(61.8) 293(100.0) 

見I!A!IH-).なし 53(25.1) 158(71.9) 211(100.0) 

合計 I 165 (32. 7) 339 (67.3) 501( 1 00.0) 

χ'=9.5691 df=1 pく0.01 (%) 

表 15 全国初祉事務所における外 111J.'~ 対応可能 )I，1Xf1の言 :t，~

(品i数回答)

外国 J.'i 放 (%) 

英語 160 (72.7) 

'1' {]I訳 33 (15.0) 

ハングル初 12 (5.5) 

;1( )レトガ )v~li 5 (2.3) 

担 jjログ;!月 1 (0.5) 

その{也 9 (1. 1) 

合 nl' 220 (100.0) 

l当答s(165 
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表 1G 布H止 ~J ~ ，f;~ j~i における外 1}I ;tð ;t長 1~1 の イ1111\

州政川})I} *lqH川なし 合口|

耳目人目H-Ahり 1 25(9.1) 251(90.9) 27G(l00.0) 

件目入国主ケ-:!なし I 8(3.8) 201(9G.2) 212(100.0) 

合 31. I 33(G.8) 155(93.2) 188(100.0) 

χ'=5.3101 df=1 p<O.05 (%) 

表 17 全国福祉事務所における外国却系 l村告の言語

系 I村i'1

英 語

rjl国語

ハングル日lf

ポルトガルn5

-$1 jjロゲ 35

その他

(彼 '!IJ.凹符)

数(%)

20 (35.7) 

15 (2G. 8) 

8 (11.3 ) 

5 ( 8.9) 

1 ( 7. 1 ) 

1 ( 7.1) 

合n1. 5G (100.0) 

E!I答数日
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!t{ 1 8 全 111稲川事務所における口必の辿じない外|主l人〈の対)，t;)J i1、

(品iJ8. 1~1 容)

対 応方 W J8. (%) 

~毛談者が通訳を同作 (1日J fl'して bらう) J 12 (10.5) 

通訳者を依 ~Ji， る(払，\ 111: lJi'-J~1 j~r から) 92 (33.3) 

身仮リー手仮リ、 10:J淡で対)，t; 17 (17.0) 

テキスト(外 III ，;I: 会 ~tÎW ・ ニf 引 j'f) の使川 6 ( 2.2) 

その仙の万法 19 ( 6.9) 

合日l' 276 (100.0) 

凹答:数221

表 l日 全国福祉事務所におけるオーパースティケースへの対応について

t-II;Iティト;lJ;'I* ト 11-;1子ィj"-;lH** 合日|

①凶日仰Hò~閣で制・ j惜 している 38 ( 73. 1) 58( 63.0) 96(66.7) 

②在日間のない「刊日 J 叫 ~Il 自由 1/応していない 1( 7.7) 18 ( 19.6) 22 ( 15.3) 
③その他 10 ( 19.2) 16 ( 17.1) 26 ( 18.1) 

ムにJ 川iH 52(100.0) n(loo.O) 111(100.0) 

牟 ~.~f， GH( 市 *~ ~f， 385H( 1E/:t.S=数(%)
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政 20 全 l:hl11，¥ 1il: !FÆ;~jJi におけるオーパースティ m 設ケース協 )J 公的ぬ IJ!J

協 )J公的機関

他の福祉郎日li

(助産車t 月 r~ ， 財人相よ市、 u位、 ~~aj品崩事)

保ill!iJi

iIi町村

(直 E 町 H'~時間 ~tll 、，ÞRßIH" þ 町田 v.n)

大使館・領苧加

入国管耳n日 ー法務 省

J 耳 ~'G

祭祭

その他の機関

-rrι:1 

(組放 1I11~キ)

トパー1ティト;I{iリトル;lTィトHc介，1I(%)

13 ( 2:1. G) 30( 32.G) 13( 29.3) 

11 ( 20.0) 12 ( 13.0) 23 ( 15.6) 

11 ( 20.0) 1 G ( 17.1) 27 ( 18.1) 

5 ( 9. 1) G( 6.5) 11 ( 7.5) 

7 ( 12.7) 9( 9.8) 16 ( 10.9) 

H 7.3) H 3.3) 7 ( 1.8) 

2( 3.6) 8 ( 8.7) 10 ( 6.8) 

2 ( 3.6) 8( 8.7) 10 ( 6.8) 

~;G(100.0) n(100.0) 117(100.0) 

ml~ 紋 83

表 21 全国福祉事務所における!}~1立法び妊産婦111談ケース円以の 11:次Jfl移

1 9 8 8 JI' ~ 1 9 9 2 11' 

Sド 日本 AJI~U 日本人目日 {';日| 県 Im~u 持 I~人H 合目|

88 69，130 230.288 299.718 169 1J3 302 

89 75.003 257.087 :132.090 213 181 391 

90 76.786 287.878 361.661 330 298 628 

91 81.611 285.669 370.313 102 1G8 870 

92 85.389 278. 160 363.519 5GO 980 1.510 

A口 u引 h 391.252 1.339.082 1.730.331 1.671 2.0GO 3.731 

凹答:数126
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2 祈 111-.'1'務所における外l仇l入車f;-~州

相談人数の図主主ー JI'次 ~JIJ舵砂
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J<22-6 折hドド務所における外同人好派知

制談人放の田知 ー<1次別剖E移

比企社

18 66 
20 56 
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1 2 
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9 1 
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J<22-8 抗州 'J>務所における外国人~r- frt姉
相談人数の国f:¥. ~I 次別推移
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位企盆

1 1 
o 1 
o 0 
o 0 
o 0 
1 2 
2 4 

1<22ー l日 制hI:'J;J:古川における外同人好尚姉

相 1克人政のJ]'J1:1¥.41次別推持

f111110'1) 

R R9 90 91 9 
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ベルー
そり他
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点 23-2 稲川 JH務所における外国人併尚姉

1U:l長ケースr!H仁¥"JfHII・{1'.1欠))IIIIW'
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その他3
不191

祈 Ilo'J'務所における外国人好尚姉

相設ケースの在留資的ー '1'次別JIU;l;

，t)比一一一一一
叩 91 92合 計

9 8 12 37 
1 1 1 5 
o 0 1 1 
24 25 35 122 
1 1 2 8 
o 0 1 2 
o 0 0 0 
o 1 0 1 

35 36 52 116 
回答融 16 

盤
E
o
o
m
-
-
o
o
n

盤
2
2
0
日
3
0
0
0
益

五盟主.td...__!自主
日本人配偶者

組制滞在

興行

冊学位字

永住者
「不陸在留」
その他
不明

量t23 -9 

企社
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求 24- 2 稲hl:'l'務所における外1'1人児以
相談人数1])凶鯖 '1'次};IJ舵移

以幽担
比一.ll__2t企社

o 0 0 0 
1 1 1 3 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 2 0 2 
1 3 1 5 

組

0
0
0
0
0
0
0

間
4
0
0
0
0
0
0
0

国広一_J[盗
アクア
，~国 .IAII
g川盟
フィリピノ
タイ
ベトヅム
その他

合II

閉アメリカ
ブラジJレ

ベルー
そ白他

祈 II，'J'務所における外国人児J円

高n主人数の困鯖 e 年次別舵砂

88 89 90 91 92 イ~U

123 236 235 215 280 1089 
23 34 43 77 125 302 
3 8 22 34 U4 131 
o 0 I 2 5 8 
G 7 7 12 20 52 
1 2 4 9 11 

156 281 309 344 503 1599 

米 21-1

血盛一一____!f盆
アジア
"国明昨

'1'国
フィリピン
タイ
ベト7ム
その他

合計

附アメリカ
プラクJレ
ベルー
その他

0

2

2

0

0

0

0

8

7

 1
』・

9
4

o 0 0 
1 0 1 
1 0 1 

o 0 0 

o 0 0 

o 0 0 

o 0 0 

4 3 4 

ι一一.L__l
回容量5

0

0

0

0

0

0

0

4

2

 

0

0

0

0

0

0

0

3

3

 

ι』Z
 

A
白

カリ
カ

メ
リ
他

ア
メ
町

北

ア

そ

合計

ヨーロッ，、r

イギリス
その他

合計

アフリカ

~セアニア

その他

国籍不明

日本国時

益企E上

194 
225 
13 

432 

8

8

6

3

 

2
3
 

7
4
1
 

8

9

 

o 3 2 0 3 
3 :; 3 iI 13 
3 8 5 4 IG 

o 0 0 0 3 

o 0 0 1 0 1 

1 0 0 0 1 8 

6 6 II 6 II 40 

38 44 13 91 166 418 

234 384 439 ち31 IldO 2728 
回答般 152 

7
6
8
1
 

3

1

6

 

1

2

3

 

3
7
3
3
 

3

4

 

9
4
3
 

6

7

 

加
。
初

2
0
i
3
 

8
0
8
 

2

2

 

7
2
1
0
 

9
0
9
 

2

2

 

5
0
5
 

2

2

 

合剖

北アメリカ
アメリカ
その他

合計

ヨーロッ，ぐ
イギリス
そ0)1也

合計

アフリカ

オセアニア

そ(1)他

国籍不明

日本国滞

益企匙

稲1仕事務出における外四人!N.，'i'~ 
相談人数の図餓・ '1'次日IJ推移

~こ 92 -ftll 

13 10 130 42G 
19 31 63 146 
II 16 34 66 
1 2 2 5 
6 10 II 40 
o 2 4 8 

110 131 244 691 

~ 

16 77 
10 11 
3 2 
o 0 
6 1 
1 1 

96 104 

表 24-4

凶貨一一一一生盆
アンア
~国ー朗昨
'1'閏
フィリピン
タイ
ベトナム
その他

合前

向Iアメリカ
プラジJレ
ベルー
そ0)1也

稲州 JI.. ，f;~dl における外国人児!'i'~
相技人数の国知・年次別IfW:

比企E上

22 11 
12 46 
3 12 
o 0 
o 0 
3 3 
40 132 

1
5
7
7
0
0
0
9
 

3

1

1

3

 

盟

問

8
2
0
0
0
幻

的
一
同

4
0
0
0
0
H

関
一
日

5
0
0
0
0
叩

点 21-3 

E畳一一___!f!k
アジア
11因。朋針

'1'国
フィリピノ
タイ
ベトナム
その他

合!I

~I アメリカ
プラジノレ
ベルー
その他

19 
206 
4 

289 

7
1
2
0
 

6

0

7

 

2

2

 

1
5
i
7
 

ιa 
E
 

合

カリ
カ

メ
リ
他

ア
メ
の

北

ア

そ

合計

北アメリカ
アメリカ
その他

合計

ヨーロッ，マ
イギリス
そ0)1也

3
0
3
 

E

6

 

3 2 0 1 6 
2 0 2 8 12 
5 2 2 9 18 

o 0 0 0 0 

o 0 0 0 0 

o 0 0 4 4 

4 1 4 1 25 

19 40 50 19 205 

159 186 242 610 1395 
回害蝕 50

7
0
7
 

5

5

 

2
0
2
 

3

3

 

5
0
5
 

2

2

 

7
0
7
 

2

2

 

2
0
2
 

2

2

 

0

0

0

0

0

0

3

げ

血

合計

ヨーロッ，マ
イギリス
モ0)1也

合計

アフリカ

オセアニア

そ町他

IB鰭不明

日本国籍

益企盆

E
4
0
 

2

0

2

0

0

0

3

ロ

出

o 0 
o 0 
o 0 

o 0 

o 0 

o 0 

o 0 

5 2 

~ 
図書世 15 

0

0

0

0

0

0

1

2

8

 

1
 

0

0

0

0

0

0

2

2

m

一

合計

アフリカ

1セアニア

そり地

国師不明

日本国措

盆企匙
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災 21-6 稲llc'!;務所における外国人児抗

相設人数の回総・ ~I'次別推作

88 89 90 9' 92 {}J十

3 115 112 101 98 429 
2 7 7 12 27 55 
o 2 0 2 4 8 
o 0 0 0 0 0 
o 0 1 2 9 12 
o 0 0 0 2 2 
O 124 120 117 140 506 

盟畳一一___!f広
アジア
"国朝鮮
中国
フィリピノ
タイ
ベトヅム
その他

合計

閉アメリカ
ブラジJレ
ベル
その他

稿祉事務所における外国人児威

相設人数の0'1軒1・年次別1ft移

思企赴

9 21 
8 17 
16 29 
3 3 
o 0 
o 2 
36 72 

-
4
2
7
0
0
0
3
 

t

l

 

盟

4
2
4
0
0
l
H

盟

3
3
2
0
0
1
9

盟

1
2
0
0
0
0
3

表 21-5

盟畳一一一_![!包
アジア

"問・朗幹
中国
フィリピン
タイ

ベトナム
その他

合計

開アメリカ
ブラヅJレ
，、Uレー
その他

2
1
8
1
 

4

1

6

 

4
0
5
0
 

3

1

5

 

o

o

o

u

m

 

o 0 0 0 0 
o 0 0 0 2 
o 0 0 0 2 

o 0 0 0 1 

o 0 0 0 0 

o 0 0 0 0 

o 0 0 0 0 

4 2 2 5 14 

9126 124 131 209 
回害放24

合計

Jtアメリカ
アメリカ
その他

合計

ヨーロッ，マ

イギリス
その他

1
3
0
4
 

5

5

 

1
2
0
3
 

3

3

 

3
1
0
4
 

i

l

 合計

北アメリカ
アメリカ
その他

合計

77リカ

材セアニア

その他

国鰭不明

日本国籍

益企匙

0

2

2

0

0

3

川

河

辺

元晶言号2

o

l

1

0

0

0

1

9

匙

O

O

O

D

O

l

l

7

珪

合計

ヨーロッ'ぐ
イギリス
そ申他

合計

77リカ

オセアニア

その他

国措不明

日本国絡

益企E

盟企匙

5 54 
o 0 
1 1 
o 0 
o 0 
o 0 
G 55 

求 24-8 稲祉事務所における外国人見出

相故人数の困餅・年次別舵抄

お

8
0
0
0
0
0
8

組

問

0
0
0
0
0
日

盟

問

。

0
0
0
0
凶

鎚

凶

0
0
0
0
0
凶

国賓一一一一生盆
アジア
鱒国叩n
'1'国
フィリピノ
タイ
ベトナム
その他

合言l

I制アメリカ
プラジノレ
ベルー
その他

旦企匙

8 52 
1 1 
1 2 
o 0 
o 0 
o 0 
10 55 

稲l，c4;務所における外国人児以

相読人数の図餓ー ~I 次別般移

f'1'岡〕

担""A 

11 

12 

迎

9
0
0
0
0
0
9

盟

H
0
0
0
0
0
H

h
U
0
0
0
0
0
日

梨 24-7

国箆一一一~
アジア
'*由。朝鮮

中国
フィリピン
タイ
ベトナム
その他

合計

fflアメリカ
プラジJレ
，、，)(.，ー
そ白他

合計

ゴbアメリカ
アメリカ
その他

合計

ヨーロツ'マ
イギリス
その他

合計

Jtアメリカ
アメリカ
その他

合計

ヨーロッ，<
イギリス
そ白地

0 

55 

斗7

0 
0 
0 

0 

o 1 

o 0 1 

o 0 0 

7 14 24 

20 24 34 
回害融6

0

0

6

0

0

0

0

6

辺

0

0

0

0

0

0

0

4

U

 

合11

アフリカ

オセアニア

その他

由席不明

日本国籍

益企笠

。
叩
叩

l

o

o

o

日

む

o 0 
2 2 
2 2 

o 0 1 

o 0 0 

o 0 0 

o 0 0 

2 4 4 

IIー___lL_j且
回答融 10 

0

2

2

0

0

0

0

2

民

0

3

3

0

0

0

0

1

7

 

i
 

合計

77リカ

~セアニア

そり他

国11不明

日本国籍

益企社
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;{2~ - 10 稲N'J・務所における外l吋人児品

相殺人放の['[:Yi¥.'1次別J!l1"t

印国i
~主企且

o 0 0 
o 0 0 
o 0 0 
o 0 0 
o 0 0 
o 0 0 
o 0 0 

問

。

0
0
0
0
0
0

砲

0
0
0
0
0
0
0

l!l1Il___!雇
Yジア

"困 11111-
'1'国
フィリピノ
タイ

ベトヲム
そ0)10

合引

間アメリカ
ブラジノレ
ベルー
その他

;{ 2 -1 日 稲川小務所における外向人!N..'I¥
相殺人数の国土:n. 11・次別Jftf.j.，

位.itJ.l.

8 30 
13 34 
5 13 
o 0 
o 0 
o 0 

26 83 

引

4
6
8
1
0
0
0
日

盟

H
B
5
0
0
o
n

2
7
3
2
0
0
0
2
 

8

i

 

制
-
4
4
0
0
0
0
8

E畳一一___!u主
アジア
'~I司 !Jl lf.
中間
フィリピノ
タイ

ベトナム
その他3

合計

問アメリカ
ブラジル
ベルー
その他

十R
 

A
口

y
 

プリ
カ

メ
リ
他

ア
メ
の

北
ア
そ

5
2
0
7
 

十
'u 
A
U
 

カH
1
'
古
川
げ

メ
リ
他

ア
メ
わ

北
ア
そ

0

0

0

0

0

0

0

0

 

o 0 0 
o 0 0 
o 0 0 

o 0 0 

o 0 0 

o 0 0 

o 0 0 

o 0 0 

!!..__Q___Q 
悶害鍬 l

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

合計

ヨーローノ Jぐ

イギリス
そのf也

合計

アフリカ

~セアニア

その他

団施不明

日本国鰭

盆主主

0

0

0

1

0

0

2

9

5

 

1
 

話トオ

0

0

0

0

0

0

0

0

7

 

0

0

0

0

0

0

0

0

旦

合計

ヨーロッ，、t

イギリス
その他

合計

アフリカ

オセアニア

そり他

国機不明

日本国籍

益企E

10G 



点 25- 1 稲川'1'務所における外四人見山

相以ケースの11官'1'ill1'， . <l'Ix ))lJjI"~ 

立血豆血___.i[注
目本人の子
姐刷局在(阻止}
!I<住者
「不能在町」
その他
不明

囚よ一一一一一一Mm 叩引 92合 計

23 41 61 63 317 505 
5 1 13 20 25 10 
18 94 116 133 183 604 
1 4 5 5 15 30 
2 6 16 34 86 144 
8 11 11 10 60 100 

会 肝 117 11i:l 'n?: ?:IiS fiRfi 1日3
回答蝕 I20 

表 25-3 机 11r.'1も務所における外国人児以

相政ケースのfE官'l'i':OI¥'<1'1史)!IJjjf移

函亙.Id.____!!'o盆
日本人の子
姐朋滞在{阻止)
氷住者
「不能在留J
その他
不明

且1
88 89 叩 91 92令 計

2 3 4 4 5 18 
3 2 6 14 5 30 
10 10 13 17 19 69 
o 0 0 0 0 0 
o 0 0 2 4 6 
2 I I 2 5 11 

令計 11 IIi ?:d 39 38 134 
回寄金t9 

点 2 5-5 招 llr.'I'務所における外国人児哨

相殺ケースのtEWmm・<1'1虫)!IJjIU;jO

no函

n:世白血 生出 88 89 90 91 92官II
日本人の子 3 13 14 22 43 95 
婦別府在〈阻止〉 2 3 3 I 11 26 
ホ住者 2 4 5 6 18 
f不法在留J 。。。。3 3 
その他 2 3 10 17 33 
不明 3 2 3 5 14 

合計 9 25 21 31 91 189 
図書量生 26

点 25-7 N.HIいれ務所に白ける外国人児li¥

相談"ースのtE官1ft桝・ <1次)jIJjIUJ

~回l
4E買!~flpk 88 89 90 91 92合計

日本人の干 4 4 5 6 23 
姐胡i市在〈祖先〉 。。。。
水住者 13 11 9 12 12 51 
「不怯在胃」 。。。。。。
その他 。。。。
不明 。。。。。。

合II 17 15 13 !1 20 82 
回害量生9

表 25-9 ~吊 llr.併務所における外国人児以
相技ケースの布留ま111¥・<1'.1女別JlUJ

.t!1l 
n:盟E血!E盛田回目 ll...__1Z古11
臼本人町子 6 14 5 16 42 
組制服在 (U)~) 。。3 2 。 5 
!I<住者 33 38 33 34 32 170 
「不法在剖」 。。。。5 5 
その他 。。。。
不明 。 。。2 3 

{Kォ， u，ιa 34 45 50 11 50 226 
回苔舷 I3 
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;'<25- 2 抗 ld'.*務所における外同人見れ

itlJ員ケー ス由花官'I'ilm'<1 '. 次 ~IJjlm

五盟.iUL....!f広
日本人の子
幅削I品在{岨)~)
水位r.
「不法在留」
その他
不rYI

88 凹面白山缶百「
o I I I 4 1 
o 0 0 I 0 I 
o 0 I 0 0 I 
o 0 0 0 0 0 
o 0 I 2 2 5 
3 3 3 2 I 12 

令計 3 4 (i r. 7 '}r， 

回答蝕5

争点 25-11 稲川 JJ~務所における外国人児 '1'(
相談ケースの花的資的・ '1'.次別JIU主

はl:L_一一一
立血豆血
臼本人0)子

年次 88 89 90 91 92合計

組NJi~在(阻先)
j}<住者

『不U在悶J
~o)f也

不明

13 14 24 23231 311 
o 2 I I I 5 
3 8 ~ n % IU 
I 2 5 2 6 16 
o 3 9 15 5d 81 
2 3 5 3 43 56 

合計 19 32 78 9fi ol.37 fi(i2 
凶菩 ， I 

点 25一 目 指州 '1与務/9;における外国人!N.li'~
相殺ケースのずEwmm.<1'1;:別llU多

丘血豆血___.i[広
日本人の子
組問市在〈阻止}
永住者

「不11在官」
そ便り{色

不明
企II

88 89 叩叫ド官官「
o 0 0 I 6 1 
o 0 0 I I 2 
3 11 11 11 13 49 
o 2 0 3 1 6 
1 0 2 5 5 13 
o 0 0 0 4 4 
413  13 21 30 81 

回答数 1.

梨 25 - 8 .fiõ;HIIA~務所における外国人児拭
.f11:責ケースの1r:rt(nffl.・<1'-1主)!IJjIUJ;

.n:盟EmiCJK 8R89 90 91 92合計
¥J木人0)子 。。。 2 0 2 
組制滞在〈阻j~) 。。。o 0 0 
;}<住者 14 12 10 6 5 41 
「不自.在間J 。。。o 0 0 
そqリ1$ 。 o 2 4 
不明 。。。o 0 0 

合ll: 14 13 11 自l_j;l
凹害倣3



量{26 - 1 初 tl~. Jj LfJi J~r における外囚人児川

相J，量ケースの年前 '1'/X);rJjjf砂

‘ 年齢 ft吹田閲 9091 92合計
O~ 40 42 61 11 226 HO 
I~以 t 2>1 49 83 91 2a!l 536 
3依以上 22 30 58 81 151 318 
51，品以上 I1 18 25 17 50 121 
7品以上 26 33 31 55 166 311 
1 51~から 1 8且 11 21 24 35 80 180 

合H 110 106 288 353 965 1942 
回答量生 129 

求 26-3 稲 11，')>務Jjiにおける外国人児以

jtl!長ケースの年齢・'1'/X)jIJjfUJ

‘'虫
!ul !H主 88 89 90 91 92合目l
0血 。。 3 4 8 
113.以上 7 E 5 6 15 39 
3車以上 9 8 11 11 7 46 
5車以上 5 7 6 日 9 33 
7段以上 3 3 6 11 18 41 
1 5障かり 18血 7 4 8 18 E 43 

合U 31 28 37 GI 59 2!G 
凹容量114

ポ 26-5 初 Ilf.小務所における外日l人見川

主魁
O銭

i銭以上
3銭以上
5揖以上
7庫以上
1 5血かり 18民

m:主ケースの11'.附 '1'1大}日JjfUJ

主E
年次 回目 90 91 92合計

1 6 11 11 30 11 
2 9 11 12 39 13 
5 9 1 13 35 69 
1 1 6 3 12 23 
2 5 6 4 72 凹
1 1 0 1 31 40 

合計 18 31 41 50 225 365 
回客数 25

長 26ー 7 稲川 IJ;務所における外国人見H~

相訪ケースの11二附・ '1'.tJ()jrHfUJ

TJ.'12 
4rn 年町 88 89 90 91 92告別

O鹿 6 5 4 7 23 
"位以上 5 6 10 5 E 32 
3車以上 3 2 3 6 8 22 
5歳以上 。 。。 2 
1~以上 3 4 5 11 
1 5.具合、ら 18晶 2 3 2 2 3 12 

合!t 19 18 18 21 29 105 
問客世8

表 26-9 机 Ilf.']下務所における外国人w.m
相践ケースの11'齢・'!'-1先日rJ州移

!f酷 !lと出 回 目 E0 21 1且一2一2一合w
0凪 4 2 5 9 21 
1成以上 5 3 4 2 11 25 
313.以上 4 5 5 6 5 25 
5車以上 3 4 6 B 20 
7成以上 11 18 19 19 21 100 
1 5血かり 18凪 6 13 12 13 20 61 

合U 36 41 48 16 78 255 
阻害融 12 

-108 

点 26 - 2 ?，\\I Ii"I'務}~r における外l 民l人児抗

iII談ケースの11'附 '1 次);rHfUJ

fl:眠
JtUi 

作成 88 89 90 91 92合計
Oi.，li 3 3 4 4 2 16 
1 I~以上 。 。 3 
3歳以 l 。。 。。
51.<以上 。。。。。。
1t.品以上 。。。。。。
1 51..から 181.1: 。。。。。。

J正w 2 』 2lI 
問客動 3

1<26-'1 抗IiIAi務所における外国人児出

相談}，ースの年附ー'1'tA:)jll椛砂

4上腿
0底
1I事以上
31，位以上
5 I車以上
11~以上
1 5晶から 18晶

姐'

4p吹田岡叩 91 92 イ~~~
11 19 36 33 163 268 
2 18 42 52 181 295 
o 3 26 43 88 160 
o 0 5 4 19 28 
1 1 0 4 31 40 
o 0 1 1 11 13 

令引 叩 1L.110 131 496 801 
M寄数 41

1<26- 6 品~;td..JJ~J~11 リ rにおける外i到人 'R.. ，'j'(

州政今ースの年齢・'J'./XljrJjfUJ

'i 
f1:'Tb 年耽 88 回 90 91 92奇計
0血 6 4 6 3 10 29 
11，孟以上 4 7 1 29 48 
3車以上 。2 4 4 10 20 
5成以上 2 。2 3 8 
7品以上 。5 4 5 8 22 
1 5車から 18晶 3 。3 8 

ft1固ιL 9 20 22 21 63 135 
図書世 21 

品{2G -8 稲川刑務所における外国人児ii¥
{m員}， ースの11'附 '1次IjrJjfflJ

生lll.
o t.i 
It，品以J
3段以上
5 i歳以上
1t.孟以上
1 5晶から 18止

年次回目 90 91 92令 I1
o 1 0 2 1 4 
2 2 4 6 1 21 
1 1 1 1 1 5 
1 3 1 1 1 
o 0 1 2 2 5 
o 0 0 0 0 0 

イ下Zト 4 7 7 12 12 42 
図書世5



表 27 全国福祉事務所におけるオーパーステイ外国人児童相政ケース

の年齢・ ~Iõ 次別 J住移

年t詰 ~ 88 89 90 91 92合計
日放 4 5 2 10 22 
l歳以上 。 3 3 B 
3成以上 。。 。2 3 
5段以上 。。2 。。 2 
7成以上 。。。。。 。
1 5厳から 18政 。。。。。 。

合lU 5 。5 15 35 
回答数 14 
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.j.J. 2 8 -2 ~，\Id 白l'kMiにおける外I~人 9~ ・ i，&ひ'
好点似ケースの1tJ，世内科・ ~n欠別IIU~

趨i1l2__一一
叩 91 92令針

2 2 1 6 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 2 0 2 
6 5 2 22 
6 4 4 21 
7 6 6 28 
5 4 2 17 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 1 1 2 

26 24 16 98 
図書世 7

担
1
0
0
0
5
4
5
3
0
0
0
0
0
0
凶

鎧
0
0
0
0
4
3
4
3
0
0
0
0
0
o
u

主広

企E上

__lI民自在
山diJ'l川問姐
鐙η丹川
医，QJ'I

生1.';J'l1JI
u)制の身体的問旭

旬以のむ且的問姐

子どわり身体的問問

子どものむ理的問姐
組問問題

t'"守I'O)f.{分u同
住宅問却
u毘問団

人m川旭
そ0)1也

~，\IiI:'I' ，1， 1 1iにおける外1'1人見 'ïi Jkぴ
~r:，;B"ケースの川E出内科 ~I' 1大別llW'

宜Z上

問問 叩 9' 92令副

58 81 10<1 118 1t10 50l 
5 7 8 10 20 50 
4 5 8 6 24 47 
2 5 16 23 41 87 
70 74 97 108 237 586 
18 27 47 48 81 221 
64 80 132 150 249 675 
33 48 66 69 114 330 
5 19 4 19 21 68 
3 5 9 6 19 42 
4 4 7 11 16 42 
1 5 29 41 53 129 
o 0 0 2 5 7 
48 72 91 116 297 624 

31弓 4:¥? 目18 727 1317 3409 
凶害虫 197 

怪盗

.j.J.28-1 

一一JlL¥!自在
WlH!IJI問坦

雛宵nm
医III貫
生活nm
m胞の身体的同組
側問。也、理的問組

子どむり身体的問組

子どもの心理的問組
組問問題，'f等の身分叫間
住弔問組

此JIl問題

人抱問題
そ0)1也

~，\ftl:'l l，ffi/li における外1'1人 9~ ・ iÎ.~ひ'
H必似ケ -;<'O)III ，~内科ーイl' iX別lIi'lJ

lIQ___一
回目叩"~Lill.\:__
19 23 41 41 52 176 
1 3 3 5 10 22 
o 0 6 0 10 16 
1 3 7 10 20 41 

33 35 51 54 130 303 
4 12 17 25 36 94 
24 35 63 69 114 305 
16 20 35 40 66 177 
1 6 2 11 10 30 
3 5 9 5 15 37 
2 4 5 7 8 26 
o 3 27 39 37 106 
o 0 0 2 5 7 
32 53 56 50 180 371 

136 202 322 358 693 1711 
図書蝕62

!8亙

宜Z上

.j.J. 2 H-1 

也k~!'i'1i.
山辺:貝川問M
S宴1m川
医IDJ'I
生柄拘川

の朗自身体的山辺
町四回む理的問M
子どもの身体的問題

子どむのι、理的同組

1t ~~1'3姐
""寺町身分u阿
佐巳芭問却

此車問題

人俗問題

その他

.j.J. 2 8 -3 1;，¥1<1: '1 ，<1， /liにおける外1'1人 9~ "i'~ Jkび
~fJlt.~"ケースの111設内科 ~I: I灼jlH似$

且
90 91 n盈上
o 3 2 5 
o 2 1 3 
o 3 1 4 
o 3 1 4 
1 1 2 8 
7 6 4 21 
7 4 7 22 
1 0 2 4 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 3 1 4 
o 0 1 1 
o 0 0 0 
11 16 25 66 

27 <11 .n 142 
図書量20

盟
o
o
G
o
o
-
-
0
0
0
0
0
0
6
E

盤
。
0
0
0
4
3
3
1
0
D
0
0
0
8

出

生盆

主社

一__ill低血.l'l.wu，n川問姐

lH1J'I1JI 
医療興
住居賀川
隠JR自身体的問坦

rJJJlO) ，(，'.m~1'J'!J問皿
子どもの身体的問却

子どもの心理的問血

It~~問題
"f'害事0)身分以開

住宅間四

拡盟問旭

人権問題

その他

~，'， ftl: '1'務Ili における外I~人見 iiî.Jkび
9 fJ1i'(~，fケ -;<'0)111 ，出内科・~I'.砕く )jI IlIUJ

鼠L一一一一一
印刷明会計

34 36 47 170 
1 1 1 3 
o 0 1 3 
3 0 5 8 
o 0 7 7 
6 7 10 27 
7 8 15 43 
7 6 3 32 
o 1 2 4 
o 0 3 3 
o 0 2 2 
2 1 6 10 
o 0 0 0 
3 15 28 48 

R3 75 130 360 
図書紋 31

盟
四
0
2
0
0
3
8
H
1
0
0
0
D
l
u

盟
問
0
0
0
0
1
5
5
0
0
0
1
0
l
u

!8包

企E上

.j.J. 28 -G 

一__ill謹白.l'l.
山点目川問旭
袋円買川
医出舟

生活費川
u)胞の身体的間四
時制申む理的問周

子どむり身体的問旭
干どものむ理的問組
組師間四
γγ空宇0)身分C民間
住宅問周

tt車問阻
人繊同組

その他

.j.J. 2 8 -5 1;，¥ 111: 'M1， /li における列|吋人 ~l~ ，'i'Uxび

~fJI(;Mケースの11 1.田内科・ ~1 1X )jI1l1W

~ 
90 91 92心 I
2 2 7 13 
o 0 3 5 
o 1 4 5 
3 2 7 14 
16 20 48 112 
7 2 19 31 
19 36 58 130 
5 2 13 27 
o 3 4 15 
o 1 1 2 
2 0 4 8 
o 1 0 3 
o 0 0 0 
10 17 36 75 

64 87 ?:o.t 440 
回害数 36

担

1
1
0
1
日
2

ロ
5
8
0
0

2

0

7

担

盟
1
1
0
1
H
1
5
2
0
0
2
0
0
5
n

主主

企II

一__j(!i~ri笠
山IlJ'lIJl同盟
袋!l1I1JI

医IllJ寄
生活J'l1JIr.胞の身体的問題

11m申む理的問題
子どもの身体的問旭
子どむのむ哩的問掴
線開間四
γ ，・ ~O) 身分u同
住宅問坦

虹11m旭
人権問旭

その他
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JJ. 28 -7 ~ioilfl:')'務所における外)~人9~ .'IVxび JJ. 28 - 8 "，1M:')'務所における外l叫入山，'j，¥Jkび
9lr~~"ケース OJlil ，世 1!，Jl'!' 'I'lX)jlJj1l:砂 H凶似ケースの111，世内科・ '1・次日lJjW移

'" 抑l院内容 年止 M.......aL_.90 91 92合計 ul設内界 年次 aL....8L 90 91 92合計
出鹿賀RI問題 。 。2 2 5 /lIhi:JtJl)問掴 。。。2 。 2 
lt1TlIRI 3 3 3 2 3 I~ JHTn川 。。。。。。
医館買 3 3 2 2 5 15 民田丹 。。。。。。
生括質JII 。。3 3 2 8 生括丹111 。。。。
母JR白身体的問旭 16 11 17 19 30 93 PI胞の身体的問題 2 3 3 3 12 
田JRID.(.'哩的問却 。。。。 H刊の心理的問題 2 3 2 3 I1 
子どもり身体的問周 16 II 16 17 3~ 9~ 子どらの身体的nm 7 8 10 10 12 47 
子どものむ理的問坦 5 5 1I 14 2~ 59 子どもの心理的問旭 2 2 3 9 
縄問問掴 3 。。。。 3 組脈問皿 。。。。
"f旬。J身分{¥!同 。。。。。。 t'，'i:干の身分Ct!1>':t 。。。。。。
住宅問旭 。。。 2 住宅問題 。。。。。。
1IlII問姐 。。。。。。 此車同組 。。。。。。
人借問題 。。。。。。 人償問旭 。。。。。。
そ0)15 2 3 5 1I 日 30 その他 。。。。4 4 

合ll: 48 37 57 71 I11 324 合ll: 1I 15 17 21 23 II 
回菩数 11 図書数 10

JJ. 2 8 - 9 I;，ihl ・M'!'I肝における外I~人!)~・ i\ Jkび JJ. 28 -10 1叶hl:')1必 Ifrにおける外I~人 9~ ・，'Î'\&び
妊1i1 ~Jケースの111. 1車内科・'1'1.先日lJjfl'砂 HY~Mケースの111 ，民内科・ '1'.1火)j1J jlUt

一山一鹿一R』EHIlf同内盟野 !t臨 盟国 90 91 92合1.1
一山一腕i制R捜川自問存題

!8i; 回目 90 91 92官l.1:
23 17 25 28 27 120 。。。2 2 4 

S安宵lIm 。。 。2 3 』養育1I川 。。。。。。
D<1l!1l 。。。3 4 医l.ttll 。。。。。。
生活円川 。 。3 5 9 1:出lIm 。。。。。。
pmり身体的同組 a 3 6 1 ~ 28 時四の身体的間四 。。。。
。制申化、理的問題 4 2 2 6 15 PIJ~O)む理的問阻 。。。。。。
子どhO)身体的問題 。。3 。3 B 子どもの身体的問題 。。。。。。
子どものむ且的問却 。2 。。3 5 子どものι、理的問題 。。。。。。
~I~問題 4 2 4 4 15 ~j時間阻 。。。。。。
"f'空軍の身分c.t悶 。。。。。。 t'，'容の身分c.t町 。。。。。。
住宅問坦 。。。。。。 住宅問旭 。。。。。。
此車問題 。。。。g 9 it毘問悶 。。。。。。
人情問題 。。。。。。 人仰問題 。。。。。。
そり他 。2 G 6 14 28 その{也 。。。。。。

t凪tlιL 30 32 42 48 90 242 官ll: E E 2 
図書世 18 回答数2
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全国福祉事務所におけるオーパーステイ外国人川越

及び妊産婦ケースの相談内容・年次))IJJit移

表 29 

旦全註
10 31 
2 3 
4 9 
1 4 
2 8 
3 7 
1 2 
o 0 
o 0 
5 17 
o 0 
o 2 
o 0 
2 12 

引
-
7
1
0
2
1
2
0
0
D
I
D
-
0
7

mw
一6
0
2
0
4
0
0
0
0
6
0
1
0
2

m
-
5
0
3
1
0
2
1
0
0
4
0
0
0
i
 

向
山
一

3
0
0
0
l
D
O
D
o
-
0
0
0
0

生虫担量E互一一
出産費用問題

養育費用
医療費
生活費用
母親の身体的問題
母殺の心理的問題
子どもの身体的問題
子どもの心理的問題
離婚問題

ビザ等の身分保障
住宅問題
就業問題
人権問題
その他

95 2L 22 30 
回答数 17 

17 5 
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在日外伊!人ハの母子保健・福祉制度適用件数の年次拡移

年次 回 目 90 引 師会昨

3081 2996 3003 3617 3406 16103 
13 11 16 10 13 63 

722 666 597 667 457 3109 
3749 3627 3402 3973 3664 18415 
3145 3107 2944 3403 3053 15652 
52 113 111 293 263 832 

合計 10762 10520 10073 11%3 10856 54174 

表30-1 

Illi: 
生活保革法医燦!!i助

出産怯助

晶宵怯IVJ
住居怯助
住宅扶助
その他

8 
444 
33 

4210 
7 
54 

4756 

8
4
2
2
6
2
4
 

2

1

3

2

0

 

0
刊

4
引

0

7
田

6

7

 

0
0
5
2
0
7
4
 

7

出

口

0 
66 
7 

220 

2 
296 

児童福祉法宵成医療

助産施般の利川
母子寮白人躍
保育所白人所
乳児院申入院
そ申地

1414 
397 
1m 
423 
312 
4960 
365 
58 
14 
12 

9426 

盛辺五

111 144 208 318 627 
39 41 61 84 112 
101 142 194 341 693 
28 31 63 113 188 
44 46 61 62 99 
812 857 838 1091 1362 
38 37 65 84 141 
o 28 5 0 25 
o 1 1 2 10 
o 1 0 6 5 

合計 1179 1328 1496 2101 3322 

結合軒 12237 12212 123~9 1521 G lfi2R2 

回答数293

合計

母子保健法妊産婦および乳幼児の眼健市場
紙生児0)訪問開場
乳幼児申健血草葺
妊直婦の健康監査
栄lf銅取に閲する醍助
母子手械の究付
妊産闘の紡問附碍

朱蝕児り砧l'日nli!l
未然91長符医療の蛇付
その他

在日外国人への母子保健・福祉制度適用件数の年次雄移

並企盆
7 29 
o 0 
1 5 
8 37 
7 33 
o 0 
23 104 

1
4
0
1
8
7
0
0
 

2

2

 

盟
E
0
1
7
7
0
引

0
5
1
3
0
3
2
 

6

7

 

0
2
I
8
0
3
4
 

1

2

 

0
2
0
3
0
0
5
 

1

l

 

。10
3
0
0
4

0
8
3
2
1
1
5
1
0
0
1
7
 

3
1
3
1
i
3
l

印

刷

品

5 10 8 
4 4 4 
8 9 9 
3 6 2 
3 2 0 
7 11 5 
3 3 3 
o 0 1 
o 0 0 
o 0 0 
33 45 32 

随一一.sQ.__]_9.
回答艶 11

盟
6
0
1
7
6
0
m
0
0
0
9
0
0
9
4
3
4
1
3
5
3
0
0
0
n
u

!H!包 盤
6
0
1
7
6
0
m
o
o
o
叩

0

0
叩

3
3
3
0
3
3
3
0
0
0
日

却

表30-2 

Illi: 
生活惇種法医療怯助

出産怯肋
敏育怯助
生括扶助

住宅飲助
その他

合計

児宜担祉法宵底医療

助庫施肢の利m
母子挫の入車
開1台所の入所
乳児院の入院
その他

合計

母子1l!健法妊鹿蝿および乳幼児の開償問噂
新生児り訪問問穆
乳幼児の健康診査
妊産酬の健康訟査
栄幾剤取に関する亜肋
母子手帳の宜付
旺産踊の肪問問場
未納児の訪問問場
未熟児lf宵医療の給付
その他

告別

盤企E上
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若<30-3 在日外同人への l辛子保健 稲~iI制度適川 n数の "1 次 j{t 移

"' 
M ![出 88 ID! l!!! 日l !lZ合!l:

生活保 革法医IU!XI的 ~26 432 H8 457 411 2174 
出血怯IVJ 2 日
教育快叫 89 128 125 108 66 516 
生活怯!拍 H6 493 503 471 462 2375 
住宅怯肋 402 441 439 428 420 2130 
その他 9 10 12 13 45 

告別 1365150515261471 1373 7246 

児主福祉佳 子守成医彼 。。。 。
助産施設の利用 。 3 3 。
母子揖白人盟 。。。 。
出荷所の入所 16 25 48 100 
乳児院の入院 。。。 。
その他 。。

合計 16 28 52 107 

由子{jl由110 妊高師およU乳幼児の眼健指持 7 7 20 23 27 84 
紙袋児0)紡問問碍 4 2 10 11 12 39 
乳幼児の健雌詰世 7 10 21 24 22 84 
妊産陣。健政世査 5 2 15 11 。 42 
栄餐銀{取に聞する醍助 3 7 4 8 23 
母子手帳の置付 8 16 40 42 50 156 
妊産摘。訪"日間み 5 13 7 10 36 
未納児目砧問問場 。。。。。 。
朱1¥¥児聾子f医般の蛇付 。。。。。 。
その地 。。。 。

合11 39 39 126 123 138 465 

能合!l: 1408 1551 1668 1628 1563 1ill 
回答世30

表30-4 在日外国人への母子保健 稲祉制度適用flJ世の年次 j{t移

車〕

車lJ1.!( ![出l!!! ID! l!!! i! 日2合!l:
生活保理法 医IU怯助 521 516 611 528 368 2544 

出産怯助 。 3 4 5 13 
教育怯助 148 151 151 158 59 667 
生活怯助 686 657 719 630 482 3174 
住E住民助 631 625 679 597 461 2993 
その地 8 23 10 2 H 

イラ11.1994 1973 2173 1918 1377 9435 

児童福祉法 育成医彼 。。。。 7 7 
助直施設O)'lJjJ日 20 12 18 26 31 107 
母子躍の入費 2 3 2 5 13 
保育所の入所 36 57 110 296 828 1327 
乳児院の入院 。。。。 4 4 
その他 2 。。 3 10 15 

合計印 70 131 327 885 1473 

母子保健法 妊産闘および乳幼児の眼健指噂 23 32 63 129 267 514 
級生児町訪問間帯 7 4 6 5 39 61 
乳幼児白間以位丘 17 30 53 159 384 G43 
妊旗闘の帥縦~在 。 5 33 53 n 
:l!嬰間取に聞する置1凶 12 9 9 7 13 50 
IH.干輯0)宜IJ 714 711 670 833 971 3899 
妊直闘の訪問問碍 7 5 12 5 24 53 
未抽児0)訪問m;.9: 。 2 4 。 5 11 
米鼎児Jl汗医1110)l:)付 。。 3 5 
その他 。。。 。

合計 781 793 823 1173 1759 5329 

S，¥イラ刑 2835 2836 3127 3418 4021 16231 
回答敷75

ー 111-



表30- 5 在日外国人への母子保健・福祉制度適用件数の年次舵移

flI!2 
M 4F由自~ 日0 J!l 92合計

生活保証}上医Ilf怯l凶 63 75 114 118 9' 46' 
出直怯肋 。 4 
教育怯ll/j 7 10 15 9 7 48 
生活怯助 57 70 125 120 10' 476 
住宅怯肋 30 47 102 99 83 361 
その地 。 。 3 

合計 157204 357 348 290 1356 

児童福祉法育成医躍 o 0 。。
助産施股町制1ft 2 2 4 10 
母子型の入車 。。 。。。。
県宵所の入所 33 33 66 157 288 577 
乳児院の入院 。。 。。 2 2 
その他 o 3 2 2 8 

合計 34 38 70 162 294 598 

母干唱償法妊産婦およU乳幼児の保健附噂 12 20 25 '2 156 255 
新生児の訪問町場 15 21 25 38 65 164 
乳幼児申健康訟壷 22 38 50 70 141 321 
妊産闘の健康総査 13 16 18 31 75 153 
栄養符1l¥11に閲する躍助 10 11 9 11 25 66 
母子手飯町究付 17 25 33 74 145 294 
妊産岬の訪問問i!I 15 17 19 H 61 156 
未然児の砧間府与 。。 。。10 10 
米総見Jl宵医療の舵付 。。 。。 2 2 
そ自他 。。 。。。。

合目1- 104 148 179 310 680 1'21 

蛇-fr骨1 205 300 GQG 820 126~ 3315 
回答鍛57

表30一 日 在日外国人への母子保健・綴祉制度適用件数の年次推移

M !E出 88 問 @ 日l 22合!l
生活理置法医Ilf怯助 1061 958 805 1103 1110 5037 

出産技助 5 5 E 4 4 24 
数育扶助 374 261 167 210 188 1200 
生活怯肋 1571 1392 1058 1312 1223 6556 
住宅怯助 1322 1200 927 1072 989 5510 
その他 17 60 56 256 209 598 

告別 4350 3876 3019 3957 3723 18925 

児童福祉法宵属医彼 。。。。。 。
助産施段。制}¥) 26 42 34 38 50 190 
母子事司入聖書 5 3 。 3 6 17 
保育所の入所 19 112 143 170 266 710 
乳児院白人民 。。。。
その他 。 3 5 自 2 19 

合計 51 160 182 220 324 937 

母子惇健法妊産踊および乳幼児の保健m稽 5 6 10 9 22 52 
新生児の訪問問お 。 2 2 7 12 
乳幼児の健政~査 9 12 12 16 41 90 
妊直輔の世Ql睦宜 4 3 7 16 
栄建剤取に閲ヲる醍l凶 4 5 4 E 10 29 
~子手帳由主付 。 4 4 26 55 89 
妊産師の砧問問持 。 。。 6 7 
未納1且の肪問r.ti.9 。2' 。。 25 
未熟児a妻子ぜ医僚の給付 。。。。
そ由地 。。。。

合肝 19 54 36 日2 151 322 

盤合!l: 1120 4090 3237 4239 4198 20184 
回答数.3 
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表30ー 7 在日外国人〈の母子保健ー福祉制度適用件数の年次推移

." 
加11Ir 41'1"' 88 89 90 91 g2{';肘

生活眼誼怯医出怯叫 118 93 102 ~69 ~5~ 1236 
l~ft tK I功 。。。。。 。
教育怯WJ 30 18 21 33 35 137 
生活扶助 1~2 99 108 5G5 500 J4 I~ 
住宅tK助 78 H 50 ~02 3~6 029 
その他 。。 。 2 3 

合!J- 3G8 25~ 29 I I~G9 1337 3719 

児童福祉法宵成Ifttt 。。。。。 。
助産施設自制m 2 3 7 。 22 
母子世の入聾 。 。。。
惇育所の入所 I~ 19 223 232 255 743 
乳児院の入院 。。。。。 。
そり他 。 。 3 。 4 

合計 JG 2~ 22~ 2~2 2G~ 770 

母子保健法妊産踊および乳幼児の惇健市噂 34 35 42 49 G5 225 
軒生児町訪問問噂 7 15 21 48 
乳幼児白健康世査 19 23 30 39 4G 157 
旺産聞の健車監査 5 3 8 19 22 57 
盟養概1震に閲する亜助 10 13 21 22 25 。l
r~子手械の宜付 45 GO ~5 65 58 273 
妊政闘の訪問問碍 4 3 9 17 25 58 
米県児0)訪問附碍 。。。。 6 。
未凪児餐宵医療の蛤fナ 。。。 2 3 
そり他 。 。 4 2 7 

合!I. 121 139 IG2 231 272 925 

盤台ru: 505 m 677 1042 1873 日L1
問客数 2̂  

表30-8 在日外国人への母子保健 福祉制度適用件数の年次推移

u !f畠 88 ~ ~ 日l ~合II
生活¥l!証法医ttt怯助 27 25 2~ 2G 3G 138 

出産扶助 。。。。。 。
融資怯助 2 2 5 4 I ~ 
生活扶助 25 23 23 27 30 128 
住宅怯助 12 12 12 15 IG G7 
そ0)10 。 。。。

合計 G5 G3 GI 73 86 3~8 

児童伺祉怯 育成医ttt 。 。
助産組松町制m 3 3 
母子攻の入!(f 。 。
保育所の入所 15 26 
乳児院申入院 。 。
その他

合計 19 30 

母子理ilItE 旺産踊および乳幼児の保健附尋 II I~ I~ 25 37 101 
新生児の紡問柑碍 2 3 3 5 8 21 
乳地児町世直草葺 IG 20 18 18 16 88 
妊産闘の鍵!ll器量 2 5 4 5 12 28 
提要lllJ~ に聞ヲる国lVJ 3 4 5 4 17 
Ji)子手帳0)究付 I1 13 II IG IG G7 
妊産踊の訪問Jsi!I 2 3 5 4 4 18 
朱銚児0)訪問問符 。。。。
米斜児Jr脊医療の蛇付 。 。。 2 
そOJit!l 。。。。 2 2 

合計 ~5 G2 59 78 101 345 

盤合ru: 110 128 122 157 20G 121 
回答数 I8 
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在日外国人への母子保健 福社制度適用i'I'!散の年次舵移

41")( 88 凹 叩 91 92イリl
858 809 822 8~2 8<3 m~ 
7 2 5 0 2 IU 
70 U3 73 95 UI 302 
812 757 748 750 757 382~ 
UU3 002 U08 093 033 3199 
20 10 3~ 23 30 135 

合計 2~30 2249 2290 2403 2332 11710 

劃血
医到底扶助

出直怯i功
晶宵怯IVJ
生活抗助
住宅扶助
その地

生活時誼1)，

表 30一日

0 
97 

004 
0 
3 

765 

0 
23 
0 

m 
0 
3 

240 

0
4
0
6
0
0
0
 

2

2

5

 

0
2
1
8
0
0
1
 

2

1

4

 

l

l

 

o
i
0
2
0
0
3
 

1

0

1

 

l

l

 

0 
17 
0 

10~ 
0 
0 

合!t" 121 

育庇医療
助産施段。利m
母子按の入車
保育所の入所
乳児院の入院
その他

児童福祉法

22 26 29 31 45 153 
~ 0 4 ~ JG 3~ 
8 5 2 0 3~ 55 
I 3 0 5 8 23 
I I ~ 5 14 25 
14 23 28 24 59 148 
2 ~ 4 4 8 22 
o 2 1 0 I 4 
o 0 0 0 I I 
o 0 0 0 0 0 

合計 9 ro s ro 1M 4U 

挫合計 四凹 2432 25凹 2632 2758 129~0 
回答数31 

妊産問および乳幼児の保世指導
断生児の砧問問碍

乳幼児の鍵血睦査
妊産闘の健胤草葺

理聾椛J~ に閲する揖助
母子手飯田克付
妊産踊a)訪問問場
米総児a)紡問問符
未然児Jli符医縦の蛇付
その抽

母子眼健陸

在日外国人八の母子保健・福祉制度適用件数の年次推移

90 立二豆互E上
71 70 83 307 
o 0 0 0 
42 ~8 30 100 
11 I 90 98 ~31 
111 90 98 430 
o 0 0 3 

335 298 315 1331 

o 0 0 0 
o 2 2 ~ 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 2 2 ~ 

o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 0 3 3 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 0 0 0 
o 0 3 3 

335一辺Q____，12Q_J辺旦
回容量生4

!u主出E
生活保援法医療怯助

出産怯助
教育怯助
生活怯I功

住宅怯助
その他

表30-10 

合R十

児童儲祉法育成医燦
助産施股の，tJ川
母子型a)入揖
保脊所白人所
乳児院の入院
その他

合計

母子惇健法妊産踊およU乳幼児の惇鍵情場
新生児の訪問備等
乳幼児の健膿睦丑
妊産畑町健成量査
栄lt符{JNに閲する園町J
冊子手帳申究付
妊産師申劫問抑将
来糾児の訪問問持
未相児Jl宵医?且の蛇付
その他

合1I

盆企E
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表 31 全国福祉事務所におけるオーパースティケースへの母子保健

福祉制度適用何数の年次 jl，移

~企E上
1 1 7 
o 0 0 
o 1 1 
o 1 1 
o 1 1 
o 1 2 
1 5 12 

o 0 0 
5 2 11 
o 0 0 
1 ~ 7 
1 0 1 
o 2 2 
7 8 21 

1 0 1 3 
o G 1 8 
1 G 2 10 
1 G 0 7 
o 0 1 1 
2 11 G 20 
1 0 2 3 
1 0 0 1 
1 0 0 1 
1 0 0 1 
9 29 13 55 

13 37 26 88 
図書数 15 

叩

4
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
2
0
0
4

m
1
0
0
0
0
1
2
0
2
0
0
0
0
2
 

包E主 同
-
4
0
0
0
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4

劃広
生活開祖亙7医療扶助

出産怯助

教育怯助
生活怯助
住宅伏助
その他

合計

日利
型
所
院

白
人
人
入

線
設
の
の
の

医
織
損
所
院
地

成
車
子
育
児
の

W
助
母
開
乳
そ

桂祉福章児

合計

冊子保健It 旺座間およU乳幼児の叩償問碍
新生児の紡l'自問碍
乳幼児の健成診査

旺iIi踊申他Jl!1主査
*4侠J&に聞する盟助
母子手帳の宜付
旺Bi闘の訪問問樽
未然児の訪問問導
未処児ltl'l"医僚の給付
その他

合計

益企匙
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表
3
2

 
全

国
福

祉
事

務
所

に
お

け
る

オ
ー

パ
ー

ス
テ

ィ
児

童
及

び
妊

産
婦

ケ
ー

ス
個

別
事

例
1

 9
9
2

年

地
域

相
聾
年
月

来
所
姫
路

北
構
宜

92
.1
0 

樺
膏
圃
へ
相
謹
に
行
き

盤
、
児
童
掴
祉

畢
へ
来
庁

A
 

樟
瞳

所
病

院
か

ら
連

絡

(
本
人
は
来
所
せ
ず
)

園
東

92
.5
 

産
婦
人
科
置
師
よ
リ

C
 

園
東

(9
1η
 

M
宮
盛
耳

E
 

F
 
園
車

92
.2
.3
 

市
話
5儀
所

G
 
園
車

92
.4

唱
市
立
商
院

→
市
民
唖
踊
担

聞.
，首

M
'
、

.r.-
... 

‘ヤ
百も
.岨

，
司
監
=

年
齢

|
園
高

覇
軍

在
日

年
世

揖
揖

躍
車

文
担

の
国

掴
主

訴
橿
助
肉
審
且
び
恒
通

9
ヶ
月

マ
リ
共
相
国

(
女
)

30
謹

タ
イ
王
国

踊
瞳

8
ヶ
月

来
園

20
11
1 

不
明

色
し

不
明

不
明

19
輩

タ
イ

な
し

l
'手

8
ヶ
月

J<
掴

11
月
入
国

2
昌
也

不
明

な
し

不
明

3
串

イ
フ
ン

不
明

不
明

平
拝

ア
ィ
リ
ピ
ン

不
明

町内
五岨

-
官、
"、

~
、

A
ム

，
~
 

マ
リ
共
朝

国
軍
育
置
へ
の
入
所

夫
婦
と
子
慌

l
人
で
、
日
本
に
来
て
い
る
友
人
を

理
っ
て
来

日、
E

も
画

く

の
で
、
子
棋
を
串
育
園
に
あ
づ
け
た
い
、
と
の
訴
え
.
去
、
フ
ラ
ン
ユ
罰
が

1
>
々
で
き
る
程
度
.
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
7

ラ
ン
ス
人
に
応
揮
を

t
の
み
組
担

を
把
握
.
そ
の
時
点
で
在
留
闇
聞
の
檀
謂
せ
ず
.
児
童
福
祉
法
に
の
っ
と

っ

て
国
帽
を
関
わ
ず
揮
官
に
3更

け
る
子
lま

入
所
と
の
立
場
で
入
所
措
置
を
行
つ

た
が
や
は
り
冨
草
の
問
題
で
圃
と
ト
ラ
プ
ル
が
絶
え
ず
、
豆
、
仕
事
も
思
う

よ
う
に
み
つ
か
ら

ず
、

毘
掴

間
(
2
ヶ
月
程
度
)
で
都
向
に
転
居
.

判
王

国
一

向
|
附

不
桂

証
明

者
で

あ
り

…
も

不
法

在
留

者
同

…
で

あ
り

lH
1
、
今
畳
の
生
活
費
と

他
法
適
用
は
困
量
で
、
ま
た
直
則
聞
に
保
車
適
用
と
な
ら
な
い
旨
を
聞
揮
者

生
活
保
轟
で
甚
助
し
て

に
盟
明
し
た
.
そ
の
聾
!
孟
母
子
が
他
市
ヘ
転
出
し
た
"
め
評
掴
不
明
.

ほ
し
い
.

日
本

蛙
橿
中
に
尿
量
白

(
t
)

と
訪
問
し
.
生
措
指
導
:
駐
車
、
現
在
.
正
常
出
産
し
、
母
子
と
も
聾
蹟

な
。
.
)
，
量
生
活
指
導
が
必
要

と
の
連
結
あ
り

T
県

T
市
か
ら
里
の
』
暴
力

女
性
相
:
l
セ
ン
タ
ー
に
揖
急

ー
符
岳
遭
の

上
医
療
に
か
付
る

{
婦
人
科
、
間

(
売
春

強
要

)
か
ら
に
げ

外
問
、
向
再
)
‘
タ
イ
大
檀
館
と
瞳
謹
し
た
が
パ
ス
ポ
ー
ト
が
曲
直
と
判
明

入
管
に
県
遭
を
求
め
る

し
た
.
そ
の
笹
、
拍

車
を

し
な
が
ら
大
世
薗
に
連
結

.
8
月
11
目
、
タ
イ
ヘ

帰
国

し
た

い
_

._
 

J道
遣
さ
れ
た

不
明

平
1it

3
年
7
月
、
午
前

10
時

児
童
掴
祉
司
に
車
路
、
乳
児
院
に
措
置
し
、
当
巨
戸
掴
耳
で
立
揮
、
氏
名
を

喧、
T
Ii¥
K
町
(
眠
車
箭
)

つ
け
る
.
そ
の

桂
、
里
郡
さ
ん
が
(
ア
メ
リ
カ
人
の
虫
、
日
本
人
の
母
)
み

111
上
で
、
東
南
ア
ジ
ア
系
の

っ
か
り
、
現
症
と
て
も
、
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
る
.

立
か
ら
入
曹
〈
つ
れ
て
い

っ
て
と
男
が
児
童
を
あ
ず
か

り
、
且
E

に
こ
ま
り
宮
盛
に

届
出
し
た
.

イ
フ
ン

3
才
児
嘩
育
所
入
所
さ
せ
た

吾
、
入
曹
に
週

植
さ
れ
る
と
且
う
の
か
来
所
せ
ず
.

も、
.

日
本
語
の
で
き
る
主
人
(
同
国
人
)
を
通
じ
、
電
話
相
調
の
み
.

不
明

母
子
手
恨
の
吏
付

不
法
在
冒
の
た
の
吏
付
せ
ず

門
中

占
庫
川
品

圃
ム

ー.
_

 c
け
ー

..L..
...

_
，
占
阜
、
師
同



J
 

F
 

小~

表
3

2
 
全

国
福

祉
事

務
所

に
お

け
る

オ
ー

パ
ー

ス
テ

ィ
足

童
及

び
妊

産
婦

ケ
ー

ス
個

別
事

例
。

1
9

 9
 2

年
(
つ
づ

き
)

地
域

相
聾
年
月

1
来

所
畢
島

圏
直

(9
3.
) 

中
部

92
.7

 
県
舟
人
相
瞳
所
司

司
宜
性
相

覇
軍

司

当
相

軍
軍

中
部

92
.4
 

匝
聾

掴
園

92
.2

 

(9
3
.1
) 

，
 母

子
手
娯
吏
付

年
齢

国
南

司匝
寵

在
日
年

置
1
蝿
阻

陪
瞳

虫
割

の
困

層
主
轟

国
駒

内
容

且
び

置
過

コ
ロ
ン
ピ
ア

23
融

タ
イ

市
内
ス
ナ
ッ

5
年
と

ク
で
パ
ー
ト

6
ヵ
月

フ
ィ
リ
ピ
ン

ダ
ン
サ
ー

29
量

フ
ィ
リ
ピ
ン

フ
ィ
リ
ピ
ン

据
噛

l
 不

明

日
本

未
聞

日
本

コ
ロ
ン
ピ
ア
人
(
女
性
}
と

母
子
相
置
員
が
帽
謹
に
の
る
.
面
撞
員
が
夫
の
J
!
I
!
;
の
理
崎
先
を
揮
し
、

日
本
人
男
性
と
の
聞
に
生
ま

ピ
ザ
の
足
長
に
酷
し
、
~
証
人
と
な
る
よ
う
瞳
力
を
求
め
る
.

れ
た
子
酷
{
貫

2
子
)

日
本

引
き

踊
き

、
母

子
聾

入
所

曹
の

件
で

封
応

し
て

い
る

.

人
夫
行
方
不
明
、
盟

l
子

は

他
国
暗
の
男
性
の
子
棋

.

母
子

3
人
で
生
活
に
闇
る

眼
光
ピ
ザ
で
来
目
、
そ
の
ま

1
.
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
田

ま
不
世
帯
在
し
、
ス
ナ
ッ
ク

2
 
出
生
届
を
刊
行

動
ぬ
、
日
本
人
里
性
と
知
り

3.
入

院
費

の
支

払
い

(
ス

ナ
ッ

ク
畳

宮
主

)

音
い
男
児
出
産
、
男
性
も
母

4.
子
ど
も
の
聾
育

(
ス
ナ
ッ
ク
経
営
主
)

も
行
方
不
明
、
出
生
届
、
入

5
 檀

盟
理
険

(
ス
ナ
ッ
ク
直
営
主
の
母
娘

}

院
費
、
子
ど
も
の
聾
曹
を
ど

曹
に
つ
い
て
指
導
担
白

う
す
る
か
.

3
月
に
出
産

L
t
=
が
.

7
倉

入
国
時
且
前
に
蛙
屈
を
し
て
い
た
士
め
、

E
用

主
か
ら
は
型
開
通
巨
で

月
の
未
熟
児
で
あ
っ
た
た
の

封
応
き
れ
な
か
っ
た
.

E
量
豊

の
支
払
相
量

未
入

暗
日
本

出
生
届
け
曹
の
手
最
き
に

I
病
院
よ
リ
道
陣
連
崎
と
訪
問
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n叫に

ついて

HI~~IIこ
ついて

ーオーパ ー スティケー スを'1'心とする

忠弘0)慨於

問題の特徴

「どもの F防淀川が受けられない. (近地)

f供の位J舎や予防接1.自も実施していず、位凶作p"がむずかし

い. (1目J!O
教育相，.斑、乳幼児他診への事IsIは受け入れているが制官検

ti苛Iの公的扶助の対畠にならない. (，~I出 )
正どもをおいて付加見は父似のliJjイ、'YI、 HJH主将，，!;j喜納の
ため伝!l;M発刊のおそれ、 Il¥'Utll 1¥が本州iけのため世、OlUす
の級品IJもうけられない.教育てす，も受けることがで~ない.

(1目見。

外l司人税対も:1'.-*-(， ，、tjJ.!が外"1人の羽合、 「供O)/I¥'Uliも
:11-*ない状出である. (Jl(北)

今後、の 11外1'1人がm々 多くなるとW.われる、それに従って

小!)，X1Jkr..と114<人リmとの1:¥1に'1まれる F供が多くなると

M.tうG (ljl;1s) 
M分保仰の川題-，，11¥U前倒 してい古いウ ースの瑚(';(l.Jに

吋脱が外1'1人のJ;.}~) は:1:' 1:9~のμ拘J~I， 1 ("4<1'111Ilに対
してはかなり川1酷である。(1則Jl()
相 ITの~J ~" (11本人)の行}J小'YI、イ、d、山IW1H!を {f，れ‘ ")
のli}Jィ、 'YJ、そのため/I:'Uliもなく、:I :I~t7 ，人院 t~O)イイ仏
い、 fどもの1'111¥，長打打、{世凶r..:険7i'.. (・1':¥11)
"1際化に作い、外1'1人';1"々mえている、しかし此 ，WO)場{';
，{!臣、いじめで予まだまだ11¥1泌が多い.. (ljJglO 
ブィリピン1'1祁のり閣とJtに-*11した小子'1::4 ~I の児椛(主
で、 114<の小?校へ入子したが学J匹について行かれず、 I!itl-
教育を世けたが適応できず、 ィ、有校となってしま った.彼立

への教育のJjl1.、はないか. ('1':¥11) 

fども "Mについては適応刊もあり、 fどもl'iJ，'!':、の!凹係は心

配ない.. ( q 1/~ß) 

健診苛ーの機会が仰られず、扶Mの'，I.JVJ発見がで古にくい、 fj

V~不安などがあっても、 相.~のぬ会が仰られにくい。(近地
問題を'，qgjに点に:1'.さないのでより辿い込まれた状態に務ち

いりや寸い.. (qrì~ß) 

どうしようもなくなるまで刷局に来月rしない、ィ、U、(t:WIであ

ることを勝す為、!.!.:体的な品をしたがらない. (辺縫)

ー II A>:での位w保健に加入できない、 djj~的 l間抑制作'，\flI:7f)
が保障されない. (近縫)

ー 公的信1曲、例えば、 I~J{位wu険などに加l人できない7ì;で、

'I'i百九大きな不安がある. (1問点)

外I~人校長去していない叩で、 妊削や1l.YLの槌診の畳1法主主が父
{、Iできない.Y4が'1まれても 予防lJl軒!ができない. (小川)

ーイI::Wlfi絡のないmlが1')(鎚WT劇的文Hを受けにくるケー
スが刑加している、 経済的、<1会的な11¥1題が多く 、対応にl付
っている別状である. (中部)

灯I"~Iのよ品 {';-B 司刈 fj提の似ú丙fも少なくない、)I_， HI"~I他
診をよ災施のまま戯れしてある。 (I~I出 )
。r: ~mßI!が|分なされていないためか 1 ， I. þI?(' Aよ熟YLII:バのケ

ースがある。 (1凹Jl()
-1:j(T艇を持っていないので吋胎i'fs'，ができない、流.，t.tlr申

おそれあり、山田l的な槌診をしていない、 感忠告j:のイjJ:震がわ

からない、円1日字紙などが前1介できない、似険，1.がないので

配被機関にかかった時、自己負判断がよさいしたがって、 副

主Lの発見が巡れるよ品{';があり適切な処れができない. (1目見4
「不法-II : W! J でも外|民l人{lUはできるが、人I'IWßI!J. Jや~犯
を恐れて、ぜF責決をn\1fする品~がある、そうした胤合、':j ( 

T艇の宜付などができない. (1問点)

阿緋栂l則受診の問題- l'lI lrll~披となるため1島市iO) ，;t'j卓となる叫
また多額立払いが:1:-*ずり;械を受けないケースあり。 (1剖*
~HIO)場合、 J~ 引の父jJ.!が行 }J イ、 'YJのため l民械受診ができな
い(料品内的な問題など). (1則点}

日本人と航斯苛i(T'i!断-:tむ)した場介、イr:ftffH品の変.aljl，m
をせず「小lli.lt問jとなっているケースが多い.特別，l'r:IIJrtl

，mをする尉~に法務).:1: ・ の威川によるものとされており，l'r: uJ
が:1:るまでにJ_J:J日1111/閣するため、その11¥1，4<1'1の法的提助が

できない. (1削Jl()
経済的な 1/1 1組や、 山村I~I係の去とのl目係もイ、主主1.:で ' tr.r.が五
ii.:していない、転:1:、転入がはげしい. (<1':¥11) 

-121 -

問題両市iJtlの凶般

ミノ¥.クの立紛ができない二と. (jし両7
iA的m助 (1 に 1 1j;~f，ぷ.1(，0 がむ寸かしい状討
にあり、 '~I(liの 'U刊旬、民誠司iの対応に λ ')J
する、身近似NGOに凶)Jを依頼すことが多
い。 (1目Jl()

ドIJé位Wf.ぷ険、 'I : r.~ 似J出世i 曹の1よかH世柿がな
い. (<1':111) 
1'1外辺よさせられるのをいやがって、 f自の行
政問l川に迎納しないよう刺まれるので、間組

附決しにくい、また役所に，I~ .m (II¥'Uli喧)

を:1:すのをいやがる， 'JI怖をIlIJ苫取るのに時

間がかかる. (1白州)

ーιちらがもリIJされるのに11，¥11日がかかる、{由機

聞に制，t量できない、 l'in.地が転々として、転

l'i先もわからず料航してかかわれない.

(近識)

風俗、判的、， ;;~占の追いによる巧え }J の制Ii品

川辺町杷艇が雌しい、 'u;r;似品訟の適川がで

きない、泊以を保すことが難しい. (九州)
11.内による促l山が凶雌なため1則係機関とのか

かわりの<1'で抑I."i点(地μ担l吋Jl、財人、吋

f制調判 '~':'r)はかなり社会資事{を出血{ しな
ければならない、，¥'!誌のことから利liの感情

がったわらない. (1則Jl()

チ続き 1.. ，かなりの附11\1を叫する(，I~却の内成

111，1自他). (1則Jl()
ィ、tlA(I刊ということで、 日Je;;i(:I:'U，J)に

のらず、杷併がしにくいこと. (1山Jl()

r di内にfi所在iiする占J出解釈を rfìJé{~ 
Uがある」とする~ß'lr:frtJ~1易いので、外1'1人
mJ.がない人はどうにもならないこともある.

(1目点)
まず、;忠11で手法夜間ということで、 対応し

てもらえないことが多い. (1則点)

(t:WI資杭がないことが暗になることが多い.

(1則Jl()

JJl状では特例法もなく、行政の対応が困難で

ある.人i目的にはWJ拍してやりたいが、予防

接相$の )1，世カ叶じたときの似附など問題が

ある. (1則点)

1)11i法令のトでは品1M:の対畠と寸ることが、

柑めてl吋難である. (1則点)

耐院で:11'1しても)!!院後0)誕がつかめないこ

とが節 、イ寸ょの 怖をつげて 11¥'1.:加ill¥のため

米1析するのはごくごく 部である。(問点)

辺くに咋門的知』棋をれする指導機1~7ì;もなく、

W助、協)JlI'.;在る体制も悟っていない、Ik.出

以外の外l叫i日で対比;:I¥.iとる人が近くにい壮い.

( Jl(~じ)
W助施策が、1"治体レベルのJ1!i'lW助・)1:1;な

らば辺川での榊決・'jf車刊1，もあるが、 機l則責B托

)1務、1-11体重if:'M置では、 l時、榔の成:，tが「

然_r，.胤されるため、脱j品では過川できないケ

ースが多い. (1問点)

Allfiしているお)(似俄対盈-/';への援助 JdJ! 
と唱えているので、 特に'"別して巧えていな
い、 (問題解決!の凶j'jt)製作のところない。

(1目見。

身柄を舶?保し与がら外l 司人(~事長させ、 姉捌さ
せ、 11¥'1:Aiiを:I'.L.(供の1"l~J~1川、日本人の
uとしての~!j>:リIt:Wfi1栴のJ~I， 1などのT続き
をとることがl付雌. (近織)

， /1' 1 '.'1îがヂV~ (I : Wi .(，i には '1 部保J胞の適川lはな
いと¥YJ.fしている以 ':W助不1IJf.陪. (近議)

入行への泊似品務、 '1似の通川ができない.

(1目見()
対説.{;叩担!~11がl刈焼、料i/I五W対策がない.



l<33 全 I~'I編 IJI 事務所における外i 医l 人)'(.，í~及び妊凶似の!日u:mの特徴と I I'rJ題Mt)< l の問題
オー バー スティケー スを1[1心とする (つづき)

ー件以 J" 仰が曲~ ，'!.していない(版人注絶、[ぜ山w吐 ~，Jn l人など 1 (九州)

， ì!臣、 M;征先がない、所持告が伝い、 Ml~lt'l川がtall:できな 1 受人れ体制が係っていない. (州1"1)
ない. (1目見o 1.1.λ的な'¥t.(中部)

，i".!民が;mじないために必!品の雌過が 11-1盟、 1\鋭 t~. 11:時t1を 1. ~，\hl: 'Jí務所の峨jjとしては、たてまえに扶
j.\ ってい担い、此似剤、-/~，(f:勺!に府1111 されやすい状態 ()L州 1 必怖や/1'1怖の決定や判断に従わなければな

11 ，j.;，，~カザc分に i曲じないため~I 会'f:.1;f，に小適応を主たす、倒| らないが、 これについてポランタリ ーな立喝

いτ収入を仰ることはi主訟であるが働かなければならない、 | から批判を受け、かえって問題が!lUIlになる

'[j古代、医療内、 t以内、施。A人所、 Wi::などの公的民地は | ことが多い、府l川で~る施，，l!がないのに、政
切jうけられない、加敗、主人などの人的才、ットリークがはと | JJできない、ギリギリの状訓が次々に!l~て
んどなく、料済的、利神的な4創出はどーからも空けられない| きて刈比、にlIIIを師める. (近畿)

ことが多い、(i官を {n'りるにし EもI，:wm絡を巾，:.'1するにし

ても似品人をみつける こ とが、また MI'IJI.刊の捻:I :~I付世1 .
(il!畿}

(オ ーパーステ fウーλl(jリ Jの針，m'll掛川より )

悦" 坦 ~l 乳幼児位"争で、外 1'1人的 l‘)1lIに会うことも珍しくありまぜんが、 ~'illi的に外に :1: ようとするケ ースや、川 V'I との
銭触を辿けるウ ースなど4華々 です、 例目リ制l置だりでなく、 1，;)じ悩みをもっ付加I'M、のネットリーク11リが今後は

必岨となってくると!且う. (1則)10
'[::r;rir以 ~1I&il"の適111 、 l山両施i祉の.f'1川ができればよいと思う 。 財人f~.U，Q 'jl Xiに於る外1'1人~;f，( (に|目する fl1を!Jl
状では財人相 l波I~iのみ前川できるが、川社 M.，I，ま E ドしてほしい. (九州)

'u;r.'UJ地法の適川が必岨な地合が多いとj品われるので、制JJt的に.J¥えてもらいたい. (九州)

'U7i刊慣や宗教的判t!1 0)j品いで~I:l: PI!1Wにう予めておリま寸が、やはり .;1出のコ ミ ュ ケーンヨンがイ、|分なi咋は11:1
組fl が杷jM しきれなかったり、必叫なm将 IIJJi をいえられない現状があります.見、 1\披 t1~干の公.{~負担 1. (丸山

脱線 t~ "Si) 0)抗川が対盈とならないイ、iA(，: WfのJiの柄1.担では，:品市1なl災披t1をJ'tJ'1して対品していただいているの

で、いつか似非があるのではと見lうIl，~があります. (1町Jl()
イミ松山ft{のケ-;z.がmえる'1'で、まずは削院で先行していただいた/1¥'Ulitl¥を促11:してもらうことがとてもλ切

なことです。 (1目見o
dil刷こ川仰を(jする人ぞあれば、 1'1却を川わず、~，\hl の制l立は.f')川で~ます.児，'i\T. '~、川市f人民1""[、乳幼児
I災被刊の助成~も寸べてその刈訟としています. (~tjl，jjm 
fどもが他やかに'1まれfiてられるためには、イ寸j、AWIであっても!JUJ}Jが必叫であると思われ、今後の検，1，1を吊

可{している. (1旧Jl()
(オーパースティケース f憎し!の品，.¥III:'JI務刷より)

S，jjでは1lll，のところ、科!Jl!誌でケースパイケースでMとかwひしていると思われま寸、ウ桂や'1か対応しなけれ

ばいけないl時は、そのl出ごとに j.\1化して刈拓していく yji::. 投打~1l会では就子 11午、引のレベルにfTわして?
'1をt止めることはあるがうまでトラブルはないと叩 11. ('1 ' ，1~ ) 
j.防接側、 I'!( 保健については外|時，L'tOJマニ」アルが刊られて[虫川していますが、 [[nt長助[(!Iでコミュニケーンヨ

ンがとれず、川ることが(jl)*寸泊以などの派mしてもらう制度はあるのですが、 lI!iII¥lゃT続きがめんどう主こ

ともあり、単肱や主人にたよ っているのが別状です<>"'f:11iに総合的な州諸;自11が必屯jだと思いま寸. (1則Jl()

It:liが多き1'1矧の1'1(似!I1.MI，1マニュアJレが1ll地l訴であれば助かる. Ui織)

1(11外l同人について制Mでは 11ぶ人とほとんど1，;1じにあつかっているため統，11をとっていないことが多い、 イミd、
(I:ft!については法的にあっかうようになっていないためか、 制膚ケースはあらわれてJきていないが、う怯あっか

いについて検.Hする必叫があると実感している。 (1則Jl()

'V'f，'，j祉 I1務所では1111組がH体的に.J.i.われていないが、制l止I'.iJdl，I:O)制約締ずるところである. (点北)

外|仇l人f，(fl:の妊阪については 11 ，j.;人リj 刊の無，lIf:による IW~Jが多いと出われ、 1-1がiIf[を I1代わりするのはやむ
を仰ないと出われる. (1自Jl()
~，\hI:'JI務所としては 小松山 怖であろうがなかろうが、で古る疋け対晶していくつもりで寸. (1問点}

拘11外1'1人と 11に。もってもいろいろなlりがおり、 11・にI';JじようなとらえJjはできない‘ふつうの妊削I，;J帳、
ケースパイケ-;z.でかかわっていく必I却を感じている。(Jl(.1じ)
'1=.7円以僚がしっかリしていない叩で、以慨に収1，捷できる:忠11を附く必叫があるのではないか. (同1(1)

ー通E脳州，貴Jjに対してィ、法((Wi 0) 11~ ，ít&びHI1< ~1が技術を求めて.:K，ii したと似:.Eする . (:1:11<壮ど)JリJ席胞，i)!人1'[
などの』ltrfの場合、 li.:{Uè;出足は外1'1人{~U;:iなどの払l/J、が必'i!!であるが、それがない附は]'djではlI'1i川、fE
-11の:t;11が 1'1メに.世間されており、そこへtJj桁依頼して紋済的目が行われる. (九州)

ー不法仇官1-11の F防接利について山町村はIJ~ J1'1 として%施 L/~ぃ . ~IJ、し、伝染料J 予防の制点から4皇杯{が必叫だと

思えるが、 他山被;・1がヲe'lした地0-[k[が似聞の刈説としていないため刻状では'Ji脳l州知、位lli世刀へ世抜刷-/i'''I':

jjを1'1が保附してほしい<> fU~~lj をしておれば 11本人と I，，)!品、 fU~~ljがないと 11 本人でも対起できないことがあ
りま寸. (近議)
ー行政栂l則としては、法的If!拠がなければ公的サービスは l付焼であり、 I i'，人 l'InPI!1立ぴ jjtJ~，f!l>i: 11、7ì;が改 11 されな
い限り小1); 1， 官i占の明む樋JJ}J は同'IItであり、刷局、 l山， 1 も対応寸る側々の判断によらざるを仰ず、イよì.tdl:~可円 1m
0)公‘l'、千$を欠くことになると再えます. (北海道)

ー外1'1訴のできる相，IHJは州『担機l則を1'1の此1[で実施寸べきである(Jewの機|聞に附リする二とも合的)、人道 l
からイサl、AWf外1'1人に対し、~，\hI制肢を過川寸るよう法改 11 すべきである. (1叫Jl()
外1'1人だからイマ人抑制だからというわくを円らないで f同じ地味の ( J という巧え Jjで比~JJ.!.を受けられるように
してあげられればと!6lう、 IL~~の通じないイイ!l!さを感じます。総{õ的に 11' 11外 1'1人が刺殺を受けられる k ンタ ー
があればよい、，f!監の1111起がノにきいので外1'1訓パンフレツトの円成、 l出子研修などのぬ会をぷけてほしい(ql，"fn

ー「イマJ;dt:WfJという川 l伯によ ってまる Eその作品 11体がィ、d、なのかの械に倣われていることに俗リを感じま寸、

1'1際人権刻約では「然とれている，iI:制l立の利川についても制限を加え緋除しようとする行政の動吉に危機感を持

たざるをえません 制祉'11務庁fから 「品川hl:Jを什lb:'"にするもore絶対このままではいけないと姉崎しています.

(近俄)
品H止の1111品はそのヤIJ'lI:l!il:lj)i;を辿られる、とりあえず人道的以昧での似品できる体制が制度として曲引されれ

ばよいと'"う、 見棋の縦利主約を 11，j.;がIlt附したlI!jには:iWlできればと JJ.tっている. (JI(北)

122 -



日
本
に
お
け
る
外
国
人
登
録
者
の
地
域
別
在
留
資
格
者
数

19
92
年

間
人
m

総
W

Jì
KH
Ê
~
~
I
~
(
目)

12
，1
81
，6
44
00
0.
0)
 

80
.0
 

11
，8
22
( 

0 目
9)

66
目
6

22
，9
82
( 

1.
8)
 

68
.1
 

49
6
，9
00
( 
38
.8
) 

6 1
. 
4

 

20
6
，6
75
( 

16
.1
) 

84
.0
 

41
3
，2
79
( 
32
.2
) 

89
.9
 

58
，6
36
 (

 4
.6
) 

86
.2
 

9，
92
0(
 
0.
8)
 

67
.5
 

54
，5
44
 (

 4
.3
) 

74
.

 
1

 

6
，8
86
( 

0.
1) 

64
.2
 

(
目
)
構
成
比

表
3
4

地
域
/
討
賊
自
本
人
の
配
偶
者
等

定
住
者

永
住
者

特
別
意
住
者

M
f
om

等
合
計

全
国

20
9
，2
69

(1
0日
目。
)

12
2
，8
14

(1
00
.0
) 

45
，2
29

(1
∞
.0
) 

59
0
，1
93

(1
00
.0
) 

7，
86
4
(1
00
.0
) 

97
5
，3
69

(1
00
.0
) 

北
海
道

1，
18
7(
 

0.
6)
 

79
7(
 

0.
6)
 

69
8(
 

1.
5) 

5，
14
4(
 

0.
9) 

46
( 

0.
6)
 

7，
87
2(
 
0.
8)
 

東
北

3，
94
3(
 

し
9)

2，
00
4(
 

1.
6) 

80
7(
 

1.
8)
 

8，
74
3(
 

1.
5) 

14
5(
 

1.
8)
 

15
，6
42
( 

1.
6)
 

関
東

10
8
，2
81
( 

51
.
7) 

55
，3
13
( 
45
.0
) 

2，
07
30
( 
45
.8
) 

11
7
，9
57
( 
20
.0
) 

2，
60
0(
 
33
.1
) 

30
4
，8
81
( 
31
.
3) 

中
部

54
，2
58
( 

25
.9
) 

32
，1
95
( 
26
.2
) 

2，
81
9(
 
6.
2)
 

83
，5
0
4(
 
14
.1
) 

75
4(
 

9.
6)
 

17
3
，5
30
( 

17
.8
) 

近
後

27
，7
92
( 

13
.3
) 

22
，7
17
( 

18
.5
) 

16
，1
52
( 
35
.7
) 

30
1
，1
03
( 
5
1.
0)

 3
，6
57
( 
46
.5
) 

37
1
，4
21
( 

38
.1
) 

中
国

5，
68
5(
 

2.
7)
 

ι
5
8
3
(
 
3.
η 

1，
14
7(
 

2.
5)
 

38
，8
04
( 

6.
6
)

 
30
0(
 
3.
8)
 

50
，5
19
( 

5.
2)
 

四
国

1，
47
0(
 

0.
7) 

97
3(
 

0.
8)
 

26
2(
 
0.
6)
 

3，
94
7(
 
0.
7)
 

44
( 

0.
6)
 

札
69
6(

0.
7)
 

九
州

4，
14
6(
 

2.
0)
 

2，
65
0(
 
2.
2)
 

2，
42
0(
 
5.
4) 

30
，8
63
( 

5.
2)
 

31
1(
 
4.
0)
 

40
，3
90
( 

4
.1
) 

沖
縄

2，
50
7(
 

1.
2) 

1，
58
2(
 

1.
3) 

19
4(
 

0.
4)
 

12
8(
 

0.
0)
 

7(
 

0.
1)
 

4，
41
8(
 
0.
5)
 

法
務
省

I在
留
外
国
人
統
計

j
よ
り
作
成

- N U l  



表 35 r.~j且 JÎ'f以別外 l主l人山 1:. W~ 1ú. と総山 ~~rG数に占める ~~I 合 1 D 9 2 j卜

AS出rIJu (%} 件同人組山リ 1.¥(16) 3El':JJt114ζ(%) )(位二五.tl_旧日6) Xl'Ht外I7司6(%)0.1 占~KI日1
Jt陶温 53191 100.0 291 0.5 52906 09.5 215 0.4 

且北 資R 1~502 100唱。 100 0.8 1 ~303 99.2 03 0.6 16 0.1 
岩手 13921 100.0 89 0.6 13832 9U  16 0.5 13 0.1 
宮以 23010 100.0 181 0.8 22829 99.2 132 0.6 ~9 0.2 
秩問 10121 100.0 50 0.5 IOG71 00.5 H O. ~ E 0.1 
(IJ~ 12020 100.0 122 /.0 11808 00.0 103 0.9 19 0.2 
縮局 22~30 100.0 118 0.8 22252 99.2 1~2 0.6 36 0.2 
合計 96604 100.0 129 0.8 95815 99.2 590 0.6 139 0.1 

聞東 匹以 29192 100.0 523 /.8 28669 98.2 311 /.3 146 0.5 
栃木 19558 100.0 313 /.9 19185 98.1 256 /.3 111 0.6 
ifJ'l 19858 100.0 m 2. ~ 19383 91.6 285 /.4 190 1.0 
埼玉 65560 100.0 14~3 2.2 G~ 117 91.8 1102 1.1 3H 0.5 
千草 5345~ 100.0 1395 2.6 52059 91.4 1069 2.0 326 0.6 
東京 102109 100.0 5131 5.0 91518 95.0 3381 3.3 1 m  1.1 
神厳川 80558 100.0 2331 2.9 78227 91.1 1518 2.0 153 0.9 
合計 310889 100.0 11611 3.1 359218 96.9 8054 2.2 3611 1.0 

中間 v;両 23462 100.0 202 0.9 23260 00.1 IH 0.1 28 0.1 
7町山 9901 100.0 100 /.0 0801 99.0 86 0.9 I~ 0.1 
E川 Il~25 100.0 100 0.9 11325 99.1 76 0.1 2~ 0.2 
福井 8311 100.0 123 1.5 8188 98.5 100 /.2 23 0.3 
山梨 8922 100.0 126 u 8796 98.6 95 1.1 31 0.3 
/UJ 21661 100.0 395 1.8 21266 98.2 282 1.3 113 0.5 
岐阜 20m 100.0 293 1. ~ 20170 98.6 112 0.8 121 0.6 
1)岡 36309 100.0 735 2.0 35574 08.0 399 1.1 336 0.9 
虚知 lWI 100.0 1960 2.7 70>191 91.3 1189 /.6 111 1.1 
合計 212914 100.0 403~ /.9 208880 98.1 2513 1.2 U61 0.7 

近臨 三E 11189 100.0 258 /.5 17531 98.5 155 0.9 103 0.6 
滋賀 13m 100.0 215 /.6 13207 9U  123 0.9 92 0.1 
京仰 24254 100.0 945 3.9 23309 96.1 529 2.2 m /.1 
大臣 88356 100.0 3936 4.5 84~20 95.5 2238 2.5 1698 /.9 
兵庫 53186 100.0 1685 3.1 52101 96.9 952 /.8 133 1.4 
奈良 13382 100.0 220 /.6 13162 98.4 166 1.2 54 O.~ 
和歌山 9911 100.0 105 /.1 9866 98.9 11 0.1 3~ 0.3 
合計 220960 100.0 1364 3.3 213596 96.1 4234 1.9 3130 1.4 

eレ田 鳥取 599~ 100.0 78 /.3 5916 98.1 51 1.0 21 O.~ 
品川 1095 100.0 50 0.1 7045 99.3 36 0.5 I~ 0.2 
岡山 18894 100.0 213 /.1 18681 98.9 142 0.8 11 0.4 
Ji:O， 28570 100.0 523 1.8 280H 98.2 363 1.3 160 0.6 
山口 13613 100.0 269 2.0 133H 98.0 168 1.2 101 0.1 
合計 14166 100.0 1133 /.5 13033 98.5 166 1.0 361 0.5 

四国 徳島 1452 100.0 37 0.5 1415 99.5 32 O.~ 5 0.1 
曹川 9426 100.0 60 0.6 9366 99.4 40 0.4 20 0.2 
~ll 14410 100.0 95 0.1 1~315 99.3 12 0.5 23 0.2 
高知 7159 100.0 46 0.6 1113 99.~ 34 0.5 12 0.2 
合計 38441 100.0 238 0.6 38209 9U  118 0.5 60 0.2 

九州 出向 41199 100.0 611 /.3 0182 98.1 391 0.8 220 0.5 
佐目 9182 100.0 51 0.6 9131 99.~ 39 0.4 12 0.1 
民向 16091 100.0 155 1.0 15936 99.0 100 0.6 55 0.3 
同本 18595 100.0 103 0.6 18~92 9U  79 O.~ 2~ 0.1 
大分 11533 100.0 81 0.1 II~52 99.3 51 0.5 2~ 0.2 
宮崎 12038 100.0 H o. ~ 11991 99.6 41 0.3 6 0.0 
血児島 18012 100.0 99 0.5 17913 99.5 82 0.5 17 0.1 
合計 133250 100.0 1153 0.9 132091 99.1 795 0.6 358 0.3 

対，~u 11460 100.0 336 /.9 1112~ 98.1 291 1.1 39 0.2 

外国 318 100.0 91 25.7 281 14.3 68 18.0 29 1.1 

超音11: 1218265 100.0 llill 2.2 1191219 J!U ~ L.i lliIi 0.8 

割合【%)
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実
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研
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年
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.
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囲
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憧
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光
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必

要
.

HB
s
白
瞳
!
l
.
率
高
い
.

多
〈

由
里

者
は

パ
ス

ポ
ー

ト
を

所
持

せ
ず

‘
未

入
沼

町
場

合
が

多
い

.
日

志
語

や
主

語
も

+
分

に
遇

ぜ
ず

教
急
軍
事
慢
の
現
渇
で
困
惑
.

野
田

明
子

他
フ
ィ
，
;
ピ
ン

地
出
産
認
証
に
な
お
け
る
在
日
外
国
人
白
検
障
や
畳
診
状
況
の
央
情
を
今
把
壇
揮
の
aしE

‘
在

日
外

国
人

白
帰

人
科

書
思

、
旺

煩
、

在
日

外
国

人
の

診
自

に
は

、
E

学
上

白
問

題
は

も
と

よ
19
91

年
タ
イ

ど
を

遇
し

て
、

そ
こ

に
あ

る
問

題
点

を
と

ら
え

‘
子

保
檀

施
策

に
世

立
て

る
こ

と
を

目
的

'
J

.
社

会
的

、
恒

済
的

そ
し

て
文

化
的

な
置

ま
で

含
め

{
東

京
)

と
し

て
行

わ
れ

た
.

間
査

肉
容

は
、

E
坐
的
な
置
の
み
t
.
;
:
ら
ず
、
診
集
を
め
ぐ
っ
て
当
面
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

た
広

い
祖

野
が

星
決

さ
れ

る
.

38
I:

J.
~i

.i
4?

 
問

題
を

、
信

別
的

、
総

括
的

仁
取

上
げ

検
官

を
加

え
て

い
る

.
本

課
題

の
対

応
に

は
宙

人
あ

る
い

は
-

!
X

複
楓

閣
の

賢
力

E
 

[
問
題
点
)

に
は

臣
リ

が
あ

り
.

行
設

上
回

腸
施

策
が

必
畏

で
あ

り
揖

人
科

疾
患

で
は

、
タ

イ
及

び
フ

ィ
リ

ピ
ン

が
多

い
、

新
宿

区
田

タ
イ

白
壁

自
縛

比
'

"
は

l
世

で
あ

る
場

合
に

よ
っ

て
は

珪
泊

上
回

配
慮

も
望

ま
れ

よ
う

.

に
も

か
か

わ
ら

ず
"

人
科

受
診

置
の

国
商

別
比

皐
は

1
3
.
2
%
と

な
っ

て
い

る
.

フ
ィ

リ
ピ

ン
国

持
出

場
合

も
前

者
が

5.
5
う
も
な
の
に
封
し
、
世
者
は
7
.
2唱

で
あ

る
こ

の
こ

と
は

非
畳

師
の

も
の

が
多

い
た

め
と

.
推

定
さ

れ
る

.
タ

イ
圏

埼
は

20
才

代
に

集
中

し
て

い
る

.
桂

信
分

担
に

関
し

て
も

、
萱

師
団

珂
散

に
比

1
.

-
.

タ
イ

お
よ

び
フ

ィ
リ

ピ
ン

圃
珂

白
者

が
多

い
.

表
36
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表
36

オ
ー

パ
ー

ス
テ

ィ
妊

産
婦

及
び

児
の

母
子

保
健

・
医

療
に

関
す

る
研

究
報

告
(

つ
づ

き
)

U
 I

 ;
U
'
 ~コ
l'

安
保

司
J

 
ス

テ
ィ

の
母

子
孫

健
軍

究
に

閣
る

容
8
ょt
.(
".
d
g

の
E

要
雷

由
概

要

田
l村9
92智

年
異

色
東

南
ア

ジ
ア

過
去

5
年

の
不

証
情

在
女

性
白

入
院

症
例

を
通

じ
て

、
ど

白
織

な
軍

複
上

白
問

題
を

待
っ

て
い

る
の

か
.

問
題

白
解

決
を

困
る

た
め

に
宜

志
白

疎
通

を
図

る
司

院
を

検
討

す
る

.
90

年
代

に
入

り
.

急
融

に
2菌

加
、
総
置
は

50
人

と
な

る
.

第
ー

と
し

‘
タ

イ
圏

、
タ

ガ
ロ

グ
語

な
ど

町
ア

ナ
ム

ネ
(
臣

認
)

【
向
題
点
)

用
紙

を
鎗

倒
し

て
い

る
.

fi
j
佐

保
亜

の
面

か
ら

も
一

貫
J3
:f
:z
;.
:~
宅{

~霊
個
人
的
な
貸
畳
と
し
て
、
不
桂
滞
在
が
大
き
な
問
題

~f
，訟
り
.
公
的
掠
劫
を
置
け
る
大
き
な
賠
げ
に
も
な
る
.

し
た

保
健

指
噂

が
行

え
る

捕
、

母
国

語
に

よ
る

パ
ン

フ
国

時
.

輔
英

、
年

齢
.

氏
名

ま
で

も
不

明
な

点
が

多
〈

、
揮

旺
人

が
得

ら
れ

な
い

等
に

よ
り

レ
ッ

ト
も

作
成

中
で

あ
る

.
F

 
受

診
拒

否
、

入
院

拒
否

、
に

て
余

惜
な

く
恒

迭
さ

れ
て

来
る

例
が

多
い

.
各

行
車

楓
闇

《
の

働
き

か
け

や
撞

助
団

体
八

の
協

力
は

拾
策

上
司

問
題

と
し

て
、

殆
ど

が
切

迫
し

た
状

阜
で

由
湾

問
外

畳
詰

で
あ

り
、

人
道

的
立

場
ζ

い
よ
リ

そ
の

か
ぎ

り
で

は
な

い
.

む
し

ろ
、

や
む

を
得

ず
畳

け
入

れ
い

る
の

が
実

情
.

瞳
臨

喧
対

東
も

不
十

分
仁

成
る

.
禽

割
な

霊
療

費
支

払
の

問
題

が
あ

り
治

療
連

中
で

迫
要

し
治

鍍
費

未
払

い
の

ま
ま

消
息

不
明

と
な

る
ケ

ー
ス

が
殆

ど
.

外
来

患
者

の
3
0
-
5
0
弘

が
入

院
.

帰
国

さ
せ

る
に

し
て

も
、

祖
縫

な
撞

的
手

障
が

必
畢

で
あ

る
.

松
1村9
93
宜4
手-:z
.
fe. 

フ
ィ
，
;
会
ピ
湾ン

大
垣
持
市
つ
不
肉
白
安
中
と
心緊
部
張
で
へ
在
瞳
在日

ア
ジ
ア
人
目
居
看
住護

者活
動
が
多
を
鰻
い
足
告
寝
.
世
に
あ
の
る
需
在
院
日
外
か
ら
の
詞
査
.

外
翼
国

z人a
E喧
童
に
鐸控

労
外
直
人
で
え
も
る
在
の
で
留
貰
、

唱
蛙
の
短
有
や
諸
分
に
関
、

わ産
梼ら
ず白

母
子

手
掛

院
国

が
に

つ
い

て
由

来
園
人
以
外
で
、

が
も

ら
綬

ie
担

と
し

{
大
甑
}

中
国

す
る

外
国

人
女

性
白

妊
恒

、
出

産
が

渇
加

し
て

い
る

.
出

量
し

た
51

名
を

対
it
.

て
活

用
す

る
こ

と
を

醍
明

す
る

.
但

し
、

妊
揖

賠
輯

2
4
EI:
U

型
u

(
問
題
点
〉

E多
書詩

型
，

は
在

留
置

絡
が

情
け

れ
ば

っ
か

え
な

い
.

。
朝

来
ダ

ン
サ

ー
.

ホ
ス

テ
ス

、
昌

三
で

通
学

散
を

し
め

て
い

る
.

E
痕

者
だ

け
で

は
ど

う
し

よ
う

も
で

き
な

い
現

実
が

あ
り

揮
険

は
在

留
置

格
の

有
器

と
関

揮
が

あ
リ

、
保

険
な

し
が

4
rl
.

 
在

留
置

格
の

な
い

外
国

人
に

つ
い

て
も

、
外

国
人

a
子

手
踊

は
半

置
が

所
有

.
軍

複
問

題
に

車
り

組
ん

で
い

る
多

く
白

人
か

ら
問

題

C
 

初
器

時
由

理
置

は
10

カ
月

以
世

且
び

初
診

可
分

担
が

2
JI
.

提
起

き
れ

て
い

る
よ

う
に

、
E

療
に

閉
し

て
は

特
別

な

帝
王

胃
腸

S
明

白
肉

、
半

世
は

罰
診

が
連

〈
、

世
措

回
世

も
少

な
い

.
倒

産
が

望
ま

れ
る

.
経

首
奇

的
問

題
の

た
め

、
蛙

揖
鍵

持
も

不
盟

則
で

、
異

常
が

あ
っ

て
も

十
分

な
措

療
が

畳
け

ら
れ

な
い

.
そ

の
た

め
妊

録
中

.
分

性
中

町
呉

焦
が

多
い

.
食
習
慣
や
生
活
習
慣
の
遣
い
が
大
き
〈
、
仕
$
白
書

5
音
で
不
蝿
J
.

IJ
~
生
活
者
も
多
〈
、

蛙
掻

中
穏

臣
、

切
迫

早
産

.
置

血
な

ど
の

興
需

が
多

い
.

日
常

生
活

以
外

白
会

話
で

は
‘

言
実

が
通

じ
に

<
<

意
志

車
道

が
不

+
分

で
あ

り
摺

績
関

係
が

祭
き

に
く

い
.

退
院

唾
‘

家
B長

や
知

人
が

少
な

〈
脊

児
に

関
し

て
大

き
な

不
置

が
あ

る
.

田
戸

鯵
也

a
子

E
擦

問
題

が
切

実
な

夢
例

を
あ

げ
、

霊
祭

問
阻

を
提

記
す

る
.

外
国

人
に

対
す

る
霊

祭
問

題
が

社
会

問
置

と
し

て
ク

ロ

19
93

年
事

官
町

主
入

院
即

出
産

、
母

子
退

院
桂

、
母

規
蒸

発
、

乳
児

現
待

、
そ

れ
に

伴
う

戸
諸

問
題

-
A
ア

ッ
プ

さ
れ

て
き

て
い

る
現

在
、

母
子

医
療

に
揖

(
車
京
)

$
明
J
Z
不
正
出
血
に
よ
る
切
迫
桔
型
黒
人
里
、
分
娘
、
未
鮪
児
出
生
、
自
費
に
よ
る
高
額
置
療
費
町
制
J
t
.
活
用

る
当

院
に

お
い

て
も

外
国

人
に

閲
す

る
E

僚
の

あ
り

方

34
I=
1t

宅
日
手

.
9
'1
:
3
:
量
在
の
蛙
短
中

毒
症

に
よ

る
宜

錯
不

現
状

盟
、

入
車

加
徳

院
日

桂
一

時
怯

方
に

向
か

っ
た

の
も

つ
か

が
切

実
な

生
そ

の
も

の
の

問
且

と
し

て
.

受
け

と
め

て

の
間

‘
無

断
の

自
己

退
院

.
行

〈
パ

き
必

然
性

を
痛

感
す

る
.

H
 

(
問
題
点
)

音
色

室
、

非
合

法
を

問
わ

ず
、

す
で

に
日

本
に

事
b

し
て

E
療

を
必

要
と

す
る

ギ
リ

ギ
リ

ま
で

鋤
い

て
、

世
急

車
、

あ
る

い
は

罰
急

入
院

と
な

る
.

る
外

由
人

と
私

た
ち

が
ど

の
よ

う
に

共
生

し
て

け
る

か

3
 s'
Iと

も
a

J
l
!
は
ホ
ス
テ
ス
、
相
手
町
男
性
は

日
本
人
‘

間
園

人
で

あ
る

が
、

行
方

不
明

や
失

爽
.

を
現

場
町

現
実

か
ら

考
え

て
い

こ
く

と
が

大
事

で
あ

る

オ
ー

パ
ー

ス
テ

ィ
が

絡
ん

で
お

り
、

さ
ら

に
日

本
語

白
不

自
由

な
外

国
人

と
し

て
、

満
E

な
手

院
も

と
れ

ず
世

寝
入

り
が

ち
に

な
る

.

外
国

人
軍

警
察

問
題

は
‘

便
宜

書
体

が
在

宮
田

絡
に

よ
っ

て
規

制
さ

れ
て

い
る

た
め

行
理

由
封

応
と

E
疫

機
関

と
の

立
場

に
は

‘
大

き
な

ギ
ャ

ッ
ブ

が
あ

る
の

で
.

問
題

が
一

層
複

維
に

な
っ

て
い

る
.

広
重

自
可

色
過

去
30

年
聞

の
外

国
人

女
性

白
分

控
に

つ
い

て
、

記
白

調
査

且
び

ア
ン

ケ
ト
田
査
.

宜
容

が
必

要
と

思
わ

れ
る

点
で

は
‘

行
車

置
で

は
保

険
の

19
93

年
外

国
人

女
性

白
そ

の
眠

婦
や

合
幹

症
に

閉
し

て
は

日
本

人
と

差
が

立
か

っ
た

が
、

衆
車

白
適

用
を

含
め

た
撞

助
制

置
由

充
実

な
ど

が
多

か
っ

た
.

{
大
臣
)

軍
書
奥
田

現
場

で
は

言
実

や
恒

揖
均

問
f

!
な

ど
拒

揖
出

産
に

伴
う

犠
々

な
問

題
点

が
あ

る
.

担
済

力
自

信
い

外
国

人
蛙

掃
が

運
ば

れ
て

き
た

ら
.

置
I

!
I

52
I:

J:
f長を

E字
(問

題
点
)

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

協
力

や
地

域
の

俣
健

所
と

の
逮

瞳
祷

的
問

題
に

関
し

て
1;:'

，
健

康
慎

世
夫

加
入

の
た

め
費

用
が

高
額

で
、

支
払

い
不

能
E湾

、
福
祉
制
度
目
利
用
な
ど
行
珪
八
回
(
J
l
を
か
け
が
必
要

I
 

と
な

る
ケ

ー
ス

あ
り

.
と

主
れ

た
.

雷
笑

が
通

じ
な

い
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

う
ま

く
と

れ
な

い
.

首
笑

白
間

皿
、

経
済

的
問

題
に

つ
い

て
は

息
急

な
誼

曹
が

考
え

方
、

官
慣

の
遣

い
が

あ
っ

て
蛙

短
前

管
理

、
出

産
、

担
乳

に
関

し
て

ト
ラ

ブ
ル

が
生

じ
や

す
い

.
島

畏
で

あ
り

、
特

に
経

済
問

題
に

関
し

て
は

行
放

の
介

入

が
不

可
欠

で
あ

り
、

不
撞

滞
在

者
町

担
い

な
ど

を
含

め
て

何
ら

か
の

桂
的

担
助

的
確

立
が

盟
ま

れ
る

.
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表
36

オ
ー

パ
ー

ス
テ

イ
妊

産
婦

及
び

児
の

母
子

保
健

・
医

療
に

関
す

る
研

究
報

告
(

つ
づ

き
)

Z
電

子
j
J

雪量
霊

対
i
t
~
;
警

ヌ「
パ

ス
テ
イ
由
母
子
保
健
霊
祭
!
J
'
9
.
に
闘
す
る
肉
容
お
よ

問
題

白
概

要
受

奮
の

内
密

宮
相

支
也

B夜
間
ア
ジ
ア

東
南

ア
ジ

ア
を

は
じ

め
と

し
て

中
陣

米
白

患
者

が
堵

え
て

い
る

.
冨

棄
や

生
活

習
慣

、
思

量
や

揮
離

の
司

魁
こ

れ
ら

属
国

籍
ベ

ビ
ー

が
将

来
哩

揮
を

取
得

し
よ

う
と

し
19
93

年
中

南
米

白
他

に
、

壷
科

に
お

け
る

母
子

E
疲

田
貝

培
か

ら
み

る
と

.
措

置
籍

ベ
ビ

ー
の

渚
加

が
型

企
さ

れ
て

い
る

.
た
場
合
、
自
E
胆
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在日外国人の児1u及び妊p.l焔lのi桂子保他 IIJ祉にI則1るアンケート

1 .これまでに外国人の児盗及び妊産仰について相談をうけたことがありますか.

① はい ②いいえ

.IlJl山 イ.これまでに相談がなかった.

ロ.外国人の相談に応じていない.

ハ.その他(

2. 所t.，l;管内の管内人口は何人ですか. 人

一資料一

その内、外国人笠録者数は何人ですか.①
人 ②J巴湿していない ③J巴但できない

3. 外国人の児:lii及び妊・産婦(妊娠中又は出産後 1ll'以内の女子)の対応について

aこれまでにその対応について困ったことがありますか.

①はい ②いいえ

bことばの問題で図ったことがあリますか.

①はい ②いいえ

c外国nliに対応できる聡貝はいますか.

①はい(英語 ハングル1m 中国f;u ~ガログÜIí その他 ) ② いいえ

d外国;mによる紹祉事務所にI却する案内包がありますか.

①はい(英語 ハングルrra 中国語 タガログiffi その他 ) ② いいえ

e言葉が通じない外国人のケースの場合どのように対応していますか.

4. 在日m絡のない「不法在留 J の児:liiおよび妊産卵について

aこれまでに在留資絡のない「不法在¥I/Jの児:liiおよび妊産婦の相談ケースがありましたか.

①はい ②いいえ

bこのような相談ケースがある場合に、どのように対応していますか.

①m祉事務所のできる純凶でm助・対応している.

②在留資絡のない「不法在留J の場合は初祉11>務所として m助・対応していない.

③その他

C相談ケースの解決にどのような公的機関と協力していますか.
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(在宿資格のない「不法在留Jの児童t及び妊産婦について、質問の続き)

d相談ケースの援助に個人的なボランティア協力を得たことはありますか.

① はい ② いいえ

どのような協力ですか(彼数回答)

イ逝訳 ロ助言や相 殺 ハ帰国の媛助 ニI'lt臓の紹介

ホ 住 宅 の紹介 ヘ経済的li'lIVJ トその他(

e相談ケースの援助に NG 0 (民110機関や組織)の協力を得たことがありますか.

① はい ② いいえ

どのような協力ですか(復数回答)

イ緊急保枝 ロ路設へ の入所 ハ助言や相談 ニ帰国の援助

ホ就臓の紹介 へ住宅の紹介 トその他(

f在留資格のない「不法在町Jの児:lii及び妊産婦の後助・支援をする際に、他の法的に問題のない

在日外国人と比べて、どのような問思の特徴や、問題解決上の因懸がありますか.

①ケースが抱えている問題の特徴

②問題解決上の困難

5 .過去 5年間の、児tiI及び妊産婦についての相談ケース件数をお聞かせください.

( 1年間は 4月 i日から翌年 3月31日)

a日本人の妊産婦の相談件数 b日本人の児1IIの相隊件数

|年 11988 11989 11990 11991 い99川いF い988 11989 11990 11991 11992 

|件数 1 1 1 1 I I I flt.数 I I I I I 

|ム~卿 M応下司 Ill:'~ 11988 11989 11990 11991 11992 



6.過去 5年1::1に、相談を受けた外国人且ヰ且与ιムの囚l'1I C山身国)及び在印資格について

a外国人妊産婦ケースの国籍について人数をお答えください.

1988'ド 1989'ド 1990'" 1991'" 1992'" 

(アジ ア)

幌国・籾鮮

中国

フィリピン

?lイ

ベトナム

その他

(j有アメリカ)

ブラジル

ベルー

その他

C~t アメリカ)

アメリカ

その他

(ヨーロッパ)

イギリス

その他

(アフリカ)

(オセアニア)

その他

国m不明

*日本国符

*出身図及び文化的背況は外国で、結婚によって日木図1l!を得た者

b外国人妊産姉ケースの在留資絡についてお 1mきします.

1988年 1989 i" 1990'" 1991年 1992iP: 

日本人の配偶者

短期滞在(観光)

9号 1'T 

留学/就学

永住者

「不法在宿」

その他

不 叩J



7. 4日淡を受けた外国人児!iiケースの図rn及び在留資相に ついて

a 在日外国人の児1iiの国rnについて人数をお答えください.

1988Jf' 1989j~ 1990Jド

(アジア)

仰困 'Wlrt-

中国

フィリピン

担イ

ベトナム

その他

(所アメリカ)

ブラジル

ベルー

その他

Utアメ リカ)

アメリカ

その他

(ヨーロッパ)

イギリス

その他

(アフリカ)

(オセアニア)

その他

回路不明

*白木国rn

1991ip 19D2Jp 

*相談に来た母線(父叙)が外国人、夫(袈)が白木人で児が日本国絡を取得している場合

b外国人児1iiケースの在町'ti.他人数についてお JHIきします.

1988年 1989年 1990ip 1991JJ! 1992Jf' 

日木人の子

短期滞在(偲光)

永 住 者

*r不法在留」

その他

不 I!IJ 

*出生届けが法的にどこにも山されておらず、 l亙rnのない状態の児!ii
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c外国人児mケースの年的知l人放についてを聞きします.

*在留資格のない「不法在悶」の児盗の人政は( )内にお IDきください.

1988 1989 1990 1991 1992 

。成 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

ltJ.-3t，;. ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

3成 -5成 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

5 t;;.-71;;' ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

7成 -15成 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

15放ー 18成 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

8 .外国人の児mおよび妊産姉ケースの相談内容('1数についてお 1mきします.

*在間資絡のない「不法在問」の児mおよび妊産仰は( )内にお笹きください. (波数回答)

相談内容 1988!p 1989!p 1990!p 1991年 1992!p 

出産費用の問周 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

~育費用の問題 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

医療flmの問題 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

生活佐川の rHJJ沼 ( ) ( ) ( ) ( ) ( )1 

母f且の身体的問題 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

11HJlの心理的精神的問題 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

子どもの身体的問題 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

子どもの心理的新神的[::]JIlj ( ) ( ) ( ) ( ) (j! 
同Hli問周 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

ピザ毒事の身分保障問題 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

住宅の問題 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

就撲の 1:月阻 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

人権問題 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

その他 ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 
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9 . 外国人の母子保他 .1日 llt上の tliωJ における!な子{~1l1l法、児l'í11/.1 1止法、生活保~lHl;に!則する

制度の適応について笑際に活用した:liIIJ.宜について{'I:数を例記入して下さい.

*u:ii7'({絡のない「不法干1:fil Jのケースは( )内に例記入して下さい.

:liIJsr. 19881!! 1989年 19901ド 19911下

生活保技法 医奴扶助 ( ) ( ) ( ) ( ) 

出産扶助 ( ) ( ) ( ) ( ) 

教育扶助 ( ) ( ) ( ) ( ) 

生活扶助 ( ) ( ) ( ) ( ) 

住宅扶助 ( ) ( ) ( ) ( ) 

その他 ( ) ( ) ( ) ( ) 

児l'i11M祉法 77成医療の給付 ( ) ( ) ( ) ( ) 

l功liU庖殺のキ'Jm ( ) ( ) ( ) ( ) 

母子f，{の入奴 ( ) ( ) ( ) ( ) 

保育所の入所 ( ) ( ) ( ) ( ) 

乳児院の入院 ( ) ( ) ( ) ( ) 

その他 ( ) ( ) ( ) ( ) 

母子保健法 妊産姉および乳幼児の保似指将 ( ) ( ) ( ) ( ) 

.vrg三児の訪問指;n ( ) ( ) ( ) ( ) 

乳幼児の飽政診査 ( ) ( ) ( ) ( ) 

妊盛期のIl1lW診査 ( ) ( ) ( ) ( ) 

栄養tflJ院に l則する mωj ( ) ( ) ( ) ( ) 

m子手恨の交付 ( ) ( ) ( ) ( ) 

妊産姉の fJj/ifJ j旨潟 ( ) ( ) ( ) ( ) 

米熟児の fiJj川指i!J. ( ) ( ) ( ) ( ) 

米?-!¥児fHi医療の給付 ( ) ( ) ( ) ( ) 

その他 ( ) ( ) ( ) ( ) 

10. 在日外国人の児l'i1および妊産仰の母子保1l1l.稲川についてJiofか御怠見がごさいましたら

お聞かせ下さい.

。11多忙中のところ、木訓3'Eに自"協力していただきまして、まことに有J'Jtうございました.

*尚、アンケートは 9月中旬tJ1までに、向上Jの返i旦m封筒に入れJ止函して下さい.
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